

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幻げん想そう的な光景だった。

　夕焼けに染まる街、その狭間はざまの路地裏で──。

　アルビノの少女が笑っている。俺の手を取り微笑ほほえんでいる。

　その目に浮うかぶ親愛の情、それは純じゆん粋すいで、噓うそ偽いつわりのないものだったが、

（でも、なんでだ？）

　俺はこの子に見覚えがない。どこかで見かけた記き憶おくもない。

　なのにこの子は、なんでここまで馴なれ馴れしいんだ？　膨ふくらんでいく違い和わ感かんに、俺は思わず後ろに下がる。

「ふふっ」

　少女は変わらず、微笑むばかりだった。

　軽く小さな声を出し、温かな目で俺の動きを見守っている。

　害意や敵意は感じないが、それがかえって不自然に思える。この子は誰だれだ？　この子はなんだ？　俺に一体、何の用だ？

（会いたかったと言ってたが）

　だったら何かあるんだろう。その何かを待ちながら、俺は黙だまって少女を見つめた。

「ふふっ」

「……」

「うふふ」

「…………」

「うふふふふふふ♪」

「いや、何とか言えよ！」

　俺に用があるんじゃねえのか！

　まったく、毒気を抜ぬかれるというか、何というか……。

「ああ、ごめんね？　何だかわたし、嬉うれしくって」

「嬉しい？　なんで嬉しいんだ？」

「だって君に会えたから。わたし、ずっと会いたかったんだよ？」

「またそれか。会いたかったって、なんか俺に用でもあるのか？」

「そうとも言えるし、そうじゃないとも言えるし……」

　少女は「うーん」と声を上げると、

「まあ、いいや。また今度会った時に言うね？」

「また今度って……おい！」

「じゃあ、またね？」

　少女はふわりと踵きびすを返すと、そのまま振ふり返らずに行ってしまった。

　残されたのは俺だけだ。釈しやく然ぜんとしない顔の俺だけ。何だか狐きつねにつままれたようで、俺はガリガリと頭をかいてため息をつく。

「また厄やつ介かい事か？」

　どこか異様に思える少女、あの子は一体、何者だろうか？

　神の類たぐいか悪あく魔まの手先か、それは俺には分からなかったが、

（何だかおかしなことになりそうだな）

　それだけは、なぜか不思議と確信できた。
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　五月初めのイースィンド、この日は朝から快晴だった。

　日本じゃないけど日本晴れ、気持ちがいいほど晴れた空を、今日も鳥やら竜りゆうやらがのん気な風に飛んでいた。

　正直こんな日は、どこかでのんびり昼ひる寝ねでもしていたいんだが──。

　あいにく今日は営業日、何でも屋の店主である俺は、今日はブライト孤こ児じ院いんの「お手伝いさん」として働いていた。

「わーっ！」

「まてまて～！」

「きゃ～！」

　孤児院の裏庭、小さな公園くらいの敷しき地ちの中を、年少組のちびたちが声を上げて走り回っている。追いかけっこだけでも楽しいんだろう。さもなきゃままごとか、ボール遊びか。そうやって遊ぶ年少組を、俺は地面に座って見守っていた。

「ビシビシ！」

「にゃっ、にゃっ」

「ビシビシ！」

「にゃっ、にゃっ」

　中には、俺の寝ね癖ぐせを弾はじいて遊ぶ変わり種もいたが──。

　まあ、子どもってのは、訳の分からないことをするものだ。目や手足がトカゲっぽいリラード、そして黒くろ猫ねこ獣じゆう人じんのニャディアに絡からまれながら、俺はあえてそれを放置し続けることにした。

「ガジガジ」

「なう～」

「さすがに嚙かむな。爪つめを研とぐな」

　度が過ぎれば注意もしつつ、依い然ぜんとして裏庭全体を見守り続ける俺。

　ここには年長組の奴やつらもいるから、よほどのことがない限りは安心だ。

　特に事故や事件もなく、ただのんびりと、時間だけが通り過ぎていき──。

（いや、なんで何もないんだよ！）

　思わず心の中でツッコんでしまった。

　気にかかっているのはたったひとつ、あの謎なぞの少女との遭そう遇ぐうだ。

（あんなに意味深なら、普ふ通つう、なんかあるだろうが）

　教会に呼び出されたりとか、変な依い頼らいをされたりとか、そういった事件が起きるものだとばかり考えていた。

　それなのに、あれから数日何にもなし。イベントらしいイベントもなく、まるで狐につままれたような気分だった。

（心構えだけはしていたのにな）

　これだけ音おと沙さ汰たがないと、やっぱりあれは幻まぼろしだったんじゃないかと思えてしまう。

　しかし、経験上、ここで油断をするのはよくない。そう思って、さりげなく周囲を警けい戒かいしてはいるんだが、

「ビシビシ！　ビシビシ！」

「なう～」

　いるのはトカゲと黒猫だけ。

　寝癖をおもちゃにされ続け、俺はすっかり、心が疲つかれ果ててしまった。

「あ～、もういいか」

「にゃっ？」「ウウッ？」

「悩なやむのは止やめ止め。何か起きてから考えよ」

「「…………？」」

「おやつの時間だな。パンケーキでも焼くか」

「にゃっ！」「ヤッター！」

　おやつのおの字に反応し、ぐいぐいと俺の手を引き始めるちびども。

　そいつらに身を任せ、俺は厨ちゆう房ぼうの方へと移動するのだった。




「タカー！　タカタカー！　まだー!?」

「うっせえ、ケビン！　そんな簡単にパンケーキができると思うな！」

「もうすぐできる？　もうすぐできる？」

「大人しく食堂で待ってろ！」

　意識を切り替かえ向かった先は、まるで戦場、修しゆ羅らの地のごとくだった。

　年長組も手伝ってくれるが、いかんせん、食しよく欲よくに対して手が足りない。

　ブライト孤児院、総勢十九名。このちびたちに、何枚ものパンケーキを配るんだからな。時間と人手は、いくらあってもいいくらいで、

「タカヒロ、タカヒロ」

「ん？」

「あたし、最後でいいよ」

「ああ、分かった。助かるよ」

「…………」

「まだ何かあるのか？」

「最後でいいからね？」

「だったら横で見るのは止めろ！」

　途と中ちゆう、クルミアに絡まれながらも、せっせせっせとパンケーキを焼き続ける。

　一枚焼ければ、すぐさま次の一枚が要求される状じよう況きようは、どこか屋台の仕事に似ていた。

　しかし何事にも終わりは来るもので、俺は最後に自分のものを焼き上げると、

「だ～、終わった～……」

　などと言いながら、クルミアや年長組と一いつ緒しよに食堂へ向かった。

「むぐ……やっぱり、ルードスさんはハンパないな。こんなことを毎日やってんのか」

　パンケーキを咀そ嚼しやくしつつ、俺は感かん嘆たんの声を漏もらした。

　それを耳にした年長組は、えへんと胸を張り、誇ほこらしげに語り出す。

「そりゃそうよ。わたしたちのお母さんだもん。お母さんは、何でもできるんだから」

「料理も、お洗せん濯たくも、裁さい縫ほうも、私たちの百倍……ううん、千倍は早くできるわ！」

「あながち噓うそでもなさそうなのが、ルードスさんのすごいところだな」

　マグカップになみなみ注つがれたミルクをぐっと飲み、改めて感心する俺。

「でもさ。そのルードスさんが、何で何の準備もしないまま、どっかに行ってるんだ？　この前、似たようなことがあった時は、下ごしらえぐらいは済ませてあっただろ？」

　そう、ルードスさんの家事力は異常なまでに高い。彼女が切り盛りするこの孤児院において、子どもたちのおやつが準備できていないなど、あり得ないことなんだ。ちょっとしたことと言えばちょっとしたことだけど、それが俺にはどうにも気になった。

「それが、私たちもよくわからないんだけど、上級区の教会から呼び出しがかかったって……本当に突とつ然ぜんのことだったみたいで、おやつの準備をする暇ひまもなかったの」

「上級区の教会ぃ？　なんでまた？」

「さあ？」

　どうやら、ちびたちもよくは知らないようだ。そろって俺と一緒に首を傾かしげている。

（まあ、本人に聞けばいいか）

　まだその姿は見えなかったが──。

　やたらといい俺の耳は、ルードスさんの靴くつの音を感じ取っていた。

「ただいま～、みんな」

「「「おかえりなさ～い！」」」

「タカヒロさんもお疲れ様です」

「ルードスさんこそ。なんか、急な用事だったんでしょ？」

「ああ、はい。詳くわしくは話せませんが、少し特とく殊しゆなことがありまして」

「特殊なこと？　って、詳しくは話せないんでしたね」

「ええ。ご配はい慮りよ、ありがとうございます」

　にっこりと微笑ほほえんだルードスさんは、クルミアやちびたちをあやしながら、自分の部屋へと向かおうとして──。

「ああ、そうでした。タカヒロさん、お手紙ですよ」

「え？」

　ルードスさんが鞄かばんの中から、何やら横長の木箱を取り出していた。

　教会の印で封ふう蠟ろうが捺おされているな。それが俺へと差し出される。

「何ですか、これは？」

「私もよくは知らないのですが、聖都サーバリオから送られてきたものだそうです。会合のあと、これをタカヒロさんに渡わたすようにと言われまして」

「はあ」

「聖都にどなたかご友人でも？」

「いやいやいや！　そんなのいませんって！」

「ここに名前が刻んでありますが、見覚えはないのですか？」

「名前？　いや、知らない人です」

「あら？　では、どなたかしら。メリッサさんって」

　聖都サーバリオからの贈おくり物。俺宛あての手紙が入った横長の木箱。

　その裏には確かに、

「貴方あなたの仲間　メリッサより」

　と刻まれていたが──。

　俺はメリッサという名前には、まったく聞き覚えがなかった。
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「メリッサ、メリッサ、メリッサ……う～ん、やっぱり思いつかんな」

　孤こ児じ院いんからの帰り道、俺はしきりに首を傾げていた。

　気にしているのは件くだんの手紙、もっと言うなら差出人だ。

「メリッサさんねえ。聞いたこともねえぞ」

　木箱の中身の手紙を広げる。そこには名前と用件があった。

「タカヒロ・サヤマへ。大事なお話があります。わたしはサン＝ヴェルデ教会にいるので、ひとりで訪ねてきてください。貴方の仲間、メリッサより。か」

　質のいい紙、金糸の装そう飾しよく、貴族に宛あててもいい手紙だ。

　しかし、そこに書かれているのは、どうにも要領を得ない話だった。

「いたずらか？　それとも本当に何かあるのか？　う～ん」

　唯ゆい一いつ気にかかるのは、あの謎の少女との関連ぐらいだが、

「それならそれで会いに来るだろ」

　なんてったって、数日前に道みち端ばたで会ったくらいだ。話があるというのなら、その時に触さわりぐらいは話してくれても良かっただろう。

　それさえなかったということは、きっとそれほど大事な用でもないのでは？

　分からない。俺にはさっぱり分からないが、

「……だったら、しばらくは様子見だな」

　ひとりで来いだの、貴方の仲間だの、言ってることが超ちよう怪あやしい。

　そんな相手に付き合って、良かった例ためしはひとつもない。俺は手紙を懐ふところにしまうと、ふーと大きな息を吐はいた。

「さ～て、市場にでも寄って帰るか。たまには晩飯でも作るか」

　塩しお漬づけ魚にしようか、豚ぶたの腸ちよう詰づめにしようか、些さ細さいなことで頭を悩ませる。

　メリッサからの手紙のことは、もうすっかり俺の頭の中にはない。夕飯という一大事を前にして、誰だれとも知れない相手からの手紙のことなど、考える余地はなかった。

　そのはずだ。そのはずだったんだが、しかし──。

「ん？」

　俺の肩かたに、一羽の伝でん書しよ鳩ばとがとまった。誰かの使い魔まだとしても、純白の鳩はグランフェリアでは珍めずらしい鳥だ。思わず、しげしげと鳩を眺ながめる。

　だが、そんな俺の肩を、鳩は数度、クチバシで突つっつく。

「地味に痛い。おい、止めろって。手紙を受け取りゃいいんだろ」

　足にくくりつけられた金属製の筒つつから、丸められた手紙を抜ぬき出してみた。

　すると鳩は一声鳴いて、青い空へと飛び去っていく。

「何だったんだ……」

　俺はしばらく、鳩が飛んでいった先を見つめたが──。

　当然、行く先など分かるはずもなく、すぐに地上へ視線を戻もどした。

「さて、この手紙は何なんだ？」

　先ほど受け取った手紙をくるくると伸のばしていく。

　そして出てきた文面に、ざっと目を通したところで──。

　俺はうっと短くうめいた。

『タカヒロ・サヤマへ　手紙を無視するだなんて、ちょっと酷ひどいと思います。でも、今回だけは許してあげるので、サン＝ヴェルデ教会に早く来てくださいね。　貴方の仲間、メリッサより』

　まるで俺の行動を監かん視ししていたかのような言い回しだ。

　思わぬ形で釘くぎを刺さされ、思わず辺りを見回してしまう。

「な、なんだ？　ストーカー？　ストーカーなのか？」

　急いで探知系スキルで周囲の様子を探さぐってみた。半径１ｋｍ以内に俺を見ている者がいれば、これですかさず探知できるはず。

　しかし、それで発見できたのはアルティだけだった。いつもと変わらない結果に、俺は焦あせりを強くしていく。

「こわっ……！　なんか寒気がしてきた。早く家に帰ろ」

　両肩をさすり、顔を青くして帰路を急ぎ始めた俺。

　いつも通りの帰り道。いつも通りの風景。何の異変も、そこにはなかった。




「タカヒロ！　タカヒロ！　我はジャム！　イチゴのジャムがよいぞ！　バターをたっぷり塗ぬって、これでもかというぐらいのせてくれ！」

「はいはい」

　こんがりと焼いたトーストに、バターとジャムを塗りたくる。

　ずっしりと重いそれを、俺は向かいのルートゥーへと手て渡わたした。

「はぅぅ～！　た、たまらんのだぁ……！」

　バターの塩気とイチゴジャムの甘味、酸味。そしてトーストのさくさく、もちもち食感が相まって、ルートゥーは朝もはよから幸せそうな声を上げていた。

「知らんぞ。そんな不健康そうなもんばっか食って」

「よいではないか。岩や海水、毒すら己おのれの糧かてにできる混こん沌とん龍りゆうにとって、大事なのは美味か、そうでないかだ。我は、どうせならば美味なるものが食べたい。美食は心の養分だぞ、タカヒロ」

「だからって、行ぎよう儀ぎが悪いのはどうかと思うぞ」

　口の周りをジャムでべとべとにしたルートゥーは、少し恥はずかしそうに笑うと、

「あっ、どうせならタカヒロに」

「俺は拭ふかないぞ？」

「つれない男め」

　つんと唇くちびるを尖とがらせて、自分で口を拭ぬぐうルートゥーだった。

「……そういえば、ご主人さま。手紙がきていますよ」

「ん？　俺にか？」

「……はい。今朝早くに投とう函かんされたようです」

「せっかちな奴やつだな。誰だろ？」

　トーストをかじり、コーヒーをすすっていたところで、ふと思い出したようにユミエルが手紙を取り出した。飾かざり気のない無地の封ふう筒とうだ。それをひょいと受け取って、俺は何の気なしに手紙を開いた。

『冷血人間タカヒロ・サヤマへ　いくら春とはいえ、野宿は寒かったです。何でサン＝ヴェルデ教会に来てくれなかったのですか？　わたしはずっとここにいるので、早く来てください。　貴方の仲間、メリッサより』

「だから、大事な用ならお前が来いよ!!」

　思わず渾こん身しんのツッコミが出てしまった。

　突とつ然ぜんの大声に、ルートゥーのみならずユミエルさえも驚おどろいている。

（まあ、でもしょうがない。こんなの誰だってツッコむわ）

　俺はガリガリ頭をかいて、手紙を適当に丸めてゴミ箱に放ほうり込んだ。

「……よろしいのですか？」

　ユミエルが俺に問いかけてくるが、答えはもちろんＹＥＳだ。

「いいんだよ。横着する奴の呼び出しとか、どうせろくなことじゃねえって。しかも知らない奴からの手紙だしな」

「……そうですか」

　ユミエルは何か言いたげだったが──。

　迷めい惑わくメールはゴミ箱行き、それが世の常であることを教えてやりたかった。

（ったく、回りくどいことは止やめろよ）

　心の中で悪態をつきながら、一気にコーヒーを飲み干す俺。

　この調子だと、もう何度か手紙が来るなと思っていたが──。

　事態は俺の想像以上に深刻だった。




　重たい魔導レンガを運んでいると、現場監かん督とくから手紙を渡される。

『タカヒロ・サヤマへ　先ほどは言い過ぎました。怒おこって手紙を捨ててしまうのも、無理はないと思います。でも、この温厚なわたしでもいら立つほど、街の外での待ちぼうけは辛つらいものなのですよ。早くサン＝ヴェルデ教会に来ていただけると嬉うれしいです。　貴方の仲間、メリッサより』

　道具屋のおつかいで、薬やら何やらを運んでいると、納品先でこんなものが紛まぎれ込んでいたと手紙をつき返される。

『タカヒロ・サヤマくんへ　お仕事大変そうですね。そんな貴方を呼び出してばかりなんて、軽く自己嫌けん悪おです。でも、大事な話があるんです。サン＝ヴェルデ教会で待っているので、仕事が終わったら来てください。　貴方の仲間、メリッサより』

　迷子の子犬を確保すると、その子犬が何やら手紙をくわえている。

『タカヒロ・サヤマくんへ　まだかな、まだかな～？　タカヒロくん、わたしはサン＝ヴェルデ教会で待っているよ？　花はな占うらないにも飽あきたので、そろそろ来てくれると嬉しいなあ……。　貴方あなたの仲間、メリッサより』

「しつこいっ!!」

　何枚目かの手紙を破り捨てながら、俺はまた大きな声で叫さけんでいた。

「も～、何なんだよ、こいつは～！」

　かまってちゃんかっ！　手紙のしつこさもさることながら、フレンドリーさを出そうとしている文面にもイライラさせられた。

「あ～、も～、めんどくせえ……」

　多分、これはこちらが根負けするまで続くやつだ。

　数日なのか数週間なのか、それは俺にも分からないけど、この手紙がずっと続くことだけは分かり切っている。もう無視するとか無視しないとか、そんな段階はとっくの昔に超こえているんだ。これ以上俺が従わないなら、向こうは更さらに手紙を送るだけだった。

　それが分かっていたからこそ、不本意ではあるが──。

　はなはだ不本意ではあるが、俺は件のサン＝ヴェルデ教会まで行くことにした。

「めんどくせえ……」

　ぶちぶちと文句を垂れながら、南へ続く街かい道どうをひた走る。

【ブースト】と【インビジブル】を併へい用ようしているため、俺の姿は疾しつ風ぷうそのものだ。

　まさしく風のように街道と古道を駆かけ抜けた俺は、古ぼけてあちこちが崩くずれた教会の前に立っていた。

「ここだよな？」

　一応、どこにあるのかは知っていた。冒ぼう険けん者時代、何度か耳にした名前だった。

「でも、入ったことはないから……ああ、ここで合ってんな」

　崩れかけた入り口上部、そこには陶とう製せいのプレートで「サン＝ヴェルデ教会」とある。

　間ま違ちがいなく、メリッサに指定された場所だった。

「うわっ、天てん井じよう抜けてんぞ」

　数十年以上も前に放ほう棄きされた教会は、どこもかしこも損傷が目立つ。入り口ホールの天井に至っては、丸ごと抜け落ちてしまっていた。

「本当にこんなところにいるんだろうな……いたずらじゃねえよな……」

　踏ふみしめるごとにぎしぎしと鳴る床ゆか板いた、そこに穴を開けないよう、俺は注意深く礼拝堂へ進んだ。さほど大きくもない教会だ。誰かがいるとしたら、そこしかない。そう考えた俺は、難なん儀ぎしながら少しずつ進んでいく。

　やがて、短くて長い道のりを終え、俺は礼拝堂入り口へとたどり着いた。

　ため息をひとつ吐はき、俺は礼拝堂の中をひょいとのぞき込んで──。

　そこで、聖女を見た。

　あちらこちらに穴が開き、そこから光がさしている礼拝堂の祭さい壇だんの前で。

　ひとりの少女が、両手を組み、頭こうべを垂れて、神に祈いのりを捧ささげていた。

　俺は、それを見て思う。「白い」と。

　何が？　少女の白はく髪はつが？　淡あわい白はく桃とう色の修道服が？　髪かみにかけられたヴェールが？

　違う。どれも違う。俺が白さを感じたのは、少女そのもの、その存在だった。

　じっと祈りを捧げる少女に、俺は言いようのない神聖さを覚えた。それがきっと、俺が感じた眩まばゆき白さだ。光り輝かがやくような穢けがれなき白。少女の姿は、信心のない俺にもそれを確かに感じさせた。

「あ、う」

　声を出すことすらためらうような空間で、それでも、少女だけは自由に動いた。

　祈りを終え、俺へとゆっくりと振ふり向く。そして、俺の下もとへと、歩いてくる。

「こんにちは、タカヒロ・サヤマくん」

「…………っ！」

「わたしがメリッサです」

　どこまでも澄すみ切った顔を俺に向け、メリッサは無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

　間違いない。こいつは路地裏で出会ったあの少女だ。あの時も感じた緊きん張ちようを誤ご魔ま化かすように、俺は無理にも口を開いた。

「お、俺に何の用だ？　それに、仲間って何のことだよ」

　しかし、メリッサは答えない。

　ただ、にっこりと笑ったまま、更に俺へと近づいてくる。

「お、おい？　何を……」

　そして俺の手を摑つかみ、メリッサは天使のような顔を向け、

「【ソウル・バインド】」

　最上位の拘こう束そくスキルを、発動させた。

「…………っ!?」

　魂たましいまでも縛しばり上げられ、俺は声すら出せずに倒たおれ伏ふした。

　そんな俺に何も言わず、メリッサはそっとそばへと膝ひざをつく。そして、俺の頭を膝にのせたかと思うと、それを愛いとおしげな手で撫なで始めた。

「辛かったでしょう？　悲しかったでしょう？　さびしかったでしょう？　でも、大だい丈じよう夫ぶ。これからはわたしがいます。貴方には、仲間がいます。貴方を仲間にしてあげます」

　そして、ぼんやりと光を放つメリッサの手のひら。

　そこから響ひびき始める、バイブレーションにも似た不ふ吉きつな音。

　それは、洗脳スキル【ブレイン・ウォッシュ】。他者を意のままに操あやつるスキルの、魔ま性しようの光と音だった。




　　　　‐３‐




「仲間になったら、いっしょに暮らそうね。わたしたちを利用しようとする人は、みんなどこかへ追い払はらっちゃって……それから、それから……」

　俺に膝ひざ枕まくらをして、にこにことしながら俺の頭を撫でるメリッサさん。

　歳としは十五くらいかな？　幼さが残っているが、女の子というにはやや大人びて見える。そんな少女が、俺をスキルで縛って【ブレイン・ウォッシュ】をかけているんだ。

「草原に、小さくてもいいから一いつ軒けん家やを建ててね。それで、白くて大きいわんちゃんを飼って……」

　寝ね物もの語がたりのように聞かされるのは、ひたすら一方通行なメリッサの願望だ。

　ふたりでひっそりと暮らそうね～だの、幸せになろうね～だの、俺の都合を無視しているとしか思えない話ばかりだ。

（聞くに堪たえんな）

【ソウル・バインド】も解けたことだし、そろそろ起き上がろう。

「もう、怖こわい人たちに利用されなくて済むよ？　安心してね？」

「俺を利用しようとしてんのは、お前じゃねーか」

「きゃーっ!?」

　ヴィンヴィンと音を立てて光る手のひらを押しのけ、俺はすっと立ち上がった。

　それがよほど意外だったのか、メリッサは尻しり餅もちをついて目を見開いている。

「な、何で……!?　【ブレイン・ウォッシュ】中は動けないはず……!?」

「【ブレイン・ウォッシュ】なんて、俺には効かん」

「何で……!?」

　だって、あれは対ＮＰＣ用だし。おまけにイベント専用のスキルで、ＰＣである俺にはまるで通用しないものだった。

（今さらだけど、なんで俺はＰＣプレイヤーキヤラ属性なんだ？）

　システムメニューを使えたりするのがＰＣである証あかしだが──。

　難しく考えるのは止めよう。どーせ分からないことだしな。

「あぅ、あわわ……」

「何でこんなことをした？　何が目的だ？　お前は誰だれだ？」

　わたわたと慌あわてるメリッサに、矢や継つぎ早に質問をぶつける。俺には効かないとはいえ、【ブレイン・ウォッシュ】を使える奴やつなんて初めて見た。一体、こいつは誰で、どんな目的があったのか。それを聞き出そうとしたんだが、

「ソ、【ソウル・バインド】！」

「おっと」

　光り輝く鎖くさりが、メリッサの手のひらから俺へと伸のびる。

　しかし、俺は回かい避ひ特化の斥せつ候こう職だ。相手の手の内が分かれば回避は容易たやすい。

（【ソウル・バインド】ねえ）

　ゲームでも散々苦しめられたスキルだ。

　聖職者が習得できる、最上位の拘束スキル。単体相手だと避さけやすいけど、徒党を組まれるとかなり当てられて、

（って、んん!?）

　最上位スキル!?　最上位スキルって言ったら、お前、最上位のスキルなんだぞ!?

（いかん、混乱してるな）

　いや、だけど、これってあり得ないことじゃないか？

　レベル上げにも危険が伴ともない、１００だか１１０だかで一流と言われる世界で、レベル２００以上じゃないと習得できないスキルを使った。

　それはつまり、この子のレベルはそれ以上だということで──。

「あ、その様子だと……わたしのレベルに、気づいたんだね？」

　慌てる俺とは対照的に、メリッサは落ちつきを取り戻もどしていた。

　にっこりと笑って、彼女は俺に近づいてくる。

「そう、わたしのレベルは２５０。貴方と、いっしょ」

「っ!?」

　なんで俺のレベルを知っているんだ!?

　どこで情報が洩もれた！　青ざめる俺に、メリッサの声はあくまで優やさしい。

「辛つらかったよね。苦しかったよね。こんなレベルになんて、なりたくなかったよね。みんなといっしょがよかったよね」

　メリッサが、一歩、また一歩と近づいてくる。

　今度はなんだ？　スキルは通じないって分かっただろう。何をする気だ？

「でも、わたしがいるよ。わたしにも貴方あなたがいる」

「…………？」

「わたしたちは、同じ境きよう遇ぐうの仲間なの。もう、ひとりじゃないの」

「は、はあ？」

　さっきから何かしゃべってるなとは思ってたけど、よく聞いてみると何やら電波じみている。なんだ？　仲間だの何だのって。同じ境遇って何だ？　お前も地球出身とかか？　いや、そんな感じはしないんだが。

「どうしたの？　ぽかーんとして……あ、そういえば、自己紹しよう介かいがまだだったよね？　ごめんね？　わたしの名前は、メリッサ・コルテーゼ。本当は、本名は教えちゃいけないんだけど……でも、貴方になら、いいよ。だって仲間だもん。ね？」

「はあ」

　そうか。メリッサの苗みよう字じはコルテーゼってのか。だからなんだって気分です。

　しかし、コルテーゼ。聖都でよく見た苗字だな。修道服を着ているし、こいつはその辺りの関係者なのかもしれないな。

　いや、待て。聖都は都っていう割りに狭せまいから、メリッサは周辺国の人、ってことも十分に考えられる。他ほかの国でも見たことあるもんな、コルテーゼって。

　レベル２５０の大物だ。名前は何かの手がかりになると思ったんだがなあ。

（メリッサ・コルテーゼ……コルテーゼ、コルテーゼ……）

　う～ん、分からん！

（しかし、メリッサで、コルテーゼか）

　あのＭＣとイニシャルが一いつ緒しよとか、縁えん起ぎでもねえな。

「…………ＭＣ!?」

「うん？　なあに？」

　もしかすると、こいつがれんちゃんが警告した相手。俺たちをはめた奴なのか!?

　待て。落ち着け。違うかもしれないぞ。だけど、あいつが使ったスキルはなんだ？

【ブレイン・ウォッシュ】。洗脳スキルだろうが！

「まさか、まさか……!?」

　何者かに操られていたかのようなれんちゃん。

「ＭＣに気をつけろ」という警告。

　そして、今まさに俺を洗脳しようとした、イニシャルＭＣの女。

　これで疑わなければ、そいつは阿あ呆ほうだ！

「てめーがＭＣか!!」

「え？　な、何を」

　やられる前にやれ！　がっしりとメリッサの服の襟えり首くびと袖そでをつかみ、大おお外そと刈がりで相手を床ゆかに叩たたきつける。

　相手はレベル２５０だ。こんなものでダメージを与あたえられるとは思っちゃいない。

（しかし、この行動にも意味はある！）

　俺の尋じん問もんは、ここからだ！

「吐はけー！　れんちゃんに何をした！　俺たちに何をしたーーーーーっ!?」

「いやあああああああああああああああ!?」

　逃にげること能あたわぬ両りよう脚あしのホールド。天地逆さになった囚とらわれのメリッサ。

　俺は竜たつ巻まきのごとき勢いで、彼女をぶんぶんと回し始め──。

「吐けええええええええええええっ！　真相を言ええええええええっ!!」

「ああああああああああっ!?」

　響き渡わたる絶ぜつ叫きよう、それでも俺は容よう赦しやをしない。

　相手が泣こうが叫さけぼうが、俺はジャイアントスイングを敢かん行こうし続けた。




「正直、すまなかった」

　俺は泣きじゃくるメリッサの前で、礼拝堂の床に額をこすりつけていた。

　てっきり彼女がＭＣか、その関係者だとばかり思っていたんだが──。

　いやいや、それは関係ないな。途と中ちゆうから完全におかしなテンションになっていた。正気に戻ってからの数分間、俺はひたすら謝り続けるしかなかった。

「ごわがっだぁ……！」

「すみません、本当にすみません」

　時すでに遅おそしというやつだった。

　気がついたら彼女はわんわんと泣き、今もぐずつき、涙なみだを零こぼしている。

　こんな子がＭＣ？　れんちゃんをあんな風にした謎なぞの存在？　思い込みも大たい概がいにしろ、俺。まったくどうかしていたな。

「わたし……ＭＣとかいうのじゃないもん」

「それは分かった。分かったけど、じゃあ、お前は何なんだ？」

「それを教えようとしてたのにぃ……ぐすっ」

「わー!?　すまんすまん！　マジですまんかった！　ごめんなさい！」

　泣く子と地頭には勝てないと誰が言ったか。ともかく、俺も勝てそうにない。

　全面降こう伏ふくの意を示し、ひたすら床に伏ふせ、許しを乞こうた。

「反省してる？」

「してます！」

「もうしない？」

「しません！」

「じゃあ……許してあげる。今回だけだよ？」

「ありがとうございます！」

　ふ～、何とか泣き止やんでくれた。

　メリッサは、ポケットからハンカチを出し、涙を拭ぬぐって洟はなをかんでいる。

　そして、ハンカチの汚よごれだけを謎のスキルで綺き麗れいに浄じよう化かした。

（カンストレベルって怖いなあ）

　ともかく、浄化し終わったメリッサは、改めてとばかりにこちらを向いた。

「さて、と。続きを話してあげるね？」

「あ、ああ」

「わたしの名前は、メリッサ・コルテーゼ。貴方と同じレベル２５０。そして……」

　そこでメリッサは少し間を空け──。そして、言った。

「教会の、人工聖女なの」
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「人工聖女？」

　人工って、あれか。人の手で作られたとか、そんな感じの意味の。

（え？　聖女って作れるもんなの？）

　聞きなれない言葉に、思わずオウム返しをしてしまう。そんな俺を見て、メリッサはくすりと笑い、言葉を続けた。

「聞いたことないよね、人工聖女だなんて。だって、普ふ通つうは『聖女』だけでいいもんね。でもね、わたしは違ちがうの。聖女じゃなかったんだけど、無理やり聖女にさせられたの」

「は？　ど、どうやって……？」

「それはね……これを、見て」

「っておい！　ストップストップストップ！」

　言うが早いか、胸むな元もとのボタンを外し始めるメリッサ。

　またも思わぬ展開に、俺は慌てふためいたが、

「って、んん？　なんだこりゃ？」

　当然と言えば当然だけど、色っぽい展開にはならなかった。

「ね？　見て……」

　台詞せりふだけなら色っぽいけど、見ているものがまるで違う。

　メリッサの胸、その中心からやや上辺りには、なぜか拳こぶし大の石が埋うめ込まれていた。

「なんか見覚えがあるな。なんだったっけか」

「これね、ダンジョン・コアなの。ちょっと小さいけどね」

「ああ、それか。道理で見覚えが……」

　は？　ダンジョン・コア？

（ええええええええええええええええっ!?）

　ダンジョン・コア!?　ダンジョン・コアっていったらお前、ひとつあったら新しいダンジョンが作れるアイテムだぞ!?　ダンジョンの奥深くに安置されていて、魔ま素そを地脈からぐんぐん吸い上げては、魔物やアイテムをぽこぽこ生み出してる迷めい宮きゆうの核かくだ！

　んなもん胸元にめり込ませて、こいつ何がしたかったの!?

「ちょっ、危ねえって！　んなもんすぐに外せ！」

　コアはほのかに白く光っている。つまりは絶賛稼か働どう中、何が起きるか俺にも分からん。

　変なことになる前に、外せ、外せと言ったんだが、なぜかメリッサは、悲しげな顔をして微笑ほほえむばかりだった。

（なんでだ……？）

「これね、外せないの。わたしと融ゆう合ごうしてるらしくて、これを外すと死んじゃうの」

「なっ!?」

「わたしね、これのせいでレベル２５０になっちゃったの。何もしなくても、魔素がどんどんわたしの体に入ってきてね……研究者の人たちは『成功だ！』って喜んでいたけど、失敗したら魔物になっちゃうって知ってたから、怖こわくて、怖くて……今でも怖いの」

「で、でも、レベルが２５０になったら、もう魔素の入りようがないだろ。カンストってそういうことだぞ？　魔素の大量摂せつ取しゆで、魔物にならずに済むんじゃないか？」

　俺がそう言ったら、メリッサはまた、悲しげに笑った。

「レベル２５０だなんて、怖い魔物といっしょだよ」

「あ……」

　確かに、そうだ。

　カンストレベルは化け物と同義。それは俺だって十分に知っている。

　だけど──。

「力を使わなければ、普通の人間と一緒だ」

　そう。強すぎる力を使わなければいい。

　化け物と呼ばれたくないのなら、化け物のごとき力を使わなければいいんだ。

　そうすりゃ俺みたいに、普通の生活を送ることが──。

「それはできないの。だってわたし、命令には逆らえないから。わたしに埋め込まれたダンジョン・コアには、そんな機能もあるの」

「…………!?」

　要するに、こういうことか？　教会の研究者が、そこらの女の子にダンジョン・コアを埋め込んで、成功するかしないか定さだかじゃない人工聖女への改造を行ったと。それで、実験体をコントロールするために、何かしらの制せい御ぎよ機能でもつけたと。

　聞けば聞くほどえげつないな。自然と胸むな糞くそが悪くなってくる。

「わたしね、これまでいっぱい、したくもないことをさせられてきたの。おっきくてとっても怖い魔物を倒たおしたり。血の臭においしかしないような戦場で、ほとんど死んでいるような人たちを無理やり回復させて戦わせたり。それに、友だちを……人工聖女の『失敗作』の処分をさせられたり……いやだった。とっても、とっても、いやだった」

「………………」

　俺には答えられなかった。だけど、そうなる理由は想像できた。

　何でも言うことを聞くカンストレベルの奴やつがいたら、そんな風に使われるに決まっている。多分、メリッサが話しているのは、ほんの一例だけだろう。人を使うことに慣れた人間は、もっと過か酷こくで残酷な命令だって下す。それを思うと気持ちが沈しずむが、そんな俺に対し、メリッサは弱々しくも微笑んでいた。

「でもね、この力があったから、わたしは貴方あなたを見つけられたの」

「そうか……」

「わたしと同じ存在の貴方を」

「そうか……ん？　いや、俺は人工聖女じゃないぞ？」

「くすくす……見ればわかるよ。タカヒロくんは男の子。でも、わたしと同じレベル。勇者でもない、普通の人間なのに、レベル２５０。わたしといっしょ」

「あ、ああ、そういう意味な」

「怖い人たちに働かされているのも、いっしょ。わたしといっしょ」

「は？　怖い人？」

「ほら、タカヒロくんをいじめる悪い妖よう精せいと、そのそばにいる怖ーいドラゴン。タカヒロくんは、あの人たちに利用されているんだよね？」

「え、ええ？」

「タカヒロくんはどんなことをされて、レベル２５０になったの？　わたしといっしょで、ダンジョン・コアを埋め込まれたの？　それとも、もっと怖いこと？　でも、安心して。わたしが助けてあげるから。だから……タカヒロくんもわたしを助けて、ね？」

　やっぱりこいつ、電波ちゃんか。言ってることが若じやつ干かん斜ななめ上だ。

　俺が怖い人に操あやつられているって？　いいように使われているだって？

　まったく、どこをどう見たらそんな風に勘かん違ちがいするんだか──。

『……ご主人さま。今日の仕事は、これとこれとこれとこれと』

『タカヒロ！　帰りに、チョコデニッシュを買ってきてくれ。二個だぞ、二個！　では、仕事に励はげんでくるのだぞ～』

（……あながち、間違ってない！）

　俺の生活、他人から見ればそういう解かい釈しやくもできるのか！

　おおおおお……何という……何という……！

「泣いてるの？　タカヒロくん。でも、大だい丈じよう夫ぶ。これからはふたりで助け合って生きていこうね。怖いのなんて、ふたりでやっつけちゃおうね。だって、同じ境きよう遇ぐうの仲間なんだから……」

　優やさしく俺を抱だきしめてくれるメリッサ。そんな彼女の手を取って、逃にげ出してしまいそうになったのは一生の秘密だった。




「ええ!?　じゃあ、タカヒロくんは普通の人なの!?　普通に魔物を倒して、レベルアップをして、レベル２５０になっただけなの……!?」

「まあ……そう、だな。そういうことだ」

　メリッサに事情を説明したら、やたらめったら驚おどろかれた。

　それも仕方ないか。普通にレベル上げして２５０になるなんて、この世界では至難の業わざだからな。でも、本当のことを言ったら、ますます話がややこしくなるから、そういうことにしておこう。

「じゃあ、タカヒロくんは誰だれにも利用されて」

「いません。俺は自由です」

　本当は色んなしがらみがあるけどな。でも、メリッサよりはよっぽど自由だ。他人の命令に絶対服従だなんて、考えただけでもぞっとする。

「そんな……仲間がいたって思ったのに……これで自由になれるって思ったのに……」

　やっぱり、奴ど隷れいじみた生活は相当きついんだろうな。

　希望に目を輝かがやかせていたメリッサは、今ではぺたりと力なく座り込んでいる。

「タカヒロくんも操られていると思ったのに……だから、支配から解き放ってあげようと思って、【ブレイン・ウォッシュ】まで使ったのに……」

　そういうことだったのか。俺の精神が誰かに支配されていると思ったから、まずは【ブレイン・ウォッシュ】で誰かの影えい響きようを洗い流したかったんだろう。そのうえでメリッサの言う「怖い人」を始末してもらいたかったと。結局目もく論ろ見みは外れたが、行動自体は理に適かなっていると言えなくもなかった。

「ごめんね、迷めい惑わくかけて……駄だ目めだね、わたしって。早とちりばっかりで。ぐずで、間ま抜ぬけで……人に迷惑ばっかりかけて……」

　さて、動機や手法は分かったんだが──。

　どうしたもんかな、こいつ。放ほうっておいたらどこまでも沈んでいきそうだ。

　考えあぐねる俺に対し、メリッサは小さな声でそっとささやく。

「ねえ、タカヒロくん」

「うん？」

「わたしを、殺して？」

「えっ？」

「殺してほしいの。お願い、殺して……」

　儚はかなげに笑う人工聖女様が、俺の右手をつかみ、自分ののどへと持っていく。

「わたし、もうこれ以上生きていたくない。死にたいって叫さけんでいる兵士の人を無理やり生かして戦わせるのも、怖い魔物と手足がもげちゃうような戦いをするのも、どれもこれもしたくない。自由になれないのなら……もう、わたし、死にたい」

　俺の左手も、メリッサののどに添そえられる。このまま力をこめて、首の骨でも折ってくれというのだろう。カンストレベルなら、それができると視線で訴うつたえかけてくる。

「自分じゃ死ねないように命令されているから……お願い、タカヒロくん。わたしを、殺して」

　そして、目をつむるメリッサ。若いのに人生に疲つかれてしまったんだろう。両目から流れる涙なみだが、それを如によ実じつに語っていた。

　まあ、死ねば楽になれるだろう。もう嫌いやなことはしなくて済む。それは確かだ。

　でもな……でも、人生、そんな幕引きじゃ、つまらないだろう？

「馬ば鹿か」

「あいたっ!?」

　死を望む少女に、ごつんと一発、強めの拳げん骨こつをくらわせてやる。

　俺に自分を殺せって？　ちょっと言うことが間違ってないか？

「お前なあ、俺になんて依い頼らいをするんだよ。俺を誰だと思っているんだ」

「え？　ええっ？」

　何だ、こいつは。そんなことも知らずに、俺に会いにきたのか？

「知らねえのか？　じゃあ、教えてやるからちゃんと覚えておけよ」

　そう言って、俺はメリッサに教えてやる。俺が何なのか。俺は誰なのか。

　カンストレベルの元冒ぼう険けん者？　違う。

　地球出身の異い邦ほう人じん？　それも違う。

　俺は……俺を正しく言うならば。

「俺は、何でも屋《フリーライフ》の貴たか大ひろだ」

　一言、これに尽つきるだろう。
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　まだ、夢を見ているようだ。

　あっという間。あっという間の出来事だった。

　人工聖女になって、五年。その間、自分を支配するための装置でもあり、恐おそるべき力を与あたえていたダンジョン・コアは、あっという間に取り外されてしまった。

　貴大に手を引かれ、メリッサがやってきたのは王立グランフェリア学園の地下迷めい宮きゆう。そこで彼女は、ひとりの人物と引き合わされたのだ。

『あ～、あ～、あ～、なんてもったいないことを！』

　初代学園長を名乗るその人物は、メリッサの胸に埋うめ込まれたダンジョン・コアを見て、大いに嘆なげいた。彼に言わせれば、教会の使い方はまったくもって「なっていない」らしい。

　五百年以上も生きてきた《ダンジョン・メーカー》は、『なっていない、なっていない』としきりに声を上げていた。

『人をダンジョン化させてどうする!?　やりたいことは分かるが、実際に試ためす者など初めて見たぞ！　それはまあ、超ちよう人じんは出来上がるかもしれないが……成功率は恐ろしく低く、こ、こんなことで貴重なダンジョン・コアを無む駄だにするとは！　許せん！　許せん！』

　はげた頭を真っ赤にして、何やら怒いかり狂くるう初代学園長。

　彼はその勢いのまま、メリッサのダンジョン・コアへと手を伸のばした。

『こ、こんなもの！　こんなもの、このままにはしておけない！　知っていれば、タカヒロくんに頼たのまれずとも取り外していたとも！』

　そして、初代学園長の手が少女の胸に吸い込まれていき──。

　それが引き抜ぬかれると同時に、彼女のダンジョン・コアも取り出されていた。

「え……？」

　呆ぼう然ぜんとするメリッサに、初代学園長は言った。

『ふ～、これで君は無事だ。もう、誰かに操作されることもないだろう。ただ、上がってしまったレベルは、私には下げようがない。すまないね』

　そして少女にコアを手て渡わたし、そのまま彼は姿を消した。

　これだけだ。これだけのことで、メリッサの悩なやみは全すべて消えてしまった。

　彼女は自由だ。これで自由だ。しかし、あまりに急な展開に、どうにも頭がついていかない。何やら頭がぼんやりとする。

「うまくいってよかったな。まあ、初代学園長は無駄に長生きしてるし、自分の迷宮が攻こう略りやくされたら激げき怒どするぐらい迷宮大好き人間だからな。ダンジョン・コアの扱あつかいには慣れていると思ったけど……いや、何とかなってよかった」

　メリッサの手を優しく引いて、笑え顔がおを見せる青年が、何事かを言っている。

（なんだろう。よくわかんないや）

　しかし、いやな気分ではなかった。とても軽かろやかな感じだ。重たい荷物を全部降ろして、背中に羽が生えたような気分だ。

　頭の中に、嫌なことが浮うかんでこない。辛つらい気持ちも嫌な気持ちも、今のメリッサの心の中にはない。

（ずっとそのことばかり考えていたのに）

　こんな気分、いつ以来だろう。ふわふわと浮き上がるような心と足で、手を引かれるがままにただただ歩く。

　しかし、そんな時間も終わりのようだ。貴大がゆっくりとメリッサの手を離はなした。

「あっ……」

　思わず、未練のある声を上げてしまう。

　そこで彼女は正気に返り、辺りをきょろきょろと見回した。

「ほら、ついたぞ。ここが俺の家だ。今夜はもう遅おそいから、泊とまっていけ」

　指し示されるがままに、目の前の建物をよく見てみる。レンガと石組みの家。この青年が暮らす家だ。

（とっても、温かそうな家……）

　しかし、だからこそ、メリッサはここに入ってはいけない気がした。

「ううん、いいの。わたし、聖都に帰るね。やらなくちゃいけないことがあるから」

「あっ、おい!?」

　未練を断たち切るように、転移スキルを発動させる。

　途と端たんにメリッサは転移光に包まれて、貴大の手も届かなくなった。

（うん、これでいい）

　自分はまだ、ここにいてはいけない。教会の暗部、自分を操あやつっていた者たちの魔まの手が、ここにまで伸びてしまう。

（だから……）

　メリッサは聖都に帰る。

　するべきことをするために。いつか彼と笑顔でまた会えるように。

　だから、さようならは言わない。代わりに少女は「またね」と言った。

「ありがとうね、タカヒロくん。本当にありがとう……じゃあ、またね」

「おい、メリッサ！　メリ」

　転移スキルが発動し、目の前の景色が切り替かわった。

　温かな人、温かな家。そんな景色から、暗い森へと変わってしまった。

　こんな場所にいると、自分はひとりだということを実感してしまう。

（……いや、違ちがう。わたしには友だちがいる）

　タカヒロ・サヤマ。彼女にこれ以上ないものをくれた、かけがえのない友だち。

（……勝手に友だちって言っていいのかな？）

　これくらいは許してくれるだろうか。それとも迷惑に思われるだろうか。

　少し不安な気持ちになったが、同時に彼女は嬉うれしかった。

「今度会ったときに、聞いてみよ」

　自分の意志でそれができる。それが何より嬉しくて、メリッサは暗い森も、教会の暗部も、何もかもがもう怖こわくはなかった。
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「ねえねえ、タカヒロくん。わたし、この街の教会に勤務することになったよ。えへへ、すごい？　すごい？」

「ああ、すごい……昨日の今日でカタをつけてくるなんて、すご過ぎる……やっぱ、カンストレベルってこええ……」

「そんな、照れちゃうよ」

「誰だれも褒ほめてねえんだよ！」

　一夜明けて、ここはイースィンド王都グランフェリア。

　俺は事務所の自分の席で、なんか晴れ晴れとした顔の聖女様にまとわりつかれていた。

（本人は話がついたとか言ってたけど）

　きっと悪夢のような光景だったんだろうなあ。

　元・怖い人たちが、

『何でも言うことを聞きますうううううう！　犬の真ま似ねをしろと言うのなら、喜んでしますううう！　だから、だから、命だけはあああああああ！』

　とか泣き叫さけんだらしいから、きっと相当のことをしたんだろう。

　やはりカンストレベルは化け物と同義。改めてそのことを思い知らされる朝だった。

「ありがとうね、タカヒロくん」

「ん、いや、まあ、良かった？　のか？」

「一件落着だよ。本当にありがとう！」

「まあ、それでいいか」

　多分、これで済んだとは思わないが──。

　メリッサの顔を見ていると、今回はこれでいいかと思ってしまう俺だった。
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　休日は素す晴ばらしい。休日は偉い大だいだ。

　なんてったって安息日、神様さえも休みを取る日だ。

　この日だけは全すべてが自由。たとえ昼まで寝ねていようとも、誰だれもそれを咎とがめなかった。

「ふぁ～あ。よく寝た」

「……おはようございます、ご主人さま」

　ほらな。仕事の鬼おにのユミエルも、休日となると途と端たんに甘くなる。

　昼にさしかかろうという時間に、ようやく起きてきた俺へ、さっとランチを用意してくれる。おまけにこれだ。梳すいてもいないぼさぼさの髪かみに、丁てい寧ねいに櫛くしを通してくれる。もちろん、テーブルに置かれた新聞は、すでにアイロンがかけられている。

　どこまでも甲か斐い甲が斐いしいユミエルの姿は、とても仕事の鬼のものだとは思えない。

　しかし、これもまたユミエルであり、我が家フリーライフの日常でもあった。

「んぐんぐ……へー、地中海にクラーケンが出たらしいぞ。んで、例年通り勇者が倒たおしたとか。南部はそろそろ初夏なんだなあ」

「……ですね。これでしばらくは魚ぎよ介かい類るいの相場が下がりそうです」

「だな。カオルんとこの屋台用に仕入れて、醬しよう油ゆ味の串くし焼やきとか売ろうかな」

「……それもいいですね」

　フレンチトーストをかじる俺と、アイスティーを注ついだグラスに口をつけるユミエル。フリーライフのリビングには、ばさり、ばさりと新聞をめくる音が響ひびき、時おり、紙面の記事をネタに俺たちは他愛たわいのない会話を続けていく。

　決して賑にぎやかな空間ではないが、そこには休日特有の穏おだやかさがあった。ふたりで暮らすこの家には、いつも不思議な安らぎがあった。

　ただまあ、最近はそれも長くは続かないみたいだったが。

「おお、タカヒロ、起きたか！　さあ、出かけるぞ！」

　ゴスロリドレスの龍りゆう人じん少女が、ぴょんとリビングに飛び込んできた。

「出かけるって、どこにだ？」

「決まっておろう。せっかくの安息日だ。デートをするぞ、デートを」

「はあ？　何でだよ」

　途端に騒そう々ぞうしくなるリビング。混こん沌とん龍りゆうことルートゥーが現れると、フリーライフはいきなり賑やかになる。こいつは俺と違ちがってアグレッシブなんだよな。家に籠こもるよりも、街へと出かけて何かをすることを非常に好む。

　今日は俺がお供役ってことなんだろう。いつも勝手気ままに遊び回っているルートゥーだが、今日はデートという気分のようだ。

「さあ、行くぞ。さあ、出かけるぞ」

　俺の手を取り、ぐいぐいと引っ張るルートゥー。

　濡ぬれたように見える黒くろ髪かみ。くりくりっとした愛らしい目に、眩まぶしいほどに白い肌はだ。

　ドラゴンっぽい翼つばさや尻尾しつぽは生えているが、それだってある種のアクセントだ。こんな美少女に、デートをねだられて断るような男はいない。普通の男ならな。

「デートしたけりゃユミエルと行っといで」

「なぜだっ!?」

　折り込みチラシをばさりと広げ、そこに気け怠だるい視線を落とし始める。あいにく俺はただの野や暮ぼ天てん、美少女を喜ばすような甲か斐い性しようとかは持ち合わせていないんだ。

「春は恋こい人びとたちの季節だ。今、デートをしなくていつすると言うのだ！」

「いや、そもそも恋人じゃねえし」

「では、婚こん約やく者とか……？」

「おかしいなあ。俺、ドラゴンと将来を誓ちかい合った覚えはないんだがなあ」

「むむむー！」

　侃かん々かん諤がく々がくと言い争う俺たち。かたやルートゥーはデートの素晴らしさを説き、かたや俺は断固拒きよ否ひの構えを見せる。

　初めの頃ころは天下無敵のカオスドラゴンに気き後おくれしていた俺だが、今ではすっかり歯に衣着せぬ物言いだった。妙みような遠えん慮りよをせず、嫌いやなことは嫌だと言えるようになったのは、ある意味前進ではあるのだが、それでデートを断られては元も子もないんだろう。

　ルートゥーは必死になって、何度目かの誘さそいの言葉を口にする。

「なあ、タカヒロ。我と出かけるのはそんなに嫌か？　我がそんなに疎うとましいのか？」

　上から振ふり下ろすような口調ではなく、しおらしげに下からすくうような問いかけだ。

　こうなってしまうとどうにも弱い。弱くて頼たよりなくはあるんだが、それでも俺はきちんとルートゥーに向き合った。

「さすがに毎度毎度騒さわぎを起こされたらなあ」

「騒ぎ？　酒場の酒を買い占しめたことか？　それとも、我に手を出そうとした痴ち漢かんを半殺しにしたことか？　いや、もしや、噂うわさの神しん剣けん王子と手合わせしようとしたことではあるまいな？」

「全部だ全部！　お前と出かけるのは嫌じゃないが、そういった事件を起こされると困るんだよ。なんでか苦情が俺んとこに来るし」

　千年以上も生きた混沌龍は、長く生きただけあって、人間社会における常識というものはわきまえている。しかし、人間が虫けらに合わせて生活できないように、ルートゥーの認にん識しきやスケールにはいささかならぬズレがあった。

　彼女にとって一いつ杯ぱいの酒とは大おお樽だる一個分のことであり、軽く飲むというのは酒場の在庫すら飲み干すことだ。痴漢とは殺していい存在であり、強者とは力ちから試だめしのためなら問答無用で襲おそいかかっていいものだ。

　生まれて初めて心臓を一ひと突つきされれば恋こいにも落ちるし、愛いとしい男に会うためならば、ドラゴンの姿のまま人間の都に向かってみたりもする。そのようなドラゴン社会の常識と、彼女が思う人間社会の常識が、どうにもすり合わせができていないんだ。だから、ルートゥーは出先でちょくちょくトラブルを起こしていた。
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　まあ、そこんところ、こいつも自覚があるんだろう。しゅんと尻尾を垂れると、ルートゥーは珍しくもしおらしいことを言い始めた。

「わ、分かった。今日は大人しくしておる。貴様の言う通りにしよう。だから、我といっしょに出かけてくれ」

　ちょこんと俺の袖を摑つかみ、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくるルートゥー。

「……ご主人さま。女に恥はじをかかせるのは感心しませんね」

　そこにユミエルの援えん護ごが加われば、俺としては白旗を揚あげざるを得なかった。

「ユミィ、お前はまた、何に影えい響きようされたんだ……ああ、分かった分かった。出かけるよ」

「本当かっ!?」

「ああ、本当だ。ちょっと待ってろ。着き替がえてくる」

　瞳をぱあっと輝かがやかせるルートゥーと、一度は言ってみたかった台詞せりふを言えて、どこか満足げなユミエル。ふたりの少女をリビングに残し、俺は後ろ頭をかきながら、二階への階段を上っていった。




　中級区に位置する大市場。『庶しよ民みんの食しよく卓たくから、貴族の酒の席まで』を合言葉に開かれた市場には、家か畜ちくの肉から南国のフルーツまで、ありとあらゆる食材が集まってくる。

　その新しん鮮せんな食材や、乾かん燥そうハーブなどの香こう辛しん料りよう、ついでのように売られている生活雑貨やお手製のポーションなどを求め、市場は連日、多くの買い物客で賑わっていた。

　なんせ、大都会グランフェリアで最も大きい市場だからな。訪おとずれる人の数は半はん端ぱなものではなく、ピーク時には人の波が出来上がってしまう。俺ですら、初めてここを訪れた際は迂う回かいをしようとしたほどだ。その人口密度は、推おして知るべしだろう。

「安息日の方が忙いそがしいとか、市場の人は大変だよなあ。まあ、月曜が休みなのは、逆にうらやましいけどさ」

「我は毎日がホリデーだがな」

「ドラゴンすげえな」

　市場の喧けん騒そうを横目で見ながら、俺はルートゥーと隣となり合って歩いていた。どこを目指しているという訳でもないが、どうせ外に出るのならば、目的地のひとつも決めておきたい。

「さて、劇でも見に行くか？」

「野外劇場も乙おつなものだぞ」

　魔ま道どう具ぐ店をのぞくのもいいし、美術館巡めぐりという手もある。いずれにせよ、そのどれもが揃そろっているのは上級区だけだ。だったら、あの区まで足を延ばしてみるか。

（だけどなあ）

　上品過ぎても物足りなさの原因になる。その点でいえば、下級区の大道芸通りなどは、混こん沌とんとした楽しみを味わわせてくれるだろう。

　火を噴ふく、ナイフを吞のみ込む、全身を凍こおりつかせる、宙に浮うかんでみせる。それぞれが得たスキルを惜おしげもなく披ひ露ろうする大道芸人たち。彼らが集つどう大通りは、これでもかと言わんばかりの活気と驚おどろきに満ちている。

（だったら、そこまで行ってみるか？）

　しかし、考えれば考えるほどに休日は短いな。おまけに選せん択たく肢しの数が非常に多い。

　どれも魅み力りよく的なだけあって、とてもじゃないが選び切れない。贅ぜい沢たくな悩なやみに、俺たちふたりは歩きながらも、う～んと頭を悩ませていた。

「教会のミサなんてどうかな？　クッキーがもらえるよ」

「いや、それは遠慮しとく……って、あれ？　メリッサか。買い物か？」

　横手からひょいと現れたのは、人工聖女のメリッサだった。今はこの街で一シスターとして働いているんだっけか。その買い出しの途と中ちゆうなのか、薄うす桃もも色の修道服姿のまま、メリッサは大きなバスケットを抱かかえていた。

「何をそんなに買い込んだんだ？」

　籠かごの中には、バゲットや果物、干し肉やワインなどが詰つめられており、見た限りでも結構な重さを感じさせた。それでも、汗あせのひとつもかいていないのは、さすがカンストレベルの人工聖女といったところだろうか。

「晩飯の材料か？　それにしちゃ、やけに量が多いな」

　バゲットひとつとってみても、バスケットに二本も突つき立っている。教会の人たちで食べるにしても、いささか量が多いように感じた。

「パーティーでも開くのか？」

「ううん、違うよ。これはわたしひとりで食べるの」

　即そく座ざに否定され、また首を捻ひねることになる。

「貴様、見かけによらず、底なしの胃い袋ぶくろを持っていたのだな。我でも、人間の姿ではそこまで食わんぞ」

「あはは、一度に食べるわけじゃないよー」

　大樽をジョッキ代わりにする娘むすめさんが、何を言っているのやら。

　しかし、例外をさておいても、メリッサが買い込んだ食料は妙に多い。どうにも気になった俺は、続けて疑問を投げかけてみた。

「いっぺんにそんなに買わなくてもよくないか？　そろそろ食いもんが傷いたんでくるぞ」

「うん、でも、街から離はなれたら、手軽に食べ物を入手できないからね。腐くさらないギリギリまで、持っていくことにしているの」

「は？　街から離れる？　旅でもしてくるのか？」

「ううん、コモット村まで往おう診しんに行ってくるの。これもシスターのお仕事なんだよ？」

「ああ、そういうことか」

　ようやくすとんと腑ふに落ちた。なるほど仕事か。往診の仕事。

　街とは違って、僻へき地ちの村には病院や教会が存在しないからな。教会の神官たちが、定期的に村々を回っている風景はよく見かけた。冒ぼう険けん者時代には世話になったこともある。そんな俺だからこそ、メリッサが往診に出かけるという話もすんなり納なつ得とくできた。

「聖女といっても、表向きはシスターだもんな。まあ、頑がん張ばれよ」

「うん、頑張ろうね。じゃあ、わたしは行くね。他にも寄るところがあるから」

「ああ、じゃあな」

「ではな」

　バスケットを抱えたメリッサは、笑え顔がおのまま、大市場の奥へと消えていった。それを見送った俺とルートゥーは、振り出しに戻もどったかのように、また、行き先についてあれこれ意見を交かわし始めた。

（……ん？　頑張ろうね？）

　少しの違い和わ感かん。まあ、言い間ま違ちがいなんだろうが──。

　ここで俺が、メリッサの言葉を注意深く聞いていれば、もしかすると結果は変わったのかもしれない。また一週間、変わらぬ日常を過ごせていたのかもしれない。

　しかし、俺は気づかなかった。その時が来るまで、ついぞ気づくことはできなかった。

　自分が蜘く蛛もの糸にからめとられていることを。そして、教会の暗部に足を踏ふみ入れてしまったことを。

　俺は、最後まで気づかなかった。
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　遠くから、ガタン、ゴトンと、何かが揺ゆれる音がする。

　その音に釣つられるかのように、眠ねむりの淵ふちに沈しずんでいた意識が、ゆっくりと浮ふ上じようしていくのを感じる。

　ああ、そうか。俺はいつの間にか眠っていたのか。

　安息日を惜しむように、夜遅おそくまで、自分の部屋で映画なんぞを観みていたんだが。どうやら、寝ね落おちしてしまったらしい。

　切った覚えはないから、映像水すい晶しようはつけっぱなしなんだろうな。壁かべに向かって、チャプター画面を映し続けているに違いない。

　早く起きて、再生を止めなければ。そうしなきゃ、家のメイドに折せつ檻かんされてしまう。

「……だらしがないですよ、ご主人さま」

「……おしおきです、ご主人さま」

「……魚の相場が下がりますね、ご主人さま」

　まどろみの中で、鬼おにメイドの言葉が甦よみがえっては消えていく。

　ああ、早くしなきゃ。速そつ攻こうで起きて、映像水晶を止めなきゃいけない。

　それは、頭では理解できていることだ。そうしなくちゃいけない理由も、そうしなければ何が起きるのかも、十分に理解している。

　だが、体がどうにも言うことを聞いてくれない。

　まぶたは全然持ち上がらないし、頭は枕まくらから一ミリたりとも浮き上がらない。体は弛し緩かんし切っているし、映像水晶を止めるべき手はタオルケットを離さない。

　あ～、いかん。いかんいかん。このままだと、俺の朝飯が粗そ末まつなものへとミラクルチェンジしてしまう。ただでさえやる気が下がる月曜の朝に、それだけは避さけたいんだが……俺の体は、やっぱり睡すい眠みんを優先しているようだ。ちっとも起きようとしてくれない。

　まあ、最悪、カオルんところに転がり込めば、朝飯くらいは何とかなるけど。

「……ヒモみたいですよ、ご主人さま」

「何だ、このタイミングのいい幻げん聴ちようは!?」

　妙みように生々しい言葉のおかげで、俺はツッコミを入れながら跳はね起きてしまった。

　そして、自分が変な場所にいることに気づいた。

「って、あ、あれ？　どこだ、ここ？」

　ガタン、ゴトンと揺れる床ゆか。壁と天てん井じようは木組みの枠わくに布を張った幌ほろだ。前後の壁は大きく開いていて、そのひとつから流れていく街かい道どうの風景が見える。

　視界を反対に向ければ、御ぎよ者しや台だいに座り、馬の手た綱づなを引いている奴やつの背中が見えた。間違いない。ここは俺の部屋じゃなくて、馬車の荷台だ。

　冒険者時代に何度も世話になったからよくわかる。これは、行商人とか、小規模な冒険者グループが好んで使う、二～四人用の小型馬車だな。一頭立ての割りに荷台や足回りがしっかりとした造りで、そのせいでスピードは出ないが、安定感は抜ばつ群ぐんという代しろ物ものだ。

　馬車を買ったら、逆に小回りが利きかなくなる。しかし、長い道のりを歩いて進むのは辛つらい。そんな時に、行商人の馬車や乗り合い馬車に乗せてもらって、代わりに護衛を引き受けていたもんだ。

　っとと、懐なつかしさに浸ひたっている場合じゃないな。今考えるべきことは、何で俺が馬車に乗せられているかだ。

　昨晩は酒なんて飲まなかった。気絶をした覚えもない。寝落ちしてたとしても、自室のベッドで横になっているはずなんだ。

　それがなぜ、見知らぬ馬車で寝転がっていたのか。陰いん謀ぼうだとか、犯罪に巻き込まれただとか、同居人たちは黙だまって俺を見送ったのか、とか、色んな疑問が湧わきあがってくる。

　だが、首を捻ってばかりいてもしょうがない。ここはひとつ、ストレートに御者台に座っている奴を締しめ上げることにしよう。

「おいっ！　お前は誰だれだ？　なんで俺はここにいる？」

　少しきつめの声で、叩たたきつけるように疑問をぶつける。すると、薄桃色の修道服を着た少女が、にこりと笑って振ふり返って……ん？

「おはよう、タカヒロくん。もうお昼前だよ。タカヒロくんって寝ぼすけさんだね。ふふっ」

「メ、メリッサ？」

　俺を乗せてドナドナしようとしていたのは、最強聖女、メリッサ・コルテーゼだった。

　すわ誘ゆう拐かいか!?　と思っていただけに、見知った顔の登場にはほっと一安心。しかし、動機がまだ、いまいちよくわからない。

　何でこいつは俺を馬車に乗せているんだ？　それも、眠っている隙すきに、断りもなく。

「あっ、歯は磨みがきするなら、そこのバッグの中だよ。ユミィちゃんに手伝ってもらって、ちゃんと準備しておいたから」

　晴れやかな笑顔で馬車の中を指差すメリッサ。見ると、そこには俺が愛用しているバックパックが転がっていた。

　驚くことに、自室の枕とタオルケットまである。何だろうな、この用意のよさは。何だか嫌いやな予感がしてきたぞ。

「いや、その前に、メリッサさん？　少しお聞きしたいことがあるのですが……」

「うん？　なあに？」

「どうして私は、馬車に乗せられているのでしょうか？」

　迷える子羊の、至し極ごく当然の問いかけ。それに対し、我らが聖女様は、それは難しいことじゃないんだよ、とばかりに、笑顔で答えてくれた。

「えへへ、驚いた？　実は、サプライズで、タカヒロくんにわたしの巡じゆん察さつを手伝ってもらうことに……」

「脱だつ出しゆつ！」

　シュバッ！　目にも留まらぬ速さで馬車から飛び出していく俺。

「【ソウル・バインド】」

「グエーッ!?」

　ビターン！　チートじみた拘こう束そく系スキルで縛しばり上げられ、俺は地面に落下した。

　光の鎖くさりでがんじがらめにされた俺は、情け容よう赦しやなく進んでいく馬車に引かれ、小石交じりの街道でガリガリと削けずられていく。

「あー、駄だ目めだよタカヒロくん。逃にげちゃ駄目だってば」

　しばらくして、馬車は歩みを止めてくれたが、カンストレベルの聖女モンスターがぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませながら下りてきた。

　逃げたくても逃げられない。俺は、こいつのスキルと笑顔が何より怖こわい。

「は、放せー！　俺をどうするつもりだー!?」

　ひとりで何でもできるカンスト聖女様が、わざわざ俺を巡察に連れていく。一体、どこを見て回るというのか。

　魔まの中部地方か？　それとも魔界か？　いずれにせよ、説明もなしに強制連行をしかけるという時点で、この上ない危機感を覚えてしまう。

　大人しくついていけば、命はない。俺は、メリッサの笑顔から、そこまでを読み取ることができた。

「どうもしないよ。ただ、ついて来て欲しかったの」

「ダ、ダンジョンか!?　魔王が封ふうじられたダンジョンにかー!?」

「あはは、まさか。病院も教会もない村を巡察するだけだよ。お爺じいちゃんお婆ばあちゃんの病気を治してあげるの」

「え、えぇ……？」

　おかしい。それじゃまるで、普ふ通つうのシスターの仕事みたいじゃないか。俺を連れて行かなくても、十分にこなせることだ。

　どこに俺が必要となる要素があるって言うんだ？　自じ慢まんじゃないが、他人を治ち癒ゆするスキルなんてひとつも覚えてないぞ、俺は。

「お、俺は何をしなくちゃいけないんだ？」

　他ほかに何かあるのだろうか。そう思って訊きいてみるも、

「ううん、何もしなくていいよ」

　という答えが返ってくる。

　おかしい。だとすると、俺がここにいる意味が本気でわからない。メリッサは、何の意図があって、俺をこっそり馬車に乗せるなんてことをしたのだろう。

　こんがらがる頭であれこれ考えてみるも、さっぱり答えはでない。しかし、現に、メリッサは何が何でも俺を連れて行こうとしている。

　一体こいつは、何がしたいんだ……？

「えへへ、実はね、タカヒロくんにお休みをあげようと思ったの」

「へ？」

【ソウル・バインド】で簀す巻まきにされた俺を背負ったメリッサが、にこっと笑ってそう答えた。

　休み？　え？　今日は月曜日なのに、休みってどういうことだ？

　ますます混乱する俺を諭さとすように、メリッサは丁てい寧ねいに説明を続ける。

「タカヒロくんは、最近、頑がん張ばっているでしょ？　人一倍頑張って、疲つかれているだろうな～、っていっつも思ってたの。だから、お休みをあげることにしたの」

　とん、と俺を馬車の荷台に下ろして、メリッサもその場に座る。そして、人好きのする笑え顔がおで、俺の手をとった。

「『お仕事のお手伝いをしてもらう』ってウソの依い頼らいを出して、タカヒロくんを連れ出したんだよ。こうしたら、ユミィちゃんもごまかせるでしょ？」

「お、おお……？」

「安心して。依頼は出したけど、タカヒロくんは何もしなくていいから。三日だけだけど、ゆっくり休んでいてね」

　悪戯いたずらが成功した子どものように、メリッサはくすりと微笑ほほえんだ。そしてメリッサは、また御者台に乗って馬を走らせ始めた。

　俺？　もちろん、メリッサに、いや、聖女様に向かって祈いのりと感謝を捧ささげていたさ。

「せ、聖女様……！」

　思えば、俺の知り合いはみんな、ああしろ、こうしろと要求ばかりだった。休日になっても自由な時間は少なく、誰かしらに引きずり回されることが常だった。

　そいつらに比べて、メリッサはどうだ。聖女様は俺に、「何もしなくていい」と言ってくれたぞ！　月曜日なのに連休を与あたえてくれたぞ！　俺はメリッサの肩を強くつかみ、興奮気味に言った。

「ついて行きます！　どこまでも、一生ついて行きます！」

「あはは、大げさだよ」

　照れたように笑って謙けん遜そんするメリッサ。

　いやいや、それだけのことをお前はしてくれたんだ。俺にとって、『何もしなくていい休み』というのは値千金のものである。

　それをポンと与えてくれたんだ。休んでいていいと言われたとはいえ、出来る限りのことはさせてもらいますぜ！

（まあ、でも、しばらくは何もなさそうだけどな）

　圧あつ倒とう的な解放感に満たされながら、俺は馬車の荷台にごろりと横になる。草原を吹ふき抜ぬけていく春の風が肌はだをくすぐり、興奮からわずかに火ほ照てった体を冷ましてくれる。

　うーん、気持ちのいい日だ。こんな日に旅情を味わえるなんて、まったく聖女さまさまだな。

　そう言えば、もうすぐ昼だと言ってたな。ようし、せめてもの感謝の印に、昼飯は俺が作ってやるか！　冒ぼう険けん者生活で慣らした旅人料理を、たらふく召めし上がるといい！

「なあ、メリッサ。昼飯は俺が」

「ククク、馬ば鹿かめっ！　隙を見せたなぶらあああああああっ!?」

　ビュン！　メリッサに話しかけようとした俺の横を突つっ切って、馬車の遥はるか後方へと飛んでいく『人の形をした何か』。

　俺の頰や幌に、ピピッと血ち糊のりが散って、何だかとってもスプラッタだ。

　俺の見み間ま違ちがいじゃなければ、幌の上から飛び込んできた暗殺者っぽい格好の男が、メリッサに瞬しゆん殺さつされたっぽい。

　だって、ほら。メリッサさん、男にかました裏うら拳けんを、シルクのハンカチでふきふきしてますもん。

「……あ、あれ、は？」

　全身が硬こう直ちよくしてしまい、俺はそれだけを口にすることで精せい一いつ杯ぱいだった。

「え？　あれ？　ああ、いつもの人だよ？　『元』怖い人たちから送られてくる、黒い服の人たち。街の外に出ると、いっつも襲おそってくるの」

「迷めい惑わくだよねー？」と、笑って返り血を拭ぬぐうメリッサ。

　その姿に、俺は親指をピンと立てて、とてもいい笑顔で返し、

「脱出！」

　シュバッ！　目にも留まらぬ速さで馬車から飛び出していく俺。

「【ソウル・バインド】」

「グエーッ!?」

　ビターン！　チートじみた拘束系スキルで縛り上げられ、俺は地面に落下した。

「もー、駄目だよ？　あんまりやんちゃしたら、体が休まらないよ？」

「やだあ！　お家うちに帰るぅ！」

「駄目だってば。仕事ってことで出かけているんだから、今帰ったら、ユミィちゃんに怒おこられちゃうよ？」

　チートスキルと、何でも屋の契けい約やく。

　ふたつの鎖に縛られて、俺は逃げ場をなくしてしまった。

　どこからともなく、ドナドナの歌が聞こえてくる──。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。変な人の相手もわたしがするからね。タカヒロくんは、何もしなくていいんだよ？」

「う、うああああああああ!!」

　白はく桃とう色の聖女の笑顔は、他の誰だれよりも純じゆん粋すいだ。

　しかし、今の俺には、その純粋さが何よりも怖かった。
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「お婆ちゃんはどこが悪いのかな？」

「へえ、シスターさん。最近、膝ひざがいとぅて、いとぅて」

「膝かー。じゃあ、この『どろり軟なん膏こう　夏の潮しお騒さい味』だね。寝ねる前に薄うすく、まんべんなく塗ぬっておいてね。お爺ちゃんはどこが悪いの？」

「わしゃあ、妙みように疲れやすくてのう。もう若わこうもないから」

「あはは、お爺ちゃんはまだまだ若いよー。ほら、回復湿しつ布ぷ『情熱ゲイン』だよ。これを腰こしや背中に貼はっておけば、元気が出過ぎて大変になっちゃうんだって」

「そ、それ、俺にもくれないか。ここんところ、ろくなもんを食ってないせいか、俺も、その、何だ。元気がなくてな」

「『情熱ゲイン』はお爺ちゃん向けだから、おじさんが使うと逆に病気になっちゃうよ。お肉やお魚を食べれば大丈夫だと思うから、わたしの食料をわけてあげるね」

　ものの見事に過か疎そっている村の中央広場で、メリッサは村人たちを診しん察さつしていた。

　やれ、腰が痛いだの、膝が痛いだの、目がしょぼしょぼするだの、古傷が疼うずくだの、村の人たちは様々な悩なやみをここぞとばかりに桃もも色シスターに打ち明けている。

　メリッサはメリッサで、それら一つ一つに丁寧に対応し、パンパンに膨らんだ診察バッグからあれやこれやを取り出していく。

　俺はと言えば、その光景をただただぽかんと見つめるばかり。

　いや、正直、驚おどろいた。まさかメリッサが、こんなにも普通のシスターっぽい治ち療りようをすることができるなんて、夢にも思っていなかった。

　だってさ、村に着くまでに、三人もの刺し客かくをパンチ一発で再起不能にしたんだぞ？　そんな破は戒かいシスターがする治療なんて、

『【グレート・ヒール】。これで治らぬ傷はない』

『あ、あああ!?　腰がぁ!?　わしの腰がぁぁぁ……!?』

『自在にぃ！　あんなに痛かった足が、自在に動かせるぅ!?』

　こんなのとか、

『古傷だから治療スキルは通じないって？　ううん、そんなことないよ。そこをえぐれば、古傷は生傷になるよね？　そうすれば、ほら！　治療スキルが通じるよ♪』

『あぎいいいい！　骨がぁ！　骨までえぐられた肉がぁ！　見る見るうちに再生されていくぅ……！』

　こんなのとか、そういう荒あらっぽくて大おお雑ざつ把ぱなのを考えていた。

　もう、ここまでの道中、メリッサの治療でお爺じいちゃんお婆ちゃんたちがショック死するんじゃないかとビクビクしっぱなしだったわ。

　おまけに、刺客の襲しゆう撃げきにびっくりして、慌あわてて【レーダー】を起動したんだけど、馬車の周りは敵対反応を示す赤点でいっぱい。そいつらが俺たちの移動に合わせて動くもんだから、二重の意味で俺はビクビク。

　それなのに、メリッサは「タカヒロくんは何もしなくていいからね？」と、笑いながら襲撃者を片づけていくもんだから、心臓が不整脈を起こすかと思ったわ。

「おまたせ、タカヒロくん。診察、終わったよー」

　村に乗り入れた馬車の荷台でボケッとしていたら、いつの間にかメリッサが帰ってきていた。

「お、何だ。もう終わったのか？」

「うん。ここは困っている人が少なかったから。治せる人はみんな治して、薬も配り終わったよ」

「そうか。じゃあ、宿に行くかな。村長さんが、部屋を貸してくれるって言ってたぞ」

　街かい道どうから外れて、近くに魔ま物ものの森などの狩かり場がない村は、滅めつ多たなことでは旅人が訪おとずれない。そんな僻へき地ちでは宿屋なんて運営できるわけもなく、民家以外の建物なんて、馬小屋か倉庫しかない。

　じゃあ、外から来た人がどこに泊とまるかと言えば、たいていの場合は村長の家だ。どこの村でも村長の家は集会場も兼かねているから、行商人や巡じゆん回かいシスターたちが泊まるスペースは十分にあるんだよ。

　あ、でも、滅茶苦茶貧しい村なんかは、村長の家にも泊まれないな。それに、冒険者を嫌きらう村や、閉へい鎖さ的な村なんかもそうだ。そんな時は屋根がある建物には入れてもらえず、否いや応おうなく野宿を強しいられるんだ。俺も冒険者時代はよく野宿をしたり、馬小屋で寝ね起おきをしたりしたもんだ。冒険者は乱暴者だってイメージがあるらしく、納屋にも泊めてもらえないことがままあった。

　それに比べて、シスターは信用度が違うね。村長の方から、「ぜひ、泊まっていってください」ときたもんだ。

　やっぱり身分って大事だよなあ。こんなファンタジーな世界でも。

「はいよー。しゅっぱーつ」

「って、えええええええ!?」

　このシスター、冒険者が望んでも得られない好こう待たい遇ぐうを蹴けりやがった！

　手を振ふる住人に見送られ、ガラガラと村から遠ざかっていく馬車。ああ、今晩の宿が幻まぼろしと消えていく……！

「ちょ、メリッサ！　もう夕方だぞ!?　次の村まで遠いし、今晩は泊まっていこうぜ。わざわざ野宿することもないだろ？」

「あはは、駄だ目めだって」

「何で？　そんなに急ぐ旅じゃないんだろ？」

　道中、俺はメリッサから、今回の巡察にかかる時間を聞いていた。それによると、『全すべての村をゆっくり回っても、まだ余よ裕ゆうがある』はずなんだが。

「駄目だよ。だって、村の人たちが襲われるじゃない」

「あっ……」

　振り向きもせずに答えるメリッサの言葉に、俺はハッとさせられた。

　そうだ、あまりに雑ざ魚こ過ぎて失念していたけれど、俺たちは刺客に囲まれているんだった。長く留とどまれば、それだけ村の人に危険が及およんでしまう。

　俺たちにとっては取るに足らない相手でも、一いつ般ぱん人にしてみれば最悪の殺さつ人じん鬼きだ。下手をすれば、たったひとりの暗殺者によって、村人全員が惨ざん殺さつされてしまうだろう。

　しかし──。

「でもさ。お前、聖女なら【サンクチュアリ】が使えるだろ？　小さな村ひとつぐらいなら、外敵の侵しん入にゆうを防げるバリアが張れる。その間に俺がパパッと刺客を片づけりゃあ、後こう顧この憂うれいがなくなっていいんじゃないか？」

　結構いい案じゃないかと思って、そう提案してみた。

　だけど、聖女は決して首を縦に振らない。

「駄目だって」

「何で？」

　襲ってくる敵には、お帰り頂けばいいじゃないか。カンストレベルの斥せつ候こう職である俺ならば、敵に感づかれることなく気絶させて、ふんじばって回るぐらいのことはできる。

　同じカンストレベルだから、それはわかっているだろう？

　そんな疑問も込めて、俺はメリッサに問いかけたんだが、

「タカヒロくんは、教会の暗部をなめているよ」

　予想外に冷たく、硬かたい言葉が返ってきて、俺はそれ以上の言葉をなくしてしまった。
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「【サンクチュアリ】」

　街道脇わきに馬車を止め、焚たき火びを熾おこしてからの、防ぼう御ぎよ結界の発動。薄うす暗ぐらくなってきた夕空が、一いつ瞬しゆんだけ、サッと明るくなった。

　目には見えないが、確かに『護まもられている』という安心感があった。これで、メリッサの魔力が尽つきるか、結界が破は壊かいされない限りは、俺たちに敵対意識を持った人間は近づくことができなくなる。

　カンストレベルのメリッサの結界を破れる奴やつがいるとは思えない。そんな奴がいるなら、とっくの昔に襲おそいかかってきているだろう。

　と、すると、しばらくはリラックスできるわけだ。毒をぬったナイフを構えた暗殺者に、定期的に襲撃されるというのは、どうにも落ちつかないからな。

　俺たちと暗殺者たちとでは、レベル差があり過ぎるため、身の危険はない。たとえ刺さされたとしても、虫に食われた程度にしか感じない。とはいえ、殺意をぶつけられるのは、いつまで経たっても慣れるもんじゃない。

「ふう、ちょっと疲つかれたね」

　メリッサも同じなようだ。珍めずらしくため息をついた聖女様は、億おつ劫くうそうに焚火のそばに腰を下ろした。

「タカヒロくんも座って？　結界がもつのは一時間だけだけど、ゆっくりご飯を食べる時間はあるよ。それに……」

　一度言葉を区切ったメリッサは、少しだけ笑え顔がおを潜ひそめ、

「教会の話をする時間も、あるよ」

　と言った。

「教会はね、とっても怖こわいところなの」

　焚火で湯を沸わかし、大きめのマグカップに、蜂はち蜜みつをたっぷりと溶とかした紅茶を入れる。

　それに息を吹ふきかけ、一すすり、二すすりしたところで、メリッサはとつとつと語り始めた。

「表では、神さまの教えを広めたり、怪け我がや病気の治療をしたり、お腹なかを空かせている人にパンやスープをあげているけれど……裏では、悪いことをいっぱいしているの」

「悪いこと？　たとえばどんな？」

「わたしみたいな、教会に反はん抗こう的な人を殺したりとか。逆に、薬やスキルで操あやつり人形にしちゃうとか。治療スキルは『どこまで治せるのか』を確かめるために、さらってきた人の腕うでや足をちょん切ったりとか」

「さらう!?　おいおい、教会は誘ゆう拐かいにまで手を染めているのかよ」

「うん、そうだよ。知らなかった？　教会は必要だと思ったら人をさらうし、人身売買にも加担しているよ。聖都サーバリオの孤こ児じ院いんのいくつかは、実験用、販はん売ばい用の子どもたちを育てているぐらいだからね」

「マジかよ……いや、でも、俺も聖都に行ったことあるけど、そんなに暗い雰ふん囲い気きじゃなかったぜ？　子どもたちはみんな、平和ボケしたみたいに笑顔だった」

「それはそうだよ。みんな、自分が実験台にされるとか、豚ぶたみたいなおじさん、おばさんに売られるとか、その時が来るまで知らないんだもん。みんな元気で、笑ってたって？　天使みたいだったでしょ？　それはね、健康な体の方が実験で長く『保もつ』し、純真無む垢くな方が『ウケる』からだよ」

　にこりと笑って、紅茶に口をつけるメリッサ。

　対照的に、俺は紅茶なんか飲む余裕はなく、のどの奥にすっぱいものを感じていた。

　聖都で見かけた子どもたち。あいつらの中にも、売られてしまった者がいるのか。

　そのことを考えると、どうにも口の中が苦くなってしまう。

「わたしもね、実験用の『素材』として育てられたの。それはもう、大事に大事に育てられたよ？　身寄りのない子どもだったけど、わたしには愛情を注いでくれるシスターがいる。たくさんの家族がいる。そう思って、伸のび伸びと大きくなっていったよ。でもね、怖い人たちにわたしを差し出したのはシスターだったんだ」

「それは……」

　当事者の言葉には、何よりの説得力がある。そんなに残ざん酷こくなことを、あの教会がするはずがないだろう。そう言おうとしたけれど、結局、声に出すことはできなかった。

「イースィンドみたいな大国は、『強い者が偉えらい』って風潮が宗教みたいなものだから、教会も大きなことはできないけれど……でもね、宗教色の強い国家に行けば、人ひと身み御ご供くうや尊い犠ぎ牲せいなんて当たり前なんだよ？」

　メリッサが、何でもないことのようにさらりと口にする言葉が、妙みように痛ましく感じる。

「人工聖女を作る計画では、百人単位で孤児たちが消費されたし……他ほかにも、色んなところで色んな悪いことをしているから、素材はいくつあっても足りないんだって。それに、教会は実働部隊も抱かかえているからね。兵隊もたくさん欲しいんだってさ」

「兵隊？　兵隊っていうと、テンプルナイトのことか？」

「ううん、違うよ。暗殺とか、諜ちよう報ほう、破壊工作専門の兵隊。今、わたしたちを囲んでいるのもそうだし、昼間の村にもいたね」

「は？　【レーダー】には何の反応もなかったぞ」

「当たり前だよ」

　くっと、紅茶を飲み干して、聖女は笑って言った。

「相手に殺意がないと、【レーダー】は反応しないでしょ？」

「うっ……」

「暗示をかけられて、普ふ段だんは一般人として生活している兵隊。それを『草』って言うんだ。この人たちのすごいところは、とにかく、他の人と見分けがつかないこと。ターゲットの近くへ誘ゆう導どうされて、合図ひとつで暗殺者に早変わり。怖いよ、これは」

　パンとチーズをかじりながら、メリッサは暗部の兵隊について語る。

「さっきの村にいたのもね、正確には『いただろうな』ってことなの。教会は活動範はん囲いだけは広いから、どこの村にもひとりはいるの」

「マジかよ……じゃあ、あのまま泊まってたら」

「うん。その人に襲われてたね。それで、返り討うちにしたらしたで、今度は怒おこった村の人たちに囲まれるね。だって、『草』は普段は他の人と変わらないから。『善良な一般市民』を演じるように調整されているから、村や街の人からの信しん頼らいは篤あついんだ」

「なるほどな。倒たおしたら、『あいつが人を襲うわけがないだろう！』って、容疑を全否定されるのか。たまったもんじゃねえな」

「うん……たまらなかったよ」

　ここで初めて、メリッサが笑顔以外の表情を見せた。

　悲しむような、嫌いやがるような、負の感情が複雑にからまった表情で、遠い目をしている。

「もしかして、お前、『草』に襲われたことがあるのか？」

　メリッサは、黙だまってこくりとうなずいた。

「え？　何でだ？　お前、暗部を飛び出してから、ずっとグランフェリアにいただろう？　いつ、『草』に襲われるような機会が……もしかして、街の中にいたのか？」

「ううん、違ちがうよ。グランフェリアは本当に教会の影えい響きようが薄うすくて、『草』が活動しにくいんだ。そうじゃなくて、わたしが襲われたのは、もっと前……暗部の手先として、悪いことをたくさんしていた時期なの」

「え……？」

　ますますわからない。暗部として働いている奴が、何で暗部の者に狙ねらわれるのか。

　しかも、相手は貴重な人工聖女だ。カンストレベルの手て駒ごまを、わざわざ失うような真ま似ねをするはずがないだろう。

「人工でも聖女なんだろう？　大事にされていたんじゃねえのか？」

「ううん。わたしに命令を出していた人たちは、わたしを『モノ』のように扱あつかったし、他の部署の人たちは、妬ねたみからわたしの命を狙ったよ」

「妬み？」

「そう、妬み。人工聖女がいなくなれば、わたしを操っていた人たちの地位が下がる。それだけの理由で、色んな人たちがわたしの命を狙ったんだ」

　……そういうことか。

　なるほど、確かに妬みだ。他を貶おとしめれば、自分の位置が上がるという考えは、嫉しつ妬と以外の何物でもない。

「任務のために街の外に出かけたら、暗殺者に囲まれる。出先の村や町で寝ね泊とまりしたら『草』に襲われる。だから、わたしは野宿の方が好き。魔ま物ものや暗殺者が相手の方が、心が痛まないから」

　メリッサは、昼間に襲ってきた奴らを殺してはいない。気絶する程度の衝しよう撃げきを与あたえて、置き去りにしただけだ。

　少々過激に見えるが、下手に手加減をすると、戦いが長引いてしまう。そうしないための一いち撃げき必倒なんだろう。

「わたしに、仲間はいなかった。同じレベルの頼たよれる人はいなかった。勇者は個人を救ってくれない。本物の聖女なんていないし、神様は天から降りてこない。だから、わたしは【サンクチュアリ】の中で、いつも小さく縮こまっていたんだ」

　メリッサは、マグカップを置いて、俺の隣となりに移動してきた。

　そのまま腰こしを下ろして、俺の腕にもたれかかってくる。

「だから、タカヒロくんを見つけた時は、本当に嬉うれしかった。同じような境きよう遇ぐうの人がいた。わたしにも仲間がいたって、飛び跳はねるぐらい嬉しかったんだよ？」

「でも、それは……」

「うん、勘かん違ちがいだったね。でも、タカヒロくんに出会えて、よかった。同じレベルの人に会えて、本当によかった」

　メリッサの言いたいことはわかる。

　俺も、れんちゃんや優ゆう介すけがいなくなった時、圧あつ倒とう的な孤こ独どく感を味わっていた。

　この世界に、俺はひとりだけ。地球から来たのも、カンストレベルに達した人間も、この世界においてはきっと俺だけ。

　冒ぼう険けん者や騎き士しでさえ、平均レベルが１００未満というこの世界で、２５０というレベルは高過ぎた。それこそ、他者と自分の違いを、否いや応おうなく意識してしまうほどに。

　違う、違う、俺とこの人たちは、根本から何かが違う。出身地の違いと、何よりレベルの違いは、俺の心に孤独を生んだ。

　そして、そのまま、俺は腐くさって消えていくはずだったが──ユミエルのおかげで、何とか一線を越こえずに済んだ。生まれも、人種も、レベルも、全然違うユミエルと仲間になることで、俺は居場所を見つけることができたんだ。

　よく、「俺ひとりでも生きていける」と言う奴やつがいるが、あれは間違いだ。人間は孤独には勝てない。いつもどこかで、他者との繫つながりを求めてしまう。

　だから、俺はユミエルを求めたし、メリッサも「自分とタカヒロは仲間なんだ」と荒こう唐とう無む稽けいなことを考えてしまったんだろう。

　同じレベル。たったそれだけを拠より所に、メリッサは俺を仲間にしようと迫せまってきた。心底嬉しそうに。でも、必死になって。

　元々、幸せな生活を送っていただけに、孤独には耐たえられなかったんだろう。俺もそうだったから、メリッサの気持ちはよく分かった。

「ごめんね。本当は、久しぶりに街の外に出るのが怖かったから、タカヒロくんについてきてもらったの。お休みをあげるだなんて噓うそ吐ついてごめんなさい。わたしも悪い子だよね。ごめんなさい……」

　ここまで、こいつなりに緊きん張ちようしていたのか、メリッサは俺にもたれかかったまま寝息を立てはじめた。

【サンクチュアリ】の維い持じで魔力切れを起こしたのもあるのだろう。薄うす桃もも色の聖女様は、ずるずると俺の太もも辺りに頭をずり下げて、そのまますやすやと安あん眠みんに突とつ入にゆうした。

「……まあ、今回は許してやるか」

　曲がりなりにも聖女様が、俺を頼ってくれてるんだ。

　事情も聞いてしまったし、メリッサは俺を仲間だと言ってくれた。じゃあ、その期待に応こたえるためにも、こいつのことは俺が護まもってやるべきだろう。

「ぐぅっ……！」

　焚たき火びの灯あかりも届かない、遠くの闇やみの中から、小さな呻うめき声がした。

　どうやら、当たりどころが悪かったらしい。今度はうまくやるぞと、俺は音もなく【スリープ・ニードル】を暗闇へと放った。

　うまくいったらしい。続けざまに、俺は二度、三度、眠ねむり針を投とう擲てきする。やはり、呻き声や悲鳴は聞こえなかった。

「まあ、こんなもんか」

　俺は、メリッサの頭を撫なでながら、近づいてくる暗殺者たちに向かって、【スリープ・ニードル】を撃うち込み続けた。
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「ひえへへへ！　まんまと引っかかりおったわ、このウスノロ聖女が！」

「我ら教会の草！　今この瞬しゆん間かんのため、何代にも渡わたり、ウェース村を開かい墾こんしてきた者！」

「もはや逃にげ場はない。心安らかに、神のみもとへ召めされよ！」

「ちょっと何が起きたのかよくわからない」

　翌日、次の村にたどり着いた俺たちを待っていたのは、巡じゆん察さつのシスターを心待ちにしている村人たち──。
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　ではなく、突とつ如じよとして殺意を漲みなぎらせ、襲おそいかかってくる草のみなさまだった。

「ウシャー！」

　馬車から降りた俺とメリッサを囲み、腰の曲がった爺じいちゃん婆ばあちゃんが、鎖くさりをぶんぶん振ふり回している。それどころか、忍にん者じやみたいに輪を描えがいて走り始めた。

　ほとんど直角に曲がった体の、下半分だけをもの凄すごい速さで動かしての高速移動。アニメみたいな走り方だが、不気味さではこちらが断然勝っていた。

「ふぇっふぇっふぇっ……！　貴様らの命運、今、尽つきた！」

　しわくちゃの婆ちゃんが、ますます顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて、にんまりと笑う。

（どうしよう、ヤバい、帰りたい）

　昨晩、「メリッサぐらいは俺が護ってやるか」と決めたばかりだけど、猛もう烈れつにお家うちに帰りたくなってきた。

　ああ、帰りたい。帰ってユミエルが作ったスープが飲みたい。魚の出だ汁しがきいた、トマトのスープが飲みたい。

　でも、帰れない。だって……だってさ！

「もー、いけない信者さんたち。これはおしおきが必要だよね？」

「止やめろーっ!!　おまっ、そのペンチで何をするつもりだー!?」

「ええっ？　タカヒロくんは、何もしなくていいよ？　すぐに終わるから、ゆっくり休んでいてね」

「すっ、すぐに終わらせちゃいけない！　お爺ちゃんの腰は、そっちには曲がらない！」

　俺が帰ったら、人工聖女を誰だれが止めるというのか。

　戦争にだってルールがあるんだぞ!?　おしおきだからといって、老人たちへの虐ぎやく待たいを見み逃のがすわけにはいかない！　ってか、ここで見逃したら、後味すげえ悪そう！

「あぐあああああー!?」

　案の定、一分足らずで教会の草たちは全ぜん滅めつさせられ、メリッサのおしおきから逃げることもできずにいた。

　奴らは、ただただ、這はいつくばって蠢うごめくばかりで──。

「ああ、動いちゃ駄だ目めだよ。せっかく用意したお茶ちや碗わんがずれちゃうよ」

「茶碗を!?　茶碗をそんな風に使うなんて！　や、止めたげてぇ！」

　ゴツゴツして硬かたそうなのを、笑え顔がおで構える聖女様。青い顔で逃げ惑まどう村人たち。そして、メリッサの蛮ばん行こうを必死で止める俺。

　この三つ巴どもえの戦いは、まだまだ終わりそうにはなかった。
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　事の始まりは、メリッサが持ち込んだ噂うわさ話ばなしだった。

「あのね、あのね、最近ね？　街に悪あく魔まが出るんだって」

　春も終わりに近づいた、六月上じよう旬じゆんのある日のことだ。遊びに来ていたメリッサが、夕食の席で突とつ拍ぴよう子しもない話をし始めたのだ。

「悪魔ぁ？」

「そう、悪魔。怖こわいんだよ～。一昨日おとといの夜、中級区の路地裏でね？　真っ黒な悪魔が大きなネズミを食べてたんだって。信者さんが何人か、見たって言ってたの」

「はあ？　真っ黒な悪魔って……タール・デーモンとかか？」

　タール・デーモン。レベル１００の中級悪魔だ。この悪魔は単眼を除き、頭の上から爪つめの先まで黒い。

「う～ん、違ちがうんじゃないかな。それっぽい気配はないでしょ？」

「何かを見間違えたんじゃないか？」

「ううん。ほんとに怖がってたの。それにその悪魔、どろどろにとけて石いし畳だたみの間に染しみこんでいったんだって。人間じゃ、そんなことできないよ」

「そりゃまあ、そうだな。そんなスキルは聞いたことないし」

「スライムでもないんだって。信者さんが言うには、山や羊ぎのような角に、蝙蝠こうもりみたいな翼つばさがあったって。姿かたちは悪魔そのもの、それが石畳の隙すき間まに消えたんだって」

「う～んんん……？」

　貴たか大ひろは大きく首を傾かしげ、あごに手を当てて考え込んだ。そのような悪魔などいたか？　一体、悪魔の正体とは？　深く考えてはみたものの、そうすぐには思いつかない。メリッサも同じく、眉まゆを寄せてうんうんとうなっているが、それだけだ。

　戦せん闘とうの経験が豊富で、人よりも多くの魔物を見てきたふたりが、そろって熟考するも、これだという答えが出ない。

　信者たちが見た魔物とは、何だ？

　夕食を食べるのも忘れ、物思いにふけるふたり。そんな彼らを笑う者がいた。

「ふふ、人間は物を知らぬな。そのようなことも分からぬとは」

　ちゃっかりご飯を食べていたルートゥーだ。可愛かわいらしい少女の姿をした混こん沌とん龍りゆうは、ゴスロリ服のフリルを揺ゆらし、口元を押さえて小さく笑う。

「んん？　ルートゥー、お前、分かるのか？」

「当然だ。我は千年の時を刻んだ混沌龍だぞ？　我に分からぬことなどほとんどない！」

「はいはい、すごいなー。んで？　悪魔の正体って何なんだ？　教えてくれないか」

　やたら大おお仰ぎような言葉を吐はいて、えへんと胸を張るルートゥー。彼女の言動にも慣れたのか、貴大は苦く笑しようしながら続きを求めた。

「ふふん、よかろう。タカヒロたっての願いだ。教えてやろうではないか」

「あの悪魔の正体とは……？」

「それはな、おそらくブック・インプだ」

「ああ！」

　ポンと手を叩く貴大とメリッサ。彼らには、その名前に聞き覚えがあった。

「とるに足らぬ小悪魔だが、逃にげ隠かくれには長たけている。あやつらは、自らの体をインクのように変えられるからな。排はい水すいのための石畳の隙間に潜もぐり込むなど、朝飯前だろう」

「ああ、そういうモンスターもいたなあ！」

「きっとそれだよ！　すごーい、ルートゥーちゃん！　物知り！」

「ふふふ……なに、我は偉い大だいな混沌龍だからな！」

「知ってるよー！　でも、そんなの抜ぬきにしても、すごーい！」

「ふははは！　もっと褒ほめるがよいぞ！」

「すごーい！　すごーい！」

　気をよくして高笑いをするルートゥーに、彼女を褒め称たたえるメリッサ。さりげなくパフパフラッパを鳴らして場を盛り上げるユミエル。

　何でも屋《フリーライフ》の食しよく卓たくは、今日も大いに賑にぎやかだった。

「しかし、ブック・インプか」

　騒さわぐ三人娘むすめをよそに、貴大は黙だまり込んだ。

　ブック・インプ。その名の通り、本に住まう悪魔だ。

　主に悪魔使いが召しよう喚かんし、本に封ふう印いんしたまま持ち運びする。他ほかには、宝箱にしまわれた奥おう義ぎ書に、自然発生したブック・インプが潜ひそんでいる場合もある。

　いずれにせよ、本にかかわりのある悪魔だ。本あるところに、影かげが見え隠れする魔物だ。ブック・インプは、本とは切っても切れない関係にある。

　本。悪魔。本に潜む悪魔。本と悪魔。

「……もしかして」

　街中に自然発生するはずもない悪魔。その出現はおそらく、人じん為い的なものだ。誰だれかが街に、ブック・インプを放ったのだ。

　低級とはいえ、悪魔を使し役えきする人物。それは、誰か。本の悪魔を操あやつる者は誰か。

　貴大には、ひとつ心当たりがあった。




「さあ、吐け！　悪魔を召喚して、何しようとしてやがった！」

「何な故ぜだ！　何故バレたああああああ!?」

「そっか。犯人はこの人だったんだ。ちょっとあっちでお話ししよ？」

「ひぃぃぃぃぃぃぃ……！」

　王立図書館の地下、立ち入り禁止区画の一室にて、引きつった悲鳴が上がった。

「許してー！　許してくれー！　好こう奇き心しんが！　研究者は、好奇心に抗あらがえない生き物なんだーっ！」

「許してもらえるかどうか、神さまに聞いてみよ？」

　教会最強の聖女、そのただならぬ気配に吞のまれ、エルゥは顔を青白く染めて、連れて行かれまいとあちらこちらにしがみついていた。黒くろ髪かみのエルフは蜘く蛛ものように、テーブルに、本ほん棚だなに、果ては床の石材の隙間にまでつかまろうとする。

　が、レベル相応の聖女の膂りよ力りよくによって、彼女はずるずると引きずられていった。

　地じ獄ごくへと。聖女が誘いざなう、地獄へと。エルゥにできることは、もはや声を上げることだけだった。

「まだだー！　まだ、私は何もしてなかったー！　未み遂すいだ、未遂ー！　私は無実だー！」

「は？　ちょっと待て。まだ、何もしていないだと？」

　エルゥが発した言葉に、貴大、メリッサはピタリと止まる。それを見てチャンスと思ったのか、エルゥは己おのれの無罪についてまくしたて始めた。

「そう！　そうなんだ！　私はまだ、何もしていない！　【サモン・デーモン】について書かれた本は入手したけれど、まだ何もしていないんだ！　無実！　私は無実だ！」

「う～ん……？」

　どうやらウソではないらしい。貴大らは、腹を見せた犬のように全面降こう伏ふくの態度を見せるエルゥの様子から、そう判断した。

「じゃあ、【ブック・インプ】は誰が……？」

　悪魔を呼び出し、使役している者がエルゥではないとすれば、犯人は一体誰なのか。

　なまじ確信していただけに、余計に頭を悩なやませる貴大。

「わ、わかってもらえたようだね？　で、では、私はこれで……」

　そろり、そろりと悪魔召喚の本を抱かかえて部屋から出て行こうとするエルゥ。

「【サモン・デーモン】は教会に禁術指定を受けているよね？　そんなイケナイ本は、燃やしちゃいます。【ディバイン・ジャッジメント】」

「アッアーッ!?」

　そして、災わざわいの種となる禁書ごと、神をも恐おそれぬエルフに天てん罰ばつを下す聖女。神の雷いかずちを受けたエルゥは、黒こげとなり、どうと倒れた。

「アブブブブブブ……」

「こいつが犯人っぽかったんだがなあ。実際、やろうとしてたし」

「ほんとの犯人は誰なんだろうね？」

「さあな。だけど、街ん中に悪魔がいたら、おちおち昼ひる寝ねもできやしない。捜そう査さを続けるぞ」

「らじゃー！」

　ビシッ！　と、自分の頭の横にチョップをくらわせるメリッサ。子どもってのは何で、映画や劇の登場人物の真ま似ねをしたがるんだと苦笑する貴大。ふたりは並んで、立ち入り禁止区画の研究室から出て行く。

「あがががが……」

　後に残されたのは、灰となった禁書と、燃え尽つきたマッチのように床ゆかに転がるエルフの博士だけだった。
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　図書館の魔女が消し炭になってから、数えて三日が経過していた。

　貴大はメリッサと連れだって、街のあちこちを捜そう索さくしている。

「心当たりがいくつかある。まずはそこから回ろう」

　デートというわけではなさそうだ。メリッサは制服である修道服に身を包み、貴大も黒いズボンにカッターシャツと、普ふ段だんに比べて真ま面じ目めな格好をしている。

「らじゃー！　でも、ごめんね、手伝ってもらって」

「かまわん、かまわん。依い頼らいとあっちゃあ、断るとユミィが怖こわいからな」

　そう言って、両りよう拳こぶしを頭の横に当てる貴大。ピンと立てられた指がまるで鬼おにの角のようで、「鬼ユミエル」を思い浮うかべたメリッサは、口を両手で隠してくすくすと笑った。

「だ、ダメだよ、ユミィちゃんをそんな風に言ったら……ふふっ、ふふふ」

「ご主人さま！　お仕事するザマス！」

「ぷっ、あはははははは、ああっ、ダメ、ダメだって……うふ、うふふふふふ……！」

　角をつけたままの貴大が、目を吊つり上げて甲かん高だかい声を出す。ユミエルとは似ても似つかない謎なぞの人物の登場に、メリッサはお腹なかを抱えて笑い転げた。

「も～！　あんまりふざけちゃ、メッ！　だよ」

「いやあ、すまん、すまん」

　やがて、上級区につく頃ころには笑いもおさまったのか、ぷりぷりと怒おこったメリッサが、隣となりを歩く貴大を𠮟しかっていた。

「困っている人もいるんだから、ちゃんと調べよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。心当たりがある奴やつに会うときは、ちゃんとするよ」

「それならいいよ。じゃあ、どんどんいこ～う！」

　やる気を見せ、胸を張ってずんずん歩いていくメリッサ。その後に、苦笑を浮かべた貴大が続く。彼らは、時おりじゃれあいながら、上級区の大通りを進んでいく。その先には、王立学園の象しよう徴ちようたる時と計けい塔とうが見えていた。

　街に悪あく魔まが出た。その話が再びメリッサの耳に入ったのは、黒髪のエルフに天罰が下った二日後のことだった。

　日もすっかり落ち、夜も更ふけた頃のことだ。赤ら顔の男が、教会に飛び込んできたのは。

　荒あら々あらしく扉とびらが開かれた音で目を覚ましたメリッサは、寝ね巻まきのまま礼拝堂へと向かった。すると、そこには、酒さか瓶びんを抱えた男が、床に這はいつくばっていた。

　明らかに酒気を帯びた男は、腹を床につけ、酒瓶を両手で握にぎり締しめて、「神さま助けて！」と、不ぶ恰かつ好こうな祈いのりを捧ささげている。

　ここで、メリッサが「どうしたんですか？」とたずねると、男は彼女にすがりついた。

　そして、その口からアルコールの臭しゆう気きとともに、「悪魔が出た」という言葉を繰くり返し吐き出し始める。

　男は言う。悪魔が出たと。俺は悪魔を見たと。

　ところどころでつっかえながらも、男は、路地裏に悪魔が出たこと、悪魔は猫ねこを頭から丸かじりにしていたことをメリッサに伝えた。

　よほど恐ろしかったのだろう。顔を酔よいで真っ赤に染めながらも、メリッサの腕うでをつかんだ手はぶるぶると震ふるえていた。

　悪魔の影に怯おびえる男の背中をさすりながら、メリッサは決めた。本格的に調査を始めようと。

　一度や二度ならまだしも、こうも「悪魔を見た！」という者が現れれば、神に仕える身としては捨て置けない。

　何でも屋の青年とざっと街を探して回ったときは、何も見つからなかった。レベルを極きわめた彼らの探索スキルでも、悪魔らしい反応は見られなかったのだ。

　それでも、実際に、「悪魔を見た！」という者がいる。

　本ほん腰ごしを入れる必要があった。

　翌日、調査を始めたメリッサがまず行ったことは、佐さ山やま貴大の全面的な協力を得ることだった。

　佐山貴大は、曲がりなりにも斥せつ候こう職だ。探索はお手の物であり、隠れ潜むものを暴あばく術なども身につけている。

　彼と自分が本気を出せば、見つからないものなどない。そう考えての行動だ。

　しかし、あの何でも屋の店主は、面めん倒どうごとを嫌きらう。四日前は成り行きで調査を手伝ってもらったが、今回は正式な依頼だ。もし断られたら、どうしよう。メリッサは、若じやつ干かん、不安を覚えていた。

　しかし、意外なことに、貴大はすんなりと依頼を受けた。

「俺も気になってはいたからな」

　そう言って、外出の準備を始める何でも屋の店主。そして、とんとん拍びよう子しに事は進み──今、貴大とメリッサは、肩かたを並べて歩いていた。

「ねえねえ、心当たりって何のこと？　ここには学校しかないよ？」

　歩きに歩いて、やがて、王立グランフェリア学園にたどり着いたふたり。白はく亜あの時計塔を見上げながら、メリッサは貴大に疑問を投げかけた。

「ああ、ちょっとな。悪魔と聞いてピンとくる奴が、ここにいるんだよ。それも、ふたりも」

「ふたりも!?」

　これには、さすがのメリッサも驚おどろいた。校庭では小さな子どもたちが走り回り、左手に見える校舎からは調和のとれた合唱が聞こえてくる。

　まさしく平和の象徴そのものである学園に、悪魔とかかわりのある者がふたりもいる。にわかには信じがたい話だった。

「どんな人？　生徒さん？　先生？」

　貴大のそでを引き、あれこれ問いただすメリッサ。

「まあ、聖女のお前なら、会えばわかるよ」

「う～ん？　どういうこと？」

「会えばわかるって。ほら、こっちだ」

　聖女の質問から逃にげ出すように走り出す貴大。

「あ～!?　ま、待って～！」

　慣れない場所で置いていかれてはたまらないと、修道服のすそを軽く持ち上げ、メリッサは何でも屋の後を追った。




「くさい」

「な、何ですか、急に？」

「くさい、くさいよ」

「シスター。自分は、鍛たん錬れんの後は水浴びを欠かさないのですが……」

　学園はちょうど昼休みを迎むかえた頃で、二年Ｓ組の教室には生徒の姿はまばらだった。

　それでも、お目当ての人物を見つけたのか、生徒たちと挨あい拶さつを交かわしながら、ずんずんと教室の奥へと進む貴大。

　そして、窓まど際ぎわの席まで来たところで……同どう伴はんしていたメリッサが、とある人物たちの匂においをかぎ始めた。

「匂う。匂うよ。とってもよくない匂いがする」

「先生、この人は何なんですか？」

　すんすんと、犬のように鼻を鳴らしてまとわりつくメリッサ。そんな彼女に戸と惑まどいを隠かくせないのは、二年Ｓ組の生徒、アベルとヴァレリーだ。

　彼らは見るからに年下の少女に、「くさい、くさい」と言われ、困り果てている。

「シスター、もう勘かん弁べんしていただけませんか。身だしなみには、今まで以上に気をつけますので」

　ヴァレリーが頭を下げても、メリッサは彼らの匂いをかぐのを止やめない。どこかフェティシズムすら感じられるその行動に、周りの生徒の目も集まり始めた。

　さすがの貴大も、そろそろ恥はずかしくなってきた。だから、「これこれ、年とし頃ごろの娘むすめさんがそのようなはしたないまねはいけませんよ」と忠告しようとしたところで──。

　メリッサが、口を開いた。

「悪魔くさい。あなたたちからは悪魔の匂いがする」

「なっ……!?」

　これには、アベルらも驚かされた。このシスターとは初対面のはず。それがなぜ、自分たちの身に宿った悪魔の力を知っているのか。彼らは、見開いた目を貴大に向けた。

「お前ら確か、エルゥのゼミに入ったんだよな？」

「「…………っ！」」

「そこでなんか、怪しい実験にも参加してると聞いた」

「「…………!!」」

「あいつは『悪魔召しよう喚かんはまだやってない』って言ってたけど……力を借りるとか、話をするとか、それくらいはやってたんじゃないか？」

「い、いや、僕たちは！」

「そんなことは……！」

　弁明しようと口を開く。そして言葉を続けようとしたところで、彼らは突とつ如じよとして現れた光の十じゆう字じ架かに磔はりつけにされた。

「こ、これはっ……!?」

　小指すら動かせない光の戒いましめに、アベルとヴァレリーの額に冷や汗あせが浮かぶ。遠巻きに見ていた女学生が、短く悲鳴を上げる。

　だが、薄うす桃もも色のシスターは意にも介かいさず、標本にされた虫を見るような目で詰きつ問もんを始めた。

「悪魔に力を借りることは、いけないことだよ？　お母さんに教えてもらわなかったのかな？」

「重々承知しております！　今では、自分の愚おろかさに悔くいしか覚えません！」

「その通りです！　確かに、僕たちはエルゥ先生に唆そそのかされて、悪魔に力を借りました！　ですが、己おのれの未熟さを恥じ、その力は封ふう印いんしました！」

　疑惑は事実だった。意外にも罪を認めたアベルたちは、己の潔白を証明するかのように、大声を張り上げている。それでも、聖女の無機質な瞳ひとみは、変わりなく彼らを見つめる。

「本当に？　悪いことには使っていないの？」

「はい！」

　メリッサの念押しに、力強く答えるふたり。彼らの目は、穢けがれなく、まっすぐな光を放っているように見えた。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、彼らの体に電流がほとばしる。

「アババババババババ!?」

　全身に紫し電でんが走り、ガクガクと痙けい攣れんするアベルたち。肌はだはすすけていき、髪かみは見る見るうちにアフロになっていく。

　そして、電流がおさまる頃、ふたりのアフロはがくりと頭を落とした。

「グググ……な、なぜ……？」

　屈くつ強きようさで知られるヴァレリーが、何とか顔を上げ、シスターに疑問を投げかける。すると、メリッサは表情をぴくりとも動かさず、さらりと説明する。

「その十字架は、【真実の十字架】。ウソをつくと、天てん罰ばつが下ります」

「なんっ……!?」

　ヴァレリーの額に、今度は脂あぶら汗あせが浮うかび始めた。

「天罰が下ったということは、あなたたちがウソをついたということです。なんでウソをついたのかな？　そんなに後ろ暗いことがあるのかな？」

「ち、ちがっアアアアアア！」

　違ちがう、と言おうとしたのだろう。しかし、虚きよ言げんなど許さぬと言わんばかりに、すぐさま電でん撃げきがほとばしった。

　メリッサの目から、温かみがどんどん失われていく。

「あなたたちが犯人なのかな？　ねえ、あなたたちが犯人なの？」

「な、何の……？」

「中級区にね、夜な夜な悪魔が出るらしいの。あれは、あなたたち？」

「ち、違います……」

　今度は、【真実の十字架】は反応しなかった。

「あれ？　違うの？」

「自分たちでは、ありません……」

　やはり十字架は反応しない。噓うそ偽いつわりを許さない聖なる十字架が、天罰を下さない。メリッサは、首をひねった。

「でも、つい最近、悪魔の力を使った……そんな匂いがしたんだけどな」

「っ！」

　ヴァレリーと、未いまだうなだれたままのアベルの体が、ビクリと震える。その反応は、今までにないものだ。いぶかしんだメリッサが、更さらに尋じん問もんを続ける。

「悪いことはした？」

「はい」

「中級区で悪いことをした？」

「いいえ」

「あれ？　じゃあ、使い魔まを放った？」

「いいえ」

「じゃあ、何をしたの？」

「言えません」

　脂汗をだらだらと流しながらも、肝かん心じんのことを言おうとしない罪人たち。【真実の十字架】の性質を逆手に取り、噓は言わないが、決して真実も言おうとしない。

　これは、長丁場になるか。メリッサも、彼女の雰ふん囲い気きに吞のまれ、固かた唾ずを吞んで見守る者たちも、誰だれもがそう思い始めたとき……。

　ひとつの声が、上がった。

「女子更こう衣い室をのぞいた？」

　アベルとヴァレリー、ふたりの体が、熱病にでも罹かかったかのように震ふるえ始めた。

「女子更衣室をのぞいた？」

　再度発せられる問いかけ。

　ふたりは「はい」とも、「いいえ」とも言わない。

「女子更衣室をのぞいた？」

　繰くり返し、淡たん々たんと問いかけているのは、二年Ｓ組の女子たちだ。

　彼女らはある種の確信をもって、ふたりの目をのぞき込もうとする。

　だが、脂汗にまみれたアベルらは──スッと、目を逸そらした。

　それが、答えだった。

「シスター！　やっちゃってください！」

「うん。【ディバイン・ジャッジメント】」

「アッアーッ!?」

　神の雷いかずちが罪人らに降り注ぐ。

　煌きらめく雷らい光こう。周囲を照らす、浄じよう化かの光。

　目にもまぶしい【ディバイン・ジャッジメント】の白光がおさまる頃ころ……教室の床ゆかには、人ひと形がたの消し炭がふたつ、転がっていた。

「このっ！　このっ！　変な視線を感じると思ったら、やっぱりあんたたちだったのねっ！」

「女の敵っ！　女の敵っ！」

　明かされた事実に女学生たちは怒いかりで顔を赤く染め、倒たおれふす淫いん蕩とうの悪魔たちに蹴けりを叩たたき込む。ドムッ、ドムッ、と、鈍にぶい音が教室に響ひびき渡わたる。

「まさか、まさか……」

「このような形でバレるとは……無念っ！」

　嵐あらしのような粛しゆく清せいの中、アベルとヴァレリーは、最後に一度、天に手を掲かかげるが……。

　その手は何をつかむことなく、やがて、パタリと地に落ちた。

「あいつらも違ったか……しかし、若いなあ……」

　罪人たちが裁かれる光景を背に、貴大は教室を出ていく。その後に続くのは、薄桃色のシスターだ。

「残念だったね。でも、いけない子におしおきできたから、いいんじゃないかな？」

「う～ん……まあ、以前からのぞき魔が出るって問題にはなってたんだ。よしとしよう。アベル、ヴァレリー……叩けばホコリが出るようなことは、もうするんじゃないぞ」

　最後にちらりと憐あわれな教え子たちの姿を見て、貴大は教室から去っていく。

　その背中を、ある女学生が見つめていた。
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　悪魔が聖職者と手を組み、悪魔を探している。

　とんだ与よ太た話もあったものだ。失しつ笑しようすらかえない茶番劇だ。

　悪魔など、すぐそこにいるではないか。薄桃色の修道服を着た少女の隣となりを、悠ゆう々ゆうと歩いているではないか。

　なぜ、そのことに気づかない？　なぜ、悪魔の化けの皮を剝はがせない？

　おそらく、未熟なシスターなのだろう。レベルはそれなりに高そうだが、洞どう察さつ力がなさすぎる。

　ドロテアは、もどかしさに歯は嚙がみした。

「捜そう査さする側に回り、自らへの疑いの目を逸らさせる。更には、スケープゴートまで用意する。単純だけど、いい手だわ」

　ぎゅうと握にぎり締しめた手は、血の気を失い、白く染まっていく。眉み間けんにはしわがより、目は剣けん吞のんに細められた。

「どうする？　この機に乗じて、洗いざらい、教会に打ち明ける？　……いいえ、それは悪手。私が関かん与よしたと知れば、あの悪魔は報復をためらわないはず。きっと、あの日の光景を記録した映像水すい晶しようを、ところかまわず撒まき散らし始めるに違いない。それは私の破は滅めつを意味する」

　つい親指の爪つめを嚙んでしまうドロテア。普ふ段だんはするはずもない、子どものようなこの所作は、彼女に余よ裕ゆうがないことの表れだった。

「でも、教会があの悪魔の尻尾しつぽをつかんだのに、私は何もしなくていいの？　報復を恐おそれて手を出さないことが、本当に正答なの？　考えなさい……考えるのよ、ドロテア。何ができるか。どうすればよいのか」

　ドロテアは、苛いら立だたしげに自室をうろつき始める。爪を嚙み、ぶつぶつと何事かをつぶやき続ける。それでも、妙みよう案あんが思いつかなかったのか、遂ついにはベッドの縁ふちに腰こしを下ろし、頭を抱かかえる第三王女。

　自分は、このまま体を後ろに倒し、泣き寝ね入いりするしかないのか。悪魔を滅めつする、その機会を、おめおめと見み逃のがすほかないのか。

　そもそも、何な故ぜあの日の自分は、悪魔の前で醜しゆう態たいを晒さらしてしまったのか。

　消してしまいたい。あの日の不ふ甲が斐いない自分を、消してしまいたい。やり直せるものなら、やり直したい。ああ、あの日に戻もどりたい────。

　ドロテアは、羞しゆう恥ちと後こう悔かいで身もだえした。

「ドロテア様？　どうかなさいましたか？」

「エ、エレオノーラ!?」

　ドロテアが顔を上げると、そこには二歳年下の留学生仲間がきょとんとした顔をして立っていた。

　エレオノーラ＝ブランケンハイム。優すぐれた武官を多く輩はい出しゆつしているブランケンハイム伯はく爵しやく家の末子であり、将来を有望視されている才女だ。

　武で名をはせる伯爵家の中でも、エレオノーラは特に秀ひいでている。槍やりを振ふるわせれば、同レベル帯で彼女に敵かなうものはひとりもいない。

　特別なスキルや武具の恩おん恵けいではない。彼女には、生まれ持っての槍さばきの才があった。

　十四歳の若さにして「白銀槍のエレオノーラ」という二つ名で呼ばれる少女。彼女は、ドロテアの焦しよう燥そうしきった顔を見て、甲かん高だかい声をあげた。

「まあ～～っ!?　ド、ドロテア様！　どうなさったのですか!?」

　淑しゆく女じよにあるまじき足音を立て、ドタバタとドロテアの下もとへ走り寄るエレオノーラ。

「ああ、ああ、なんておいたわしい……！　ドロテア様のそのようなお顔、私は初めて見ました！　なにが……なにがあったのですか？」

「い、いいえ、何も……」

「猿さるですか!?　イースィンドのオス猿どもが、汚きたならしい手でドロテア様の玉ぎよく体たいに触ふれたのですか!?　ゆ、ゆ、許せないっ！」

「エレオノーラ。落ち着いて……」

「かくなる上は、私の槍でイースィンドのオス猿どもを血祭りにあげてみせます！　ドロテア様、安心なさってください！」

「…………」

「お任せください！　ドロテア様の懐ふところ刀がたな、エレオノーラ＝ブランケンハイムめに万事お任せください！　きっといいようにしてみせます！」

　血気盛さかんに、第三王女の部屋で槍を振り回す灰色髪がみの少女。

　荒あれ狂くるうものを見ている内に、自身は冷静になっていくのが人間というものだ。乱れていたドロテアの心が、落ちつきを取り戻していく。

　そして、一言。

「【フローズン・ソーン】」

　白銀槍のエレオノーラさんは、あっという間に氷像となってしまった。




「正体を明かしたくはない。しかし、ご自身の手で、とある人物の悪行の証しよう拠こをつかみたい、ですか」

「ええ、できれば、関与したことすら疑われたくないの。何か良い手はないかしら……」

　数分後、【凍とう結けつ】状態から元に戻ったエレオノーラは、何食わぬ顔をして茶をすすっていた。その対面で、ドロテアはティーカップを持ったまま、テーブルに視線を落としている。彼女はわかっていたのだ。そのように都合のよい方法などないと。だから、問いかける言葉にも力はなく、語ご尾びは消え入るように小さかった。

　しかし、エレオノーラは、悄しよう然ぜんとした第三王女に向かって、不思議そうな声をあげた。

「お忍しのび用の、蝶ちようの仮面を使えばよろしいのでは？」

　蝶の仮面。装着した者の姿かたちを変えてしまうマジックアイテムだ。男が女に、少女が熟女に、老人が若者に。身につけただけで思うがままに姿を変えられる蝶を模した仮面は、王おう侯こう貴族御ご用よう達たしの一品だった。

　エレオノーラは、それを使って正体を隠かくせと言う。しかし、ドロテアはそれでは駄だ目めだと、ゆるゆると首を横に振った。

「魔ま水すい晶しようのクーペや【スキャン】を使われてしまえば、どうしようもないわ」

「う～ん……【スキャン】を使われそうになったら姿を隠すとか」

「駄目ね。【スキャン】の発動は一いつ瞬しゆんよ。瞬時に、私の正体を相手は知るわ」

「遠くから見張るとか」

「それも駄目ね。私の目的は、対象を見張ることではなく、犯罪の証拠をつかむこと。遠すぎれば、咄とつ嗟さの事態に即そく応おうできないわ」

「そうだ！　留学生仲間に《サモナー》がいましたよね？　その子の使い魔を使わせてもらえば……」

「同郷の者とはいえ、他者に情報が洩もれるのはまずいの。それに、相手は一ひと筋すじ縄なわではいかない相手。貧弱な使い魔など、ひねり潰つぶされるに決まっているわ」

「う～ん……」

　少し前のドロテアのように、首をひねるエレオノーラ。その姿を見て、第三王女はふっと短く、息を吐はいた。

　自分だって考えた。あらゆる可能性を考えた。あの悪魔に引導を渡すためには、何をすればいいのか考えたのだ。

　それでも結局、静観するしかないという結論を出そうとしていた。出さざるを得なかったのだ。

　悪魔の報復が恐ろしい。あの日の醜態が恥はずかしい。その気持ちは何にも勝まさった。好機が訪おとずれたのにも拘かかわらず、一歩も踏ふみ出せないほど、ドロテアを縛しばりつけていた。

　沈しずむドロテアの正面で、しかし、エレオノーラは明るく打開案を口にしていた。

「カウフマン様に協力していただくとか……ああ、他者の介かい入にゆうは駄目なんでしたよね。う～ん、遠望のマジックアイテムを使うとか……建物の中が見えませんね、あれは。ええと……【スキャン】を打ち消す！　とか……それができたら、苦労はしませんよね。あはは」

　不意に、光が差し込んだ。

「今、何て言ったの？」

　立ち上がって、エレオノーラに詰つめ寄るドロテア。

「え？　え？　苦労はしませんよね、って」

　第三王女の豹ひよう変へんに、目を白黒させるエレオノーラ。それでも、ドロテアは止まらず、エレオノーラの腕うでをつかんで問い詰める。

「その前よ。貴女あなた、【スキャン】をどうすると言ったの？」

「え？　えっと、打ち消せたらいいなって……」

「それよ！　その手があったんだわ！」

　感極きわまり、エレオノーラを抱だきしめるドロテア。冷静沈ちん着ちやくで知られる彼女がこのように感情を露あらわにすることは珍めずらしかった。

「ああ!?　ああ！　ドロテア様！　ドロテア様が私の体ををををを……!?」

　しかし、エレオノーラはそのことにも気づかず、ひとり体を震わせていた。




　深夜の中級区住宅街は寂さみしげなものだ。

　人通りはないに等しく、時おり、野の良ら猫ねこが路地から路地へ駆かけ抜ぬけていくだけ。

　みながみな、灯あかりを消して寝静まっている。明日の労働へ向け、体と心を休めている。

　出歩くとすれば、飲み屋帰りの中年男か、警けい邏らで街を回る警備隊員か。

　とにかく、人の姿もなければ、女の姿は特にない。治安が良いとはいえ、深夜の街を女が出歩くなどもってのほか。それが花の都の常識だった。

　しかし、魔素灯の灯りから身を隠すように街を行く、ひとりの少女がいた。

　小麦色の髪に、そばかすが浮ういた顔。垂れた目じりに、太い眉まゆ毛げ。田舎いなかから都会へ出てきたばかりです、と言わんばかりの顔をした少女が、注意深く辺りをうかがいながら、ひとり、静かに歩いていた。

　彼女の名は、ドロテア。バルトロア帝てい国こく第三王女の、ドロテア・イザベル・フォン・ローザリンデ＝バルトロアだ。

　見た目からは、決してそうだとは分からない。ドロテアは、あのように野や暮ぼったい外見の少女ではない。まるで別人だ。

　しかし、そう思わせることこそ、彼女の目もく論ろ見みだった。

　正体を隠すために蝶の仮面を用いて、出来る限り自分とはかけ離はなれた外見となったドロテアは、一路、ある場所へと向かっていた。

　何かから隠れるように。誰だれにも見つからないように。

　塀へいの上に寝ねそべった黒猫がその様を、興味深そうに見つめていた。

「この辺りね。悪魔が現れたのは」

　ドロテアが足を止める。そこは薄うす暗ぐらき路地の突つき当たり。三方をアパルトメントに囲まれた袋ふくろ小路こうじであった。

「最初はネズミ。次は猫。悪魔の獲え物ものは、段々と大きくなっている」

　コルクの栓せんを抜く音が、袋小路に響ひびいた。次いで、わずかに粘ねばり気のある液体が、石いし畳だたみに広がっていく。

「悪魔は本能を抑おさえられなくなっている。血への渇かつ望ぼうに、歯止めが利きかなくなっている」

　むわりと、血臭が辺りに立ちこめる。その臭においに顔をしかめ、ドロテアはガラス瓶びんを足元に置いた。

　準備は整った。二度に渡わたって捕ほ食しよくが行われた場に血を撒まけば、きっと奴やつはやってくる。うまくヒトに化け、それでも本能を抑えられなかった、醜みにくい獣けものがやってくる。

　あの悪魔が、やってくる──。

『血、ダ……血ノ、匂イ、ダ……』

「来たわね、悪魔」

　夜よ闇やみから滲にじみ出てくるように、黒い人ひと形がたが現出する。口も、鼻もなく、老ろう婆ばのように曲がった背中の、悪魔。目だけがギラギラと怪あやしく光る、黒い悪魔。

　悪魔は這はいつくばり、地面に染しみこもうとする血液に顔をつける。すると、ジュルジュルと音を立て、石畳に広がった赤黒い血が、悪魔に吸い取られていく。

　ドロテアは、嫌けん悪お感かんにまたも顔をしかめた。

『足リ、ナイ……足リナイ……』

「それが貴方あなたの本ほん性しようというわけね。何て醜い……」

　悪魔が顔を上げる。そこには無数の細かい触しよく手しゆが蠢うごめいていた。悪魔は、それで血液を吸い取ったのだ。

　それでも足りないとばかりに、全すべての触手がドロテアに向けられ、うねり、屹きつ立りつする。

「こうも直接的な行動に出るとは思わなかったわ。今夜は証拠をつかめればいいと思っていたけれど、予定は変へん更こうします。輸血用のものとはいえ、ヒトの血液を美酒のように飲み干す貴方は危険すぎる……ここで、討うたせてもらう！」

　スラリと、腰こしに佩はいたレイピアを抜き放つドロテア。その凛り々りしい姿を、悪魔はジッと見つめる。

「【スキャン】で私を探さぐるつもり？　でも、無む駄だよ。私はスキルを無効化できる」

　ドロテアの胸むな元もとで、琥こ珀はく色いろの宝石をあしらったペンダントがキラリと光る。それは、【スキル無効化】の効果をもつマジックアイテム、「断絶の首くび飾かざり」だ。

　かけられたスキルを、任意で三度まで無効化できるアイテムは、国王からお守り代わりに持たされたもの。ドロテアは、親の愛情にこの上ない感謝を捧ささげた。

　このアイテムが、今回の調査の決め手だ。蝶の仮面で姿を変え、断絶の首飾りで敵の【スキャン】を防ぐ。

　アイテムの組み合わせで、完かん璧ぺきに正体を隠すことができると分かった以上、ドロテアがためらう必要などどこにもなかった。

　四度、【スキャン】をかけられる前に、悪魔を切り刻む。

　あの日の光景をおさめた映像水すい晶しようを、ばら撒かれてなるものか。

　ドロテアは、これまでにないほどの闘とう志しを燃やし、果か敢かんに悪魔に斬きりかかった。




　　　　‐４‐




　初めのうちは、戦いはドロテア優勢で進んでいた。

「【フローズン・ソーン】！」

『ガ、アッ』

　袋小路に現れた悪魔は、スライムのような性質を持っている。そのことをいち早く看破したドロテアは、氷属性のスキルで粘ねん液えきのような悪魔の体を凍こおらせていく。

　どれだけ柔やわらかくとも、凍とう結けつさせれば氷のように砕くだくことができる。

　悪魔の体は、徐じよ々じよに、徐々に、削けずられていった。

　もちろん、やられっぱなしというわけではない。体の各部から触手を伸のばし、何とか敵対者を搦からめとろうとする。

　しかし、ドロテアは細かにステップを踏み、悪魔の攻こう撃げきをかすりもさせない。伸ばした触手も凍らされ、根元からボキリと折られ、粉ふん砕さいされる。

（この勝負は、私の勝ちだ）

　ドロテアは、自らの勝利を疑いもしなかった。

　しかし──。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　戦いが始まってから、三十分が経過した。その間、敵の攻撃を避さけ、的確な攻撃を加え続けたドロテアは、すっかり息があがってしまっている。

　対照的に、悪魔は、現れた時のままの姿で平然と立っていた。

（おかしい……砕いた体は、魔素の粒りゆう子しとなり、大気に散ったはず……なのに、なぜ……）

　まるで減らない悪魔の触手が、また一本、ドロテア目がけて伸びてくる。

　避ける。凍らせる。砕く。

　すると、また同じ箇か所しよから触手が伸び、ドロテアを捕つかまえようとする。

（不死身だとでも、いうの……っ！）

　無限に再生する悪魔の触手を斬り捨てながら、ドロテアは焦あせりを感じていた。

　そして、もうひとつ。気になることがあった。

（何な故ぜ、人が来ないの……？）

　人ひと気けが少ないとはいえ、周りは全て民家なのだ。大きな音を立てれば、人が集まってくるはず。しかし、袋小路には、未いまだドロテアと悪魔の姿しかない。表通りからうかがう者もいなかった。

　ドロテアは、焦りを強くしていた。

（スキルは、使ってこない。攻撃も防ぼう御ぎよも貧弱。でも、何……？）

　この、「詰んだ」という感覚は──？

　悪あく魔まがまた、触手を伸ばす。ここしかないと思った。

　退ひく。ここは退くべきだ。ここで退たい却きやくしなければならない。

　ドロテアは、迫せまる触手を凍らせて、背後に向かって走り出した。

　しかし──。

「っ！　な、何っ!?」

　表通りは見えている。魔素灯に照らされた石畳が、確かに見える。しかし、そこに行くことができない。

　袋小路から抜け出そうとすると、途と中ちゆうで柔らかな膜まくのようなものにぶつかる。見えないが、触ふれることはできる膜。それがドロテアを押し戻もどすのだ。

「【アイシクル・エッジ】！」

　ならば切り裂さいてしまえと、ドロテアは剣けん技ぎスキルを発動させる。たかが膜ごとき、切り裂けぬはずがないと、冷気をまとったレイピアを振ふるう。

　だが、鋭するどく尖とがった細さい剣けんですら、やんわりと包み込まれ、押し戻される。手ごたえは柔らかだが、見えない膜からは、誰も逃にがさないという邪じや悪あくな意志を感じた。

『ケ、結界……ダ。逃ニガサナイ……獲物ハ、逃ガサナイ……』

　結界。それは、隔かく離りされた空間。何物をも通さぬ不破の領域。外からも、内からも、結界は小石ひとつ、通しはしない。

「ならば、断絶の首飾りで！」

　結界をスキルの一種ととらえたのだろう。ドロテアは、胸元で揺ゆれていた琥珀の首飾りを、ぎゅうと握にぎり締しめた。しかし、【スキル無効化】の効果をもつマジックアイテムは、何の反応も示さなかった。

「なっ、何故……!?」

　この結界は、スキルではないのか。何故、断絶の首飾りで無効化できないのか。ドロテアはここに来て、目に見えて焦り始めた。

『ココ、ハ、俺ノ、体ノ中……モウ、オマエハ、逃ゲラレナイ……』

『食ッテヤロウカ、溶トカシテヤロウカ……』

『材料ニ、シヨウ。仲間ヲ、増ヤセル』

「ひっ……!?」

　袋ふくろ小路こうじのすみから。石畳の隙すき間まから。二体、三体と、次々と悪魔が現れる。

　どれも同じ形だ。腰が曲がり、鼻も口もない。真っ黒で、目だけがギラギラと光っている悪魔。それが次々と、袋小路を埋うめ尽つくすほどに、湧わいて出てくる。どの悪魔も、血走った目で、ドロテアを見つめている。

「あ、ああ、あ……！」

　レイピアを握った手がガタガタと震ふるえ始めた。彼女は悟さとったのだ。自分は、蟻ありの群れに投げこまれた小虫なのだと。自分はこれから、どうなってしまうのかと。

　名めい誉よを取り戻すために悪魔を追った。しかし、逆に、名誉どころか、命や尊厳すら踏ふみにじられようとしている。

　うかつだった。せめて、何人かの騎き士しを護衛につけるべきだった。己おのれの痴ち態たいを知られたくないからと、自分ひとりで出てくるのではなかった。

　ひとりでたいていのことはこなせるという実力と自負が、今回ばかりは仇あだとなった。

　一歩、後ずさる。背後の膜に、背中が触れる。その柔らかさは、まるで生き物の内臓のようで、ドロテアは巨きよ大だいな生き物に吞のみこまれてしまったかのように感じた。

「くっ……！　【ブリザード】！」

　己を奮い立たせるかのように、ドロテアは上位スキルを発動させる。途と端たんに、袋小路に吹ふき荒あれる猛もう吹雪ふぶき。黒い悪魔らはたちまち凍りつき、砕けて消えた。

　しかし、悪魔を構成していた魔素は、見えない膜に残さず吸収された。そして、地面から新たに湧き出る悪魔たち。彼らは、一いつ斉せいに触手を伸ばし始めた。

「ブ、【ブリザード】！」

　凍らせる。しかし、悪魔はまた現れる。

　凍らせる。砕けたそばから、新たな触手がドロテアに伸びる。

　凍らせる。ドロテアの目前で、無数の触手が凍りつく。

「フ、【フローズン、くっ、ああっ!?」

　奮戦するも敵かなわず、ドロテアの体は、遂ついに悪魔に捕とらわれてしまった。彼女の腕うでに、脚あしに、無数の触手がからみつく。

「やめっ、んんん!?」

　頼たよりのレイピアも取り上げられ、口も触手で塞ふさがれて、抵てい抗こうするための術すべの一いつ切さいをなくしてしまったドロテア。彼女は、磔はりつけにされた罪人のように両手を広げられ、アパルトメントの外がい壁へきに押しつけられた。

『ウマソウ、ダ……』

『肉モ、柔ラカイ……』

　体の各部を触手が這はい回る。その感かん触しよくに、ドロテアはくぐもった悲鳴を上げた。

　しかし、結界の外には響ひびかない。ドロテアの悲鳴も、悪魔の歓かん喜きの声も、彼らの姿さえも、結界は包み隠かくしてしまう。

　助けは来ない。それは覆くつがえしようのない事実だった。

「んん、んんん～～～～～っ!?」

　悪魔の触手が、ぐるりと首に回される。そのまま万力のごとく締め付けられ、同時に手足をそれ以上の力で引っ張られた。

　それが何を意味するのか。分からないドロテアではなかった。

「んんんんん～～～～～っ！」

　だが、抵抗しようにも、体はぴくりとも動かない。首すら振れず、ただ、なされるがままだ。ドロテアは、今、無残にも引き千切られようとしていた。あと一分もあれば、間ま違ちがいなくそうなっていただろう。ドロテアはただの肉にく塊かいと化していたはずだ。

　彼が、来なければ。

『アガッ……』

　何体かの悪魔が、突とつ如じよとして爆はぜる。

『オオ、ウ……！』

　連れん鎖さ的に悪魔が爆ぜていく。腕が、首が、胴どう体たいが。次々と宙を舞まい、魔素の粒子へと散っていく。ドロテアの拘こう束そくも、その分緩ゆるんでいく。彼女は自由になった首を動かし、現状の把は握あくに努めようとする。

（何？　何が起きているの？）

　ドロテアが視線をさ迷わせる内に、悪魔はその数を加速度的に減らしていった。もはや、十体も残ってはいない。そのことを確かく認にんした瞬しゆん間かんにも、二体、三体、弾はじけて消えた。

（一体、何が起きているの……!?）

　ドロテアの混乱をよそに、悪魔は一体残らず消え失うせた。拘束が解かれたドロテアは地に落ち、突つっ伏ぷしてげほげほと咳せき込んだ。すると、スッと差し出される純白のハンカチ。顔を上げれば、そこには甲かつ冑ちゆう姿の騎士がいた。

　黒い。夜よ闇やみに溶とけ込むほどに黒い。フルフェイスの兜かぶとから、篭こ手てに至るまでが漆しつ黒こくだ。色だけなら、ドロテアを陵りよう辱じよくしようとした悪魔と大差ない。
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　しかし、ドロテアは兜の奥に優やさしい目を見た。これは人間の目だ。悪魔の欲よく望ぼうに満ちた目ではない。善なる者の目だ。

　だからこそ、誰だれとも知れない騎士が差し出すハンカチを、王女は素す直なおに受け取った。このハンカチは、善意の表れなのだと感じ取ることができた。そしてすぐに警告もできた。出会ったばかりの騎士を案じ、彼女は警告を発したのだ。

「悪魔は……悪魔は、すぐに復活します！」

　その言葉に騎士が振り向けば、袋小路の奥では、何体もの悪魔が湧き出ていた。

　そうだ。この悪魔は、復活するのだ。倒たおしても、倒しても、無限に復活する悪魔。助けが来たところで、どうにかなるとは思えなかった。

　しかし、黒い騎士は気負った様子もなく、腰こしの鞘さやからショートソードを抜ぬき放った。

　そして、悪魔ではなく、自らの頭上を半月状に一いつ閃せん。返す刀で、悪魔らを一ひと太た刀ちで斬きり捨てた。すると、どうしたことだろう。一分が経たち、二分が経っても、悪魔は現れない。甦よみがえることもなければ、地面から湧き出すこともなかった。

　それでも警けい戒かいを怠おこたらないドロテアの肩かたに手を置き、黒い騎士は言った。

「結界魔は、その名の通り、結界が本体だ。特に上部が弱点で脆もろい。そこを破は壊かいしたから、もう復活はしない」

　くぐもった声でそうとだけ告げて、黒い騎士は袋小路から去っていった。

　残されたのは、呆あつ気けにとられたドロテアと、騎士に渡わたされたハンカチのみ。

　シルクの布を握りながら、ドロテアは考える。

（もしかして、あれが噂うわさの黒騎士？）

　どこからともなく現れて、カオスドラゴンに単独立ち向かったという、あの黒騎士なのだろうか。黒い兜に黒い甲冑。結界を切り裂いたのは、混こん沌とん龍りゆうの眉み間けんに突き立てたというショートソードか。

　話がひとり歩きしているようで、ドロテアは彼の存在など信じてはいなかった。

　しかし、今見たものは何だ。結界魔なる魔物を、いとも容易たやすく葬ほうむり去った者は誰だ。

「Ｆ・Ｌ……」

　白地のハンカチに、赤い糸で縫ぬいこまれた「Ｆ・Ｌ」の文字。

　これは黒騎士のイニシャルだろうか。ドロテアは、半ば無意識に、「Ｆ・Ｌ」のハンカチを胸にかき抱いだく。

「黒騎士、様……」

　恐きよう怖ふでもない。混乱でもない。

　ドロテアの胸は、正体不明の感情で、静かに熱く高鳴っていた。




「あ～、あちぃ～！　ったく、正体隠すのも楽じゃねえなあ」

　悪魔が潜ひそんでいた袋小路から２００ｍほど離はなれた場所で。黒騎士は兜を脱ぬいでいた。

「それにしても、結界魔とか、洒落しやれにならんもんが街にいたな……探たん索さくスキルに引っかかったのは、運がよかったからだな」

　兜に続き、甲冑もアイテム欄らんへとしまっていく黒騎士。すると、その正体が月明かりに照らされた。

「待って～！　待ってよ、タカヒロく～ん！」

「お～、遅おせえぞ、メリッサ。もう終わった」

「え～!?」

　額から汗あせを流し、駆かけ寄るシスター。そして、呆あきれた顔で彼女を出で迎むかえたのは、何でも屋の青年、佐山貴大だった。

「早いね～！　もう倒しちゃったんだ」

「ああ、女の子が捕つかまってたから、速そつ攻こう終わらせた」

「ええっ!?　その子、大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「まあ、何かエロい展開になってたけど、ギリギリセーフだったよ」

「さすが、黒騎士さんだね？」

「止やめろ！　恥はずかしい」

　恥ずかしげに手を振ふる貴大。にこにこと笑うメリッサ。彼らは並んで、魔ま素そ灯に照らされた住宅街を歩く。

「しかし、黒騎士ってのはなかなかいいな。隠れ蓑みのにはぴったりだ」

「別に隠さなくていいのに～」

「隠さなきゃ、面めん倒どうなことになるの！　その点、黒騎士は便利だ。俺が何かしても、全部黒騎士の手て柄がらになる。後始末に奔ほん走そうしなくていいってことが、こんなに楽だなんて……」

　がくりと首を前に傾かたむけ、しみじみと語る貴大。人には言えぬ苦労もあったのだろう。その背中には、どこか哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。

　そんな黒騎士の頭をよしよしと撫なで、メリッサは足を止めた。

「ん？　どうした？　お前ん家ちは向こうだろ？」

　前方を指差す貴大。しかし、メリッサはふるふると首を横に振る。

「ちょっとね。用事があるの。今日は、ここでさよならだね」

「ん～、そうか。じゃあ、またな。お前なら大丈夫だとは思うけど、夜道には気をつけろよ」

「うん、気をつけるね。じゃあね～」

　パタパタと路地へと駆けて行くメリッサ。貴大はその後ろ姿を見送って、自宅の方へと帰っていった。

　彼はこの事件が、すでに終わったものだと信じている。だからこそ、安あん穏のんとしていられる。災わざわいの種を放置して帰ることができる。

　しかし、メリッサは──。

　人工聖女は、結界魔が残したわずかな痕こん跡せきも見み逃のがさなかった。




「ああ、あああ……俺の結界魔が……王都転てん覆ぷくの計画が……」

　グランフェリア中級区、下水道。王都の地下に血管のように張り巡めぐらされた水路で、嘆なげきの声をあげる者がいた。

「あああああ……水の泡あわだ……どうして、どうして……」

　乞こ食じきのような身なりの中年男性だ。彼は、下水道の壁かべに手をついて、涙なみだとよだれを垂らしていた。

「結界魔が感知されるなんて……いきなり人間を襲おそわせようとしたことが裏目に出たのか？　もっと力をつけてからの方が……ああ、あああ……」

　この世の終わりだとばかりに、男は膝ひざをつく。ボロボロに擦すり切れたローブは、男の精神を表しているようだった。

　だが、男は諦あきらめてなどいなかった。

「まだ、だ。まだ、【サモン・デーモン】は使える。一からやり直そう。今度はもっと慎しん重ちようにやろう。私を追い出した、宮きゆう廷てい魔術師どもに復ふく讐しゆうを……」

　今度はうまくやる、今度はうまくいく。

　熱に浮うかされたかのように、今度、今度と繰くり返す男。

　自分の指先をざらついた壁へき面めんでこすって血を滲にじませる。その指が削けずれることもいとわず、魔ま法ほう陣じんを描えがいていく。そして、最後に、【サモン・デーモン】と、スキル発動を宣言しようとして、

「駄だ目めだよ」

　飛来した稲いな妻ずまに、のどを焼かれた。

「ぐうううううむおおおおお！」

　言葉にならない声を上げ、のた打ち回る男。水路に足を落とし、ばしゃり、ばしゃりと汚お水すいをはね散らしながら、苦しみもだえる。

　その様子を、感情のこもらぬ瞳ひとみで見つめるものがいた。

「【サモン・デーモン】は教会に禁術指定を受けているよね？　なんで使っちゃったのかな？」

　薄うす桃もも色のシスターだ。白はく髪はつの聖女だ。彼女は、こつりこつりと足音を響ひびかせ、ゆっくりと男に近づく。

「『まだやってない』と、『やった』では、罪の重さは違ちがうよ？　それはわかるよね？」

「ああううう！」

　見た目はあどけない少女だ。可か憐れんで、虫も殺さないような外見のシスターだ。

　しかし、男は地じ獄ごくの番犬でも見たかのように、怯おびえ、後ずさった。

「わかっててやったみたいだね？　そんなに悪い子には……おしおき、だよね？」

「むあああああああああ！」

　下水道に、かすれた絶ぜつ叫きようが響き渡った。




　翌日、教会にひとりの男が転がり込んできた。のどに火傷やけどのような痕あとをもつ、乞食のような身なりの男だ。彼は、わき目もふらずに、十じゆう字じ架かの前に平へい伏ふくする。そして、何度も何度も繰り返し言った。

「改心します！　改心します！　改心します！」

　それ以降、彼は教会の下働きとして働くようになる。

　小さなことにもよく気がつく彼は、そう時間をかけず、神父やシスターから信しん頼らいを得ていった。子どもや老人にも優しく、彼を悪く言う者など、ひとりもいない。

　ただ、薄桃色の修道服を着た少女を見るたびに、全身から脂あぶら汗あせを流して硬こう直ちよくしてしまうのだけは、人々の笑い種ぐさとなったとか。
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「タカヒロは我を蔑ないがしろにしている！」

　六月中ちゆう旬じゆん、ある日のことだ。

　店を開いたその矢先に、いきなりルートゥーが飛び込んできたんだ。

「許されん！　許されんぞ、こんなことは！」

　なんてことを言いながら、地じ団だん駄だを踏ふんで怒いかり狂くるうルートゥー。

　その怒り、その言葉は、決して噓うそや冗じよう談だんの類たぐいじゃなさそうだったが──。

　だからこそ、俺は大いに困こん惑わくした。こいつは一体、何を言っているんだ？

「蔑ろって。この前買い物に付き合っただろ」

「そうだ！」

「一いつ緒しよに劇も観みに行ったじゃないか」

「そうだ!!」

「じゃあ、何が不満なんだよ？」

「まだ分からんのか!!」

　ルートゥーは激げき昂こうすると、ビシッと指を差して言った。

「そやつだ！　そやつが全すべての元げん凶きようなのだ！」

「ええっ？」

「わたし？」

　ルートゥーの指の先、俺の隣となりに立っていたのは、きょとんとした顔のメリッサだった。

　こいつが何か仕出かしたのか？　その割りには、本人に心当たりはなさそうだが。

「えっと、ルートゥーちゃん？」

「なんだっ？」

「わたし、何か良くないことをしたかなあ？」

「しらばっくれるな！　この腹黒聖女が！」

「おいおい、言い過ぎだろ。こいつが何をやったってんだよ」

「貴様も貴様でいい加減に気づけっ！　いいか？　こやつはなあ！」

「うん」

「ずっと貴様にまとわりついているだろうがっ!!」

「えっ？」

「んん？」

「う～ん、言われてみれば」

「そうかもしれないな」

「うがーーーーーーーっ!!」

　結構のん気な俺たちに、とうとうルートゥーは叫さけび声を上げた。

　憤ふん懣まんやるかたないって感じだ。なんか、積もり積もったものがあるんだろう。

「朝も昼も夜も！　気がついたらタカヒロのそばにいて！」

「そんな、たまたまだよ」

「いーや、絶対に故意だ！　我とタカヒロがデートをしている最中も、毎回声をかけてくるのがこやつだ！」

「そういやそうだったな」

「仕事の依い頼らいにかこつけて、タカヒロを連れ出す頻ひん度ども上がっている……これは容よう赦しやできん！　容赦できんぞ、聖女よ！」

　とうとう歯をむき出しにして、グルルと唸うなり始めたルートゥー。

　その態度は問題だけど、言ってることはあながち間ま違ちがっちゃいなかった。

（全部が全部、故意ってわけじゃないんだろうけど）

　メリッサが俺にべったりなのは事実だ。依い存そんしていると言い換かえても間違いじゃない。

　ただまあ、こいつも特とく殊しゆな身の上なんだ。久しぶりに友だちができて、ちょっとハイになっている部分もある。

　だから自然と落ち着くまで、こいつの好きにさせようと思ったんだが、

（さすがに放置はまずいか？）

　グルグルと声を上げるルートゥーを見て、俺は何やら危機感を覚えていた。

「とにかく、今後は接せつ触しよくを控ひかえてもらおうか！　ここに来るのは週に一度、それなら我も認めてやろう」

「そんな！　横暴だよう！」

「黙だまれ、腹黒聖女め！　追い払はらわれないだけマシだと思え！」

「む～！　ちょっと言い過ぎなんじゃないかな！」

「これでも言い足りないほどだ。教会など、昔から奸かん物ぶつの巣そう窟くつだからな。たとえタカヒロが許そうとも、我は貴様の自由を許さぬぞ！」

「むうう～～～～～っ！」

　少し視線を外した隙すきに、場には一触即発の空気が漂ただよい始めていた。

　見た目は小こ柄がらで、整った容姿のふたりだ。怒おこった顔も可愛かわいらしく、角度によっては微笑ほほえましい喧けん嘩かに見えなくもない。

　しかし、一度爆ばく発はつしようものなら、

（俺んちが吹ふっ飛ぶ！）

　のは確実で、ここら一帯、更さら地ちになってもおかしくはなかった。

　だからまあ、苦手な仲ちゆう裁さいも率そつ先せんしてやるべきなんだろうが、

（……あれ？）

　ずっとそばにいたユミエル。

　静かに控えていたあいつが、どこか暗い顔をして事務所から出ていくのが──。

　どうにも気にかかって、俺はその後ろ姿をずっと目で追っていた。
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　春もうららな花の都は、今日も祭りのごとき賑にぎわいを見せていた。

　多くの通りで人が行き交かい、話し声や笑いがあちらこちらで上がっている。

　南部の方ならいざ知らず、ここ北部は今が春の盛さかりの時季だ。ほどよい気温と天気の良さに、自然と人々の顔も明るく、笑え顔がおに変わっている。

　これから夏に向かい、ますます賑やかになるのだろう。

　そう思わせる王都の通りを、しかし、ユミエルは沈しずんだ顔で歩いていた。

「……はあ」

　珍めずらしいため息だった。

　鞄かばんを抱かかえてとぼとぼと歩く、少女の顔には元気がない。

「……わたしはなぜ、あのようなことを」

　自分自身に問いかける声。しかし答えが見つからない。

　自分はなぜ、黙って店を出てきてしまったのか？　配達という理由はあったが、だからといって、何も告げずにいなくなるのは間違っている。

　目と鼻の先に貴大店主がいたのだ。彼に声をかけるべきだった。

　だけどそれが不思議とできず、気がつけば鞄を持って、店の外へと出てきてしまった。

「……はあ」

　まただ。また珍しいため息だ。

　これで一体何度目だろう。そろそろ癖くせになったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、ユミエルは沈んだ顔で歩き続けて──。

「あれ？　ユミエルじゃない？」

「…………？」

「どこ見てんのよ。ここよ、こ・こ！」

　賑やかな通りで、一ひと際きわ明るい声が上がった。

　ユミエルがゆるゆると顔を上げると、横手に見知った顔があった。

「……貴女あなたたちは」

　通りの向かい、オープンテラスのカフェで、楽しそうにお茶をしていた三人の少女。

　フェア、ピーク、ニースの妖よう精せい三姉妹が、笑顔でユミエルを手招きしていた。

「久しぶりね。元気してた？」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

「わ～、ユミィちゃんだ～」

　などと言いながら、気さくな態度を取る妖精たち。

　しかし、これはどうしたことだろう？　今の彼女らは、人の姿のように見える。

「あ、これ？」

「さすがに元の姿では支障がありますからね」

「まほうを使って～、へんしんしてるんだよ～」

「……そう、ですか」

　元が妖精、非現実的な存在だ。

　人の夢に入り込んだり、人の姿に化けてみたりと、そういったことは造作もないことなのだろう。ユミエルはそう割り切って、しかしどこか呆ほうけた様子で、勧すすめられるがままに空いた椅い子すへとすとんと座った。

「いや～、ほんとに奇き遇ぐうね？」

「同じ街にいるのは分かっていましたが」

「広いもんね～、ここ」

「見て回るだけでも何ヶ月もかかったわよ！」

　ぐいと身を乗り出して、興奮気味にそう語るフェア。

　残るふたりも満足そうに、その数ヶ月の出来事を振ふり返っているように見えた。

「初めは花の都だなんて、信じちゃいなかったんだけどね」

「ここでの暮らしは刺し激げき的で、つい、腰こしを落ち着けてしまいました」

「……腰を落ち着けた？　部屋を借りたのですか？」

「そう！　そうなの！　上級区に近い、おしゃれな部屋でね！」

「まどからお城が見えるんだよ～」

「少々家賃は割高ですが、まあ、払えないこともありませんので」

　そう言って、自じ慢まんげに胸を張る三姉妹たち。

　何か資金源でもあるのだろう。その姿には、確かな余よ裕ゆうが感じられた。

「それで？　あんたは何かあったの？」

「…………？」

「きょとんとしてんじゃないわよ。なんか、くら～い顔して歩いてたでしょ？」

　落ち着いたところで、話題はユミエルに移ったようだ。

　妖精三姉妹は乗り気な様子で、ぐっと彼女に顔を近づけた。

「何か気にかかることがあるのでしょうか？」

「ニンゲンさんに、しかられたとか～？」

「え、えっちなことをされたとか!?」

　若じやつ干かんの好こう奇き心しんも混ざってはいるのだろう。

　しかし親身な姿勢は本物で、だからこそユミエルも、彼女らに話してみようかという気持ちになった。

「……実は、このようなことがありまして」

　そして語られる不可解な行動。

　なぜあそこで席を立ったのか。なぜ何も言わずに出てきたのか。

　ユミエルにとっては不思議なことを、拙つたないながらに必死に伝える。

　すると妖精三姉妹は、「あ～あ～」と声を上げてうなずくと、ユミエルの肩かたに手をかけて言った。

「そりゃあれよ。あんたさびしいのよ」

「……さび、しい？」

「疎そ外がい感を覚えたのですね。だから居たたまれなくなったのですよ」

「……そうなのでしょうか」

「そうだよ～。それしかないよ～」

　三人揃そろっての太たい鼓こ判ばん、ならばその言葉は正しいのだろうが──。

　ユミエルは、いまいちピンと来ていなかった。さびしい。疎外感。それが理由になるのだろうか。

「……さびしければ、その場にいると思うのですが」

「そんなことしたら、余計に惨みじめな気持ちになるだけでしょ？」

「件くだんのふたりはとても情熱的な方なのですよね？」

「そんな子たちが～、ふたりでわいわいさわいだら～」

「無口なあんたなんて石ころよ。いるけどいない、そんな感じになってたんじゃない？」

「……かも、しれません」

「ほら～！」

　我が意を得たりとばかりに、フェアは自信たっぷりにうなずいた。

　それを見たユミエルにも、じわじわと納なつ得とくと実感が追いついてくる。

（そうか。わたしはさびしかったんだ）

　近くにいるけど遠くに感じる。

　それが確かにさびしくて、自分はあの場をあとにしたのだ。

（なんて子どもっぽい理由だろう）

　ユミエルはそう思ったが、この変化は、何か大事なことのようにも思えた。

「……しかし、どうしましょう」

「え？　何が？」

「……このような状態では、とても仕事になりません。あのふたりに出ていけと言うわけにもいきませんし」

「まー、それもそうね。角が立ったら厄やつ介かいだし」

「出ていけと言ったところで、素す直なおに聞くような相手ではなさそうですしね」

「う～ん、なんだいだ～。なんだいだね～、ユミィちゃん～」

　今度は揃ってうんうんと唸うなり、何か解決策を見つけようとする四人。

　しかしなかなかいい案は出ず、このままお開き、解散になるかと思えたが──。

「よし！　こうなったらあれよ、あれ！」

「……あれ？」

「あれとは、一体？」

「要するに、ユミエルの影かげが薄うすいのが問題なんでしょ？　だったら無理にでも存在感を増して、無視されないようにしてやるのよ！」

「え～？　そんなのどうやるの～？」

「目立つ衣装に替かえるのでしょうか？」

「ふっふっふっ……あれって言ったでしょ？　あれよ、あれ」

「だから、あれとは何なのですか？」

「決まってるでしょ！」

　フェアは再び胸を張ると、

「ユミエルパワーアップ計画よ！」

　やはり自信に満ちた顔で、そのくせおかしなことを言い出すのだった。
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　幻まぼろしなのだと言われていた。

　楽園のごとき妖精郷、そんなものはこの世のどこにもないのだと。

　それはある意味では正しく、ある意味では間ま違ちがっていた。それは確かにこの世にないが──。

　この世ではないどこかには、確かに存在するものだった。




「とうちゃ～く」

　次の日の休み、ユミエルは妖精三姉妹の部屋を訪ねていた。

　なんてことはないアパルトメント。小ぢんまりとした平へい凡ぼんな部屋。

　しかしその奥、何の変へん哲てつもないただの扉とびらが、なんと妖精郷へと繫つながっていたのだ。

　目の前に広がる森の景色に、ユミエルは思わず固まってしまう。

「……これは」

「ふふん。凄すごいでしょ？」

「ちょっとした転移術の応用ですよ」

　誇ほこらしげなピークの横、小さな花畑の中央に、虹にじ色の渦うずのようなものが浮うかんでいた。

　これこそが次元の扉、人界と妖精郷を繫げる唯ゆい一いつの手段だ。作るも消すも妖精たちの自由のようで、ピークがサッと手を振ると、途と端たんに渦は消え失うせてしまった。

「ほら、呆けてないで行くわよ」

「……はい」

　そうだ、ここには目的のために来たのだ。

　自分自身のパワーアップ、誰だれにも負けない存在感を身につけること。

　それをどうやって果たすのか、ユミエルはまだ知らされていなかったが、

（きっと上手うまくいくのだろう）

　悩なやみの原因さえ、簡単に見み抜ぬいてくれた妖精たちだ。

　ここはひとつ、彼女らの言う通りにしてみようと思うユミエルだった。

「さあ、ここを抜けたらすぐよ」

「……はい」

「足元には～、気をつけてね～？」

「……ええ」

「そこ、太い根がありますからね？」

「……ご配はい慮りよ、痛み入ります」

　妖よう精せいの姿に戻もどった三姉妹と、森の中を歩いて進むユミエル。

　見通しのいい平らな森を、五分か、十分か、しばらくの間歩き続け──。

　そして不意に、四人は開けた場所に出た。ここだけが小さな盆ぼん地ちになっているようだ。そこを慎しん重ちように下りながら、ユミエルは妖精たちへと声をかけた。

「……目的地はここですか？」

「ええ、そうよ。見えるでしょう？」

「この盆地の中央、小さな石像が見えるはずです」

「そこに～、金のうでわがついているよね～？」

「あれが目当てのパワーアップアイテムよ！」

　ビシッとフェアが指差す方向、確かに小さな石像があった。

　妖精を模した偶ぐう像ぞうとでも言えばいいのだろうか。あぐらをかいた老人が、緩ゆるくその手を広げている。

　全体的には苔こけむしているが、唯一、キラリと光るものがあった。

　あれが件の金の腕うで輪わ、持ち主に力を与あたえるものだ。

「だけど、注意してくださいね？」

「……え？」

「あれは妖精、あるいは妖精種に、凄すさまじいまでの力を与えますが」

「手に入れるには、試練を乗り越こえなくちゃいけないの」

「……試練、ですか？」

「ええ、そうよ」

「めちゃくちゃむずかしくて～、あたしたちでも無理だったから～」

「ユミエルさん。心して挑いどんでくださいね」

「……っ！」

　道理で、おかしな話だと思った。

　宝物とも言えるアイテム、それがなぜ、このような形で野ざらしにされているのか。

　誰も触さわれなかったからだ。誰も入手できないからこそ、腕輪は今もここにある。

　三姉妹の話では、試練を乗り越えれば手に入るとのことだったが、

（わたしでも難しい、はず）

　ユミエルは貴たか大ひろに鍛きたえられ、一流冒ぼう険けん者並みのレベルと強さに達してはいるが──。

　それでも足りない。それでも満たない。妖精郷に伝わる秘宝は、これまでに多くの挑ちよう戦せん者を拒こばんできたのだ。そこにはユミエルよりもずっと強い、妖精族の勇者のような者も含ふくまれていただろう。

（だけど）

　ここまで来た以上、ユミエルに諦あきらめるという選せん択たく肢しはなかった。

　いるけどいない疎外感、あの気持ちをこの先ずっと味わうくらいなら──。

　まずは試ためしてみたかった。決意を込めた目で、ユミエルは石像へと向き直る。

「どうやらやるみたいね」

「それでこそユミエルさんです」

「あたしたちも力をかすから～」

「頑がん張ばるのよ、ユミエル！」

「……はい！」

　いつもより力強い言葉。それがユミエルの答えだった。

　それを受けた三姉妹は、優やさしい笑えみで彼女を囲んだ。温かな魔ま力りよくを感じる。三姉妹の与える加護が、少女を強く、確かに支える！

「……行きます！」

　力強い一歩、ユミエルは盆地の中央へと近づいた。

　途端に無言の威い圧あつを感じる。空間が歪ゆがみ、辺りに何かが現れようとしている。

（これが……試練！）

　思わず身構えるユミエルの前に、それらは音を立てて出現し──！

「……え？」

　そして、ユミエルは思わず凍こおりついた。

　これは──これは、なんだ？　可愛かわいい衣装に分厚い辞典、甘いお菓か子しが盆地の周りを漂ただよっている。

（幻……？）

　そのようにも見えるし、実物のようにも見える。

　それらは連なり、円となって踊おどっていたが、それが一体何だと言うのだろうか。試練と言うには意味が分からず、ユミエルは依い然ぜんとして足を止めたままだった。

　しかし──。

「う、うう……!!」

「……フェアさん？」

「ユミエルさん……！　気をつけて……!!」

「……ピークさん？」

「う、う、ううううう～……！」

「……ニースさんまで」

　気がつくと、妖精三姉妹の様子がおかしくなっていた。

　目をむき、よだれを垂らし、そのくせ頰ほおを紅潮させている。

　どう見てもただ事ではない。何かしらの状態異常か、それとも高度な呪のろいの類たぐいか、今のユミエルにはまるで判別がつかなかったが、

（ここにいてはいけない！）

　そう判断したユミエルは、妖精三姉妹を盆地から遠ざけようとした。

　しかし、それよりも早く飛び上がったかと思うと、妖精たちは獣けもののごとき獰どう猛もうさで、謎なぞの品物の輪へと飛びかかっていった！

「駄だ目め……っ！」

　ユミエルの制止も虚むなしく、輪に吞のみ込まれた妖精たちは──。

　何やら、陽気な声でキャッキャウフフとはしゃぎ始めた。

「……え？」

「わ～い♪　お菓子だ～♪」

「欲しかった服！　欲しかったアクセサリー！」

「絶版になったはずの辞典がこんなに！　ああ、まるで夢のようです！」

「………………」

　おそらく──。

　金の腕輪の試練とやらは、どれも妖精に向けてのものだったのだろう。

　妖精は享きよう楽らく家だ。おまけになかなか我が慢まんができない。そんな彼ら、彼女らに、欲よく望ぼうを刺し激げきするような罠わなをしかければどうなるか。

　結果は見ての通り、赤子の手をひねるほどにあっけなかった。

（心のタガを外す効果はありそうですが）

　自制心の強いユミエルには、蚊かほども効果がなかったらしい。

　踊り狂くるう輪の中で、三姉妹の歓かん声せいを聞きながら、彼女は逆に冷めていくようだった。

「……まあ、これで良しということで」

　気張った割りには拍ひよう子し抜ぬけだったが、それを気にせず、ユミエルは歩いた。

　進んでしまえばわずかな距きよ離りだ。ユミエルはもう、石像の目の前まで来ていた。

「……これが、妖精の秘宝」

　何やらありがたみが薄うすれてきたが、これが秘宝であることには変わりない。

　その効果には疑ぎ問もん符ふがついてしまうが、とにもかくにもユミエルはその腕輪を取ってみることにした。

「……なるほど。こちらが右で、こちらが左」

　微び妙みようにデザインが違ちがうようだ。間違えないように腕輪をつけて、ユミエルはしばしそのまま待機してみる。

　特に何も起きない。光が出たり音が鳴ったり、そういった分かりやすい変化は起きないようだ。別段、力が湧わいてくるような感覚もなかった。どうやらこの金の腕輪、ただの装そう飾しよく品であるらしかった。

（そんなものかもしれない）

　伝説の類はそういったもの。いつか貴大に教えてもらったことがある。

　三割が噓うそで三割が誇こ張ちよう、残る四割に贋がん作さくや偽にせ物ものが交ざっていると。だから宝探しは期待せずに行うものだと、彼は実体験を交えてそう言っていたのだ。それを今さらながらに思い出したユミエルは、腕輪を元の位置に戻して──。

　そして、気がついた。

　石像に目があることを。ふたつの瞳ひとみが自分を見ていることを。

「……まさか」

　錯さつ覚かくだと思ったが、それは決して見間違いなどではなかった。

　今や石像は生気を取り戻し、ぐんぐんと膨ふくらむように大きくなっている。

　その前では、ユミエルはちっぽけな蟻ありのような気分だった。
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「……ここは？」

　気がつくと、ユミエルは不思議な空間に浮うかんでいた。

　人界でもない、妖精郷でもない、うっすらと明るい靄もやの中。

　そこをふわりふわりと漂いながら、彼女はこうなった経けい緯いを思い出そうとする。

「……確か、腕輪を入手して」

　それから何かがあった。驚おどろくようなこと。意想外のこと。

「……そう、石像が大きくなって」

　そこからぶつりと意識が途と切ぎれている。

　自分がここにいるのは、あの石像の仕し業わざなのだろうか？

　それさえ今のユミエルには分からず、彼女はわずかに眉まゆをひそめていた。

「……とにかく、ここから出ないと」

　辺り一面靄だらけ、どこへ行けばいいのかも分からなかったが、このままここでじっとしていても仕方がない。

　身じろぐように体を動かすと、ユミエルはくるりと振ふり返って、

「え……!?」

　振り返った先、そこには例の石像がいた。

　いや、もう石像のままではない。巨きよ人じんのごとき妖よう精せいが、靄の中で静かにユミエルを見下ろしていた。男なのか、女なのか。若者なのか、老人なのか。判別の難しい、どこか非現実的な容姿。それを前にして、ユミエルはかける言葉を失ってしまう。

　それでも彼女は口を開いた。緊きん張ちようでのどが渇かわくのを感じる。

「あなたは……？」

　思った以上に震ふるえる声で、しかし、確かな発音で届けた言葉。

　それを受けて妖精は、眠ねむたげな眼めでユミエルのことを見た。

『どうしたことだろう』

「え……？」

『本来、お前はここにいないはず。ここに来るべき存在ではなかった』

「…………？」

『分からないか。私にも分からない。どうして斯か様ようなことになったのか』

　こもった声で話す妖精は、ふっとユミエルから視線を外した。

　何か懸け念ねんでもあるのだろうか。超ちよう然ぜんとしたその態度からは、何もかもが伝わらない。

「……あなたは、神さまなのですか？」

　不意に口をついて出た言葉。目の前の存在は、神仏の類なのではと思えた。

　どこか確信めいた気持ちに、しかし、妖精はゆるゆると首を横に振った。

『そうだと言えるし、そうではないとも言える』

「どういう、ことでしょう？」

『広義の意味では私は神だ。しかし、お前が思うような神ではない。私の力は限定的で、全すべてを見通す目も持たない』

　静かな言葉、静かな口調、そこには神仏の威い厳げんを感じる。

　しかし、彼は神であって神ではない。その言葉の真意を測りかね、ユミエルはまた問うような目で妖精のことを見た。

「その金の腕うで輪わ、それには神がかった力があると聞きましたが」

『この品の優ゆう劣れつと、私の真正性には関連があるようでない。この腕輪は紛まぎれもなく本物だが、だからと言って私が本物だということにはならないのだよ』

「……よく、分かりません。わたしにはあなたが神に見えます」

『そのように創つくられているだけだ。神に見えるよう、神に感じられるよう、私はこのような形に創られた』

「……創られた？　それはどういうことでしょう？」

　妖精は答えなかった。眠たげな眼で静かに微笑ほほえみ、ただユミエルを見つめていた。

　その表情、その言葉に、神よりも大きな存在を感じ、ユミエルは今度こそ黙だまり込んだ。硬かたい表情をする少女を、妖精はやはり黙って見守っていた。

　そして、一分、二分、ただ時間だけが過ぎていき──。

　このまま靄が濃こくなって、何もかもが消えてしまいそうな時──。

　妖精が不意に口を開いた。神がかった存在は、静かにその手を差し出していた。

『これを渡わたしておこう』

「え……!?」

『これを欲ほつして来たのだろう？　ならば遠えん慮りよせず、受け取るといい』

「ですが……」

『きっとこれが必要になる。見えはしないが、そのように感じる』

　渡された腕輪、それはユミエルの手の中に納まっていた。

　いつの間に縮小したのか、今は少女の腕に通せる程度の大きさとなり、そして淡あわく温かな光を発している。

　その秘宝を壊こわれ物のように扱あつかうユミエル。そんな彼女に微笑みながら、妖精は独り言のように何事かを話し始めた。

『未来は変わる。すでに変わった。この世界は少しずつ、既き定てい路線から外れつつある』

「…………」

『中心にいるのが彼だ。彼の行動如何いかんで、世界は大きな変化を見せるだろう』

「……わたしには、分かりません」

『そうだろう。私にも分からない。ただ、楽しみではある』

「……楽しみ？」

『そう。楽しみだ。『本来なら死んでいるはず』の少女と話せて、私は楽しかったよ』

「それはどういう……」

　思わず詰つめ寄りそうになった時、ユミエルの視界に靄がかかった。もう何も見えない。妖精の巨きよ体たいも影かげとなって遠ざかり、辺りは一面の濃のう霧むによって包まれた。

「……わたしは」

　彼女は何を言おうとしたのだろうか？

　それさえ靄に包まれて、淡い光の中へと消えていった。




「…………」

「…………っ！」

「…………エル」

「…………起き……い！」

「起きなさい、ユミエル！」

「…………っ!!」

　強い声に呼び起こされて、ユミエルは盆ぼん地ちの中央で目を覚ました。

　仰あお向むけに寝ね転ころがったユミエル、その顔を妖精三姉妹が心配そうに見つめている。

「あ～、やっと起きた！」

「一安心ですね。昏こん倒とうされた時は心配しましたが」

「……昏倒？　わたしは倒たおれていたのですか？」

「覚えてないのですか？」

「あんた、腕輪を持ったままぶっ倒れてたのよ？」

「気がついたら～、ぱたんってたおれてて～」

「さすがに肝きもを冷やしました」

　体を起こしながら辺りを見回す。もう幻まぼろしの輪は消えていて、あの靄も、あの巨きよ大だいな妖精も、今はその気配すらなかった。

　石像も石像のままだ。まるで夢でも見ていたようで、ユミエルはしばし呆ほうけてしまう。

（だけど）

　夢ではない証あかしが手の中にあった。

　妖精族の秘宝、金の腕輪。それがユミエルの右手に握にぎられていた。

「ああ、それそれ！」

「やりましたね！　秘宝、入手です！」

「おみごと～！」

　三姉妹がやんややんやとはやし立て、試練の突とつ破ぱを祝ってくれた。

　試練。あの対話は果たして試練と言えるのだろうか。あの場での不可思議な会話を思い出し、ユミエルは思わず硬い表情をしてしまう。

　それでも、彼女にはあの妖精が悪いものだとは思えなかった。

　必要になる時がくる。そのためにこの腕輪は、今は手元に置くべきなのだろう。

「……それでは、これはわたしが」

「うんうん！　使っちゃいなさい！」

「あとで感想を聞かせてくださいね？」

「がんばれ～、ユミィちゃん～」

「……はい」

　ひとつうなずき、ユミエルは立ち上がった。

　これで悩なやみのひとつが消える。自分は石ころにならずに済む。

　そう思って、彼女なりに晴れやかな顔をしたのだが──。
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　さて、腕輪を手に入れたユミエルのその後はというと──。

　結果とは裏腹に、彼女は大いに悩んでいた。せっかくの腕輪もポケットにしまい、あれからずっと身につけずにいる。

（本当にこれを使っていいのだろうか？）

　あの時感じた大きな力。あれさえあれば、どんな願いも叶かなうのだろう。

　しかし、それを私し欲よくのために使ってもいいのか？　存在感がないからと、あの厳おごそかな力をまとっていいものだろうか。どう考えても答えは否いなだろう。必要な時は今ではない。そう考えたユミエルは、今日もひっそりと事務所のすみに控ひかえていた。

「タカヒロは我と仕事をするのだ！」

「もう先約があるの！　今日はわたしとだよ！」

「昨日も一昨日おとといもいっしょにいたではないか！」

「世のため人のためだから！　ルートゥーちゃんは私用でしょ!?」

「おのれ、小こ娘むすめ～！　口ばかり動かしおって～！」

「そっちこそ、わがままばっかりは駄だ目めだよ！」

「グルルルルルーーーーッ！」

「むうううう～～～～～～！」

　相も変わらず、ルートゥーとメリッサは貴大の前で喧けん嘩かをしていた。

　いや、日に日に酷ひどくなっているようだ。まさに空気は一いつ触しよく即そく発はつ、少し突つつけば容易たやすく弾はじけてしまいそうだ。

「どうしたもんだか……」

　巻き込まれている貴大も、困り顔で考えあぐねるばかりである。

（もしもこの場で）

　あの腕輪を使ったらどうなるだろうか。注目は集まるだろうが、余計に場が混乱するのではないか？　そしてそれは貴大を困らせ、彼の心労を酷くするだけだろう。それはユミエルの望むことではなく、だからこそ彼女は腕輪を触さわりもしなかった。

　しかし、ユミエルがそう決めたからといって、事態が好転するわけでもない。

　事務所はますます騒さわがしくなり、道行く人も足早に通り過ぎていくほどだった。

（どうしたものだろう）

　ルートゥーとメリッサの不仲、それが原因であることは分かる。

　そこまでは分かるのだが、どうやればそれが解消されるのかが分からない。

　結局のところどうにもできず、ユミエルは黙ってその場を見ていて、

「ごめんな、ユミィ」

「…………？」

　不意に貴大が振ふり返って言った。

　彼は申し訳なさそうに、小声でユミエルに話しかけてくる。

「いや、分かってるんだ。そろそろどうにかしないとなって」

「……ですが」

「まあ、苦労はするだろうけどさ。さすがに業務に支障が出るだろ？」

「……はい」

「それにさ」

　貴大は少し恥はずかしそうに笑うと、言った。

「最近、お前との時間も減ったなって」

「……え？」

「賑にぎやかなのもいいけど、ふたりでのんびりしたいよな」

「…………！」

　さびしさを感じていた。

　近くにいるのに遠くに感じる、そんな気持ちを抱かかえていた。

　しかし、それは貴大も同じだったようだ。ふたりでいたいと伝えられ、ユミエルはじんわりと心が温かくなるのを感じる。

「さて、ちょっと頑がん張ばってみるわ」

　そう言って笑い、席を立とうとする貴大。

　彼のことだ。きっとどうにかしてしまうのだろう。

　しかし、自分のことを気き遣づかってくれた、自分のことを慮おもんぱかってくれた、そんな優やさしい彼のために──。

　ユミエルは、自分も何かがしたくなった。

「……ご主人さま。ここはわたしにお任せください」

「え？　いや、お任せくださいって」

「……お下がりください。少し危ないですよ」

「いやいや！　そりゃこっちの台詞せりふ！」

「……大だい丈じよう夫ぶですよ。そのための力は」




「ここに、あります」




　瞬しゆん間かん、事務所を照らす閃せん光こう！

　青い光が四方へ走り、煌きらめく鱗りん粉ぷんがゆらり、ゆらりと漂ただよい始める。

「なっ！」

「なっ、なあっ!?」

[image: ]

「えええええええええっ!?」

　驚おどろく貴大、ふためくルートゥー、そして慌あわてるメリッサの目の前で──。

　なんとユミエルは、光り輝かがやく妖よう精せいの姿となっていた！

「……そこまでです」

　厳かな声だ。青い光で体を包み、透とう明めい感かんさえ帯びたユミエルは、ふわりと空中に浮うかび上がった。彼女の背には蝶ちようのごとき羽が生えている。いや、現れていると言った方が正しいだろうか。ガラス細工に似た羽は、彼女と一体化しているようで、どこか独立しているようにも見えた。

「ユ、ユミエルさん？」

「……はい」

「その姿は、な、なんでしょう？」

　尻しり込ごみしている少女たちに代わり、貴大が何とかユミエルに話しかける。

　それだけでも圧あつ倒とうされそうな神こう々ごうしさだ。思わず体が硬かたくなり、冷や汗あせが流れるのを貴大は感じた。

「とある人から、この腕うで輪わを授さずかりました」

「う、腕輪？」

「はい。妖精の力を増す秘宝だそうです」

　力を増すなどという次元ではない。今のユミエルは半人半神、この世ならざる者へと進化しているように見える。

　それを彼女も実感しているのだろう。自分の手を見ていたかと思うと、ユミエルはその目を少女たちに向けた。

「……さて、ルートゥーさん。メリッサさん」

「あ、ああ」

「はひ」

「……おふたりには少々、お話があります」

「「あわわわわ……!?」」

　澄すんだ瞳ひとみで見つめられ、龍りゆうと聖女はガクガクと震ふるえ出した。

　話と言っても穏おん便びんなもので、「ふたりを肉片にする」だの、「百回しばいて反省させる」だの、そういったことにはならないものだと分かっていたが──。

（平和は武力によってもたらされる、か）

　冷や汗をかきながら、貴大はそんなことを思い出していた。
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　とても穏やかな朝だった。

　何の憂うれいも心配もない、ただのんびりと寝ねていられる朝。

　こんな時間はいつ以来だろう。ようやく日常というものを取り戻もどせた気がする。

（これもユミエル様々だな）

　あの変身には驚おどろかされたが、おかげでうちも平和になった。

　もう諍いさかいの声もない。俺はこの静かな時を、思う存分楽しんでいた。

「ふ～……」

　大きく深く息を吐はき、再びまぶたをゆっくりと下ろす。

　今から二度寝、三度寝だ。優やさしいまどろみに揺蕩たゆたいながら、春の終わりを何とはなしに感じ続けて──。

『おい、なんで貴様がここにいる！』

『それはこっちの台詞せりふだよ。順番って言ったでしょ？』

『一方的な約束など守れるか！』

『わたしなりに考えて作ったんだよ？』

『時間配分がおかしいだろう！　不平等条約だ！』

「…………」

　うん、気のせい。ドアの外でなんか聞こえるけど、あれはきっと幻げん聴ちよう。

　ここんところずっとああだったからな。なんか残ざん響きようみたいなのが残ってて、それがまどろみの中で再生されているんだろう。

　だから無視無視！　布ふ団とんを被かぶって、もうさっさと眠ねむってしまって──。

『あっ、抜ぬけ駆がけは駄だ目めだよ！』

『放せ小こ娘むすめ！　貴様などの指図は受けぬ！』

『駄目だって！　わたしだってタカヒロくんを起こしたいんだから！』

『それは我の役目だと言っておろうが！　貴様の出るような幕ではないわ！』

『横暴だよう！　せめて今日くらいはわたしに！』

『先日も似たようなことを抜かしておっただろう……』

「何やってんだ、お前ら」

「「うわああああっ!?」」

　ドアを開けるとすってんころりん、尻しり餅もちをついた少女たちが見えた。

　白いメリッサと黒いルートゥーだ。いい加減見慣れてきた白黒コンビに、俺は大きな大きなため息をつく。

「こないだ手打ちになっただろ。何また喧けん嘩かしてんだよ」

「喧嘩ではない！　注意をしておったのだ！　この聖女は後から来たくせにだな！」

「わたしの方が先に着いてたよう！　それなのにルートゥーちゃんが走ってきて！」

「こういうのを喧嘩ってんだろうが。いい加減うるさいぞ」

「しかし！」

「でも！」

「まだ粘ねばるのか？　知らねえぞ、どうなっても」

　そう言って、あごをしゃくって階段の方を示す。

　そこには無言で立ち尽つくす、金の腕うで輪わをはめたユミエルの姿があって──。

「ううむ、どうやら我が間ま違ちがっていたようだ」

「う、うんうん、そうだね！　わたしたち仲良し！」

　ユミエルが放つ圧によって、白黒コンビは冷や汗あせをかきながらも和解した。

　まあ、こんなの見せかけだろうけどな。一時的とはいえ、こうやってストップがかかるのはいいことだろう。完全な和解は遠そうだけど、ちょっとずつ慣れていけば、こいつらもいずれは仲良くなるのかもしれない。そのためにもユミエルには、今後とも大いに頼たよっていきたい俺だった。

「ユミィ、ありがとな」

「……いえ」

　寄ってきたユミエルの頭をぽんと撫なで、俺はふわあと大きくあくびをする。

　時刻はだいたい九時半か。朝飯を食うには遅おそいし、早めの昼飯って時間でもないな。

　腹もそんなに空いてないし、だけどなんか飲みたい気分ではある。

（ふむ）

　じゃあ、あそこに行ってみるか。

　ちょっと前に見つけたいい店がある。そこでお茶でも振ふる舞いながら、この白黒コンビに懇こん談だんってやつをさせてみよう。

「よし、じゃあ出かけるか」

「デートか!?」

「ちげーよ。この四人で喫きつ茶さ店てんに行くぞ」

「喫茶店？」

「おう。そこでお茶とケーキでも奢おごってやる」

「わっ、やった！」

　パッと明るい顔になり、分かりやすく喜んでいる白黒コンビ。

　そんなふたりを横目に見つつ、俺は早さつ速そく、身み支じ度たくをすることにした。




　その店は閑かん静せいな住宅街にあった。

　上級区からもほど近い、通りの喧けん騒そうも届かない静かな場所。

　そこにひっそりと建っているのが、最近見つけた「いい感じ」の店だ。

　ここはお茶とお菓か子しが抜ばつ群ぐんに美味うまい。おまけにゆったりと落ち着けて、ちょっと本を読むときとかに良さそうだった。

　しばらくは自分だけの隠かくれ家として使いたかったが──。

　まあ、誰だれかと来るのもやぶさかではなかった。

「おお、美味い！」

「うん、美味おいしいね！」

「……とても豊かな味がします」

「そりゃ良かった」

　中級区の外れに位置する喫茶《ノワゼット》。

　うちからも微び妙みように近いこの店で、俺たちはケーキに舌した鼓つづみを打っていた。

「これはザッハトルテだな？　古都を代表する菓子だ」

「ルートゥーちゃんよく知ってるね？　行ったことあるの？」

「おお。何十年か前に立ち寄ったことがあってな」

「……ご主人さま。これはパイとは違うのですね」

「どっちかと言うとタルトだな。トルテがタルトって意味なんだと」

「……大変興味深いです」

　濃のう厚こうな味わいのザッハトルテチヨコケーキ。見た目がパイみたいなリンツァートルテ。古都風ショートケーキのキルシュトルテに、フレッシュな風味のケーゼトルテチーズケーキ。クリームやジャムを添そえるのが古都流なんだろうな。これらお手製の古都菓子は、思わず笑え顔がおになるほど紅茶によく合った。

「お茶のおかわりはいかがですか？」

「ああ、マスター。すみません、なんかうるさくして」

「いえいえ。場が華はなやいでいいものですよ」

　そう言って、代わりのポットを持ってきてくれる男性。

　細身で柔にゆう和わなナイスミドル、この人こそが喫茶《ノワゼット》の店長だった。

「ここまで喜んでいただけると、こちらも作った甲か斐いがあります」

　なんて言いながら、穏おだやかに笑っているヴィタメマスールさんター。

　この店長の人ひと柄がらも、俺がこの店を気に入った要因なのかもしれなかった。

「では、ごゆっくり」

　微笑ほほえむと、マスターはカウンターの奥へと戻っていった。

　俺たちは紅茶を注つぎ足すと、また茶飲み話に花を咲さかせた。

「うーん、やっぱり美味い」

「わたしはこのさくらんぼのが好きかな」

「我はやはりザッハトルテだ！」

「……わたしは、チーズのものが」

　ちょこちょこ菓子を分け合いながら、ああでもない、こうでもないと話し合う時間。

　そこには何の諍いもなく、ルートゥーやメリッサも仲良くしているみたいだった。

「うんうん。やっぱり仲がいいのが一番だな」

「うん？」「え？」

「このザッハトルテを見ろ。黒いチョコと白いクリームのハーモニー。お前らもこの菓子みたいに、これから先も仲良く平和に」

「つまり、我が主でこやつが従というわけだな？」

「なんでそうなるのかな？」

「クリームなど添え物だろうが。トルテがなければ成り立たん」

「トルテだけだと重たいだけだよ！　クリームあってこそのトルテ！」

「ふざけたことを抜かすな！　大人しく我に従え！」

「むうう！　断固拒きよ否ひします！」

「駄目だこりゃ」

　さすがに説教臭くさかったか。おまけにまとめが性急すぎた。

　こういうのは放ほうっておくのが一番なんだろうな。気がついたら友だちになってました、みたいなのが一番いいパターンの気がする。さっきまではいい雰ふん囲い気きだったんだから、ここは下手に刺し激げきせず、こういった時間をゆっくりと積み重ねていこう。

　そんなことを思いながら、俺は口をつぐんで、静かにお茶をすするのだった。

「……それにしても」

「ん？」

「……思ったより、閑散としていますね」

「どういうことだ？」

「……いいお店なのですが、わたしたちの他ほかに客の姿がありません」

「ああ、そのことか」

　ユミエルが小声で言ったこと、それは確かに気になることのひとつだった。

（いつ来てもこんな感じだもんな）

　いてもふたりか、三人くらいか。《ノワゼット》はいつもこんなで、四つもあるテーブル席、それが埋うまっているところなど見たことがなかった。

「いや、でも、たまたまじゃないか？」

「……それにしては、来客の気配が全くありません」

「まだ認にん知ち度が低いからかな？」

「……かもしれませんね」

「分かりにくい場所に建ってるし」

「値段もそこそこ、強気の設定ですからね」

「うんうん……って、うわああっ!?」

　いつの間にそこに!?　テーブルの横にはマスターの姿があった。

「いや、つい耳に入ってしまいまして」

「不ぶ躾しつけでしたね」と笑いながら、そっとクッキーを置いてくれるマスター。

　サービスなんだろうけど、今は少しタイミングが悪かった。

「え、えっと、その」

「……悪気があったわけでは」

「ええ、分かっていますよ」

「本当、すみません」

「いえいえ。事実ですから」

　マスターは穏やかに微笑み、ふっと窓の外を見た。

「友人からも同じことを言われましてね。お前は製菓の腕うではいいが、それ以外がまるで無む頓とん着ちやくだと。ここに店を出すのは趣しゆ味み的なことで、商売のことを考えるなら、少し無理をしてでも上級区に出すべきだと」

「貴様の腕ならいけるだろう？　なぜそうしなかった？」

「性しよう分ぶんじゃなかったのでしょうね。華々しい上級区よりも、中級区のこの物件を見て、ああ、ここがいいなと思ってしまったのです」

　ルートゥーは不可解そうな顔をしていたが、俺には少し分かる気がした。

　大通りに面した大きな店てん舗ぽ、そこを経営するのもひとつの夢ではあるんだろうが──。

　こうしたところでひっそりと、小さな店を構えるのもいいものだと思えた。

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶですよ。ご心配なさらずとも、経営の方は上手うまくいっています」

「そうなんですか」

「ありがたいことに、お得意様も増えてきていますしね。午前中はそれほどですが、午後になると多くのお客様がいらっしゃいます」

「アフタヌーンティーってところですか」

「かもしれませんね」

　ふっと笑うマスター。

　順風満まん帆ぱんってわけじゃないけど、どん詰づまりってわけでもないか。

　この店は本当にいいところだからな。助けになるなら宣伝でも何でもしようと思ったけど、それは余計なお世話みたいだな。

「まあ、俺もちょくちょく来ますんで」

「はい。いつもお待ちしております」

　最後にそう締しめて、マスターは空いた皿を下げて戻もどった。

　うーん、渋しぶい。俺も歳としを取ったら、ああいった余よ裕ゆうを持ちたいものだ。

「よかったね？　タカヒロくん」

「ああ。地味に心配してたからな」

「我もこの店は行きつけにしたいな。ここの菓子は気に入った」

「だよな？　長く続いて欲しいもんだ」

　和なごやかな時間が戻ってきた。俺たちはクッキーをつまみながら、控ひかえめながらも賑にぎやかな声でおしゃべりを始めた。そしてマスターはそれを見て、微笑ましげな顔で洗い物を始めて──。




　グキッ！




「……ん？」

　なんか今、変な音が聞こえたような？

「マスター、なんかありました？」

　音はカウンターの方からだった。

　だから俺は、てっきりマスターが何かやったのだと思ったんだが──。

「って、マスター!?　どうしたんですか!?」

　気づけばマスターが固まっていた。

　あの穏やかな微笑のまま、なんかカウンターに手をついて震ふるえている。

「あ、あ……！」

　ただ事じゃない！　俺は慌あわてて駆かけ寄ろうとしたが、

「待って！」

「メリッサ!?」

「落ち着いて！　無理に動かしちゃ駄だ目め！」

「お前、分かるのか？　マスターに何があったのか!?」

「うん！」

　メリッサは力強くうなずくと、とても真しん剣けんな表情でこう言った。

「これは、ぎっくり腰ごしだよ！」




　　　　‐２‐




　週明け、俺はカフェコートに身を包んでいた。

　ベストに蝶ちようネクタイ、それにエプロン。いわゆる喫きつ茶さ店てんの制服ってやつだ。

　今日は俺が《ノワゼット》のマスター。そしてこいつらはそのお手伝いさんだ。

「……用意ができました」

「どうかな？　似合う？」

「ああ。なかなかいいんじゃないか？」

「我は何でも着こなせるからな！　これくらいは軽いものだ！」

　そう言って胸を張るルートゥーに、加えてメリッサ、ユミエルだ。

　全員が揃そろいのエプロンドレスを着て、お盆ぼんを持ったり、スカートをつまんだりと、思い思いのポーズを取ったり取らなかったりしている。

「お前ら、菓か子しの準備はできてるか？」

「……はい。簡単なものですが」

「予行演習はバッチリだな？」

「もちろんだとも！　万事我に任せるがいい！」

「茶葉の準備はＯＫ。水の準備もＯＫ」

「ポットやカップも大丈夫だよ！」

「ようし……」

　俺はゆっくりとうなずくと、

「じゃあ、喫茶《ノワゼット》、開店だ！」

　そう高らかに宣言した。




　なんでこんなことになったのかと言うと、事態は昨日、あの時まで遡さかのぼる。

　ぎっくり腰になったマスター、ヴィタメールさんを看護しながら、俺たちは《ノワゼット》の事情について聞いていたんだ。

「なるほど。店を閉め続けるのはよろしくないと」

「はい。先ほどは楽観的なことを言いましたが、今は軌き道どうに乗るかどうかの大事な時期。ここで喫茶店を続けるためには、一週間も二週間も寝ねてばかりはいられないのです」

「え？　でもぎっくり腰ですよね？　二、三日もあれば治るんじゃ」

「タカヒロくん、ぎっくり腰を甘く見ちゃ駄目だよ。完治には二十日ぐらいかかるし、最悪、一月経たっても痛む場合もあるよ」

「そんなに!?　マジか……！」

　正直なところ、俺は大した病気じゃないと思っていたんだが──。

　どうやらそうじゃなかったみたいだ。マスターもメリッサも目がマジだ。あれは冗じよう談だんを言ってるような目じゃない。

（だとすると、最短でも二十日後まではこの店は休業か）

　短いようで長い時間だ。店にとっては間ま違ちがいなくマイナスになるだろう。

　その間、治ち療りようやら何やらでカネばかりが飛んでいきそうだし、これは思った以上にまずい事態になったのかもしれない。

「なあ、メリッサ。お前のスキルで治せないの？」

「治せる、治せないで言うと治せるけど、あんまりオススメできないな」

「なんでだ？」

「急に治すと筋肉が硬かたくなっちゃって……ぎっくり腰が癖くせになるの」

「うっ、そりゃ駄目だな」

「他の病気が隠かくれている場合もあるから、まずは安静にするのがいいと思うよ」

「そっか……」

「一応、痛み止めはかけておきますね？」

「ああ、助かります」

　喫茶店の床ゆかに横たわったまま、マスターが蚊かの鳴くような声で答えていた。

　なんか、一気に老ふけ込んだ感じだな。ロマンスグレーの総そう髪はつも、今は乱れて落ち武者っぽくなっているし。

（本当に辛つらいんだろうな）

　聖女のスキルで治せない辺り、何か根深いものを感じていた。

「って、うわわっ!?」

「マスター！　何やってんすか!?」

　ちょっと目を離はなした隙すきに、絶対安静のはずのマスターが起き上がろうとしていた。

　手も足もぶるぶる震え、まるで生まれたての子こ鹿じかみたいな有様だ。そのうえ動きは緩かん慢まんで、這はいつくばるのがやっとのように見えた。

「そんな状態で何しようってんですか」

　トイレに行くのも難なん儀ぎしそうな状態だ。

　それなのにマスターは、なんで無理にも立ち上がろうとしているのか。

「う、痛みが引けば、何とかなると、思ったの、ですが」

「無む茶ちやですよ！　もっと酷ひどい痛みが来ますよ!?」

「そうですよマスター。こいつの言う通り、まずは安静にしてですね」

「ああ、何という……」

　再び床に横たわって、そこからぴくりとも動かなくなったマスター。

　寝転がることさえ負担なのか、その額にはじっとりと脂あぶら汗あせが浮うかんでいた。

「そんなに店を続けたいんですか？」

「はい……売り上げ以上に、店が開いていることが大事ですから」

「確かにな。良い噂うわさを聞いたとて、こんなところまで来て店が閉まっていたら、我ならもう二度と来ぬな」

「ルートゥー！」

「いえ、その通りです……立地的な不利がありますし、それに……」

「それに？」

「顔かお馴な染じみになった方、楽しみに来てくださる方を裏切りたくはなくて……」

「マスター……」

　何となくは感じていた。この人はあまり商売っ気がなく、人を喜ばせることが好きな人なんだと。だから店を開きたがるし、今の自分がどこまで動けるのか、それを必死に探さぐろうともする。

　だけどやっぱりそれは無茶だ。ここで意地を張ったら取り返しのつかない事態になる。

　それくらいは俺にも分かったし、だからこそ、代案ってやつを示す気にもなった。

「あの、マスター」

「はい……？」

「店を開け続けるのが重要なんですよね？　手の込んだお菓子とか、そういうのは二の次でもいいんですよね？」

「え、ええ。この腰こしでは製菓など到とう底てい無理ですので」

「できる範はん囲いでいいですか？　それなら何とか、俺やユミィでも作れそうなんで」

「は、はあ。私も焼き菓子程度で済ませようとは考えましたが」

「紅茶の淹いれ方なら安心してください。俺もできますし、うちのユミィはプロ級なんで」

「タカヒロさん？　先ほどから何を……？」

「ええ、ですから」

　俺はひと呼吸置くと、決意を込めてはっきりと言った。

「マスターの代わりに、俺がこの店を引き受けますよ」




　それからの時間は慌ただしかった。

　まずはマスターを自宅に運び込んで、世話人の手配、肉親への連れん絡らく、レシピの伝授にスケジュールの調整と、駆け足気味にあれやこれやをこなしていった。

　衣装はマスターのものがぴったりと合った。微び調ちよう整せいは必要だったが、そこは不幸中の幸いと言っても良かった。

　予想外だったのは、ルートゥーとメリッサの参加くらいだろうか。「あの場にいた以上、他人のふりはできない」なんて殊しゆ勝しようなことを言いながら、その実、ウェイトレスとしての仕事を楽しみたいだけのふたり。人手はあるほど良かったけれど、

（ちょっと早計だったか？）

　そう思わなくもない組み合わせだった。

　まあ、そんなこんなで土日が潰つぶれ、明けて月曜、今、俺たちは喫茶《ノワゼット》にいるというわけだ。俺はカフェコート、ユミエルたちは落ち着いた色のエプロンドレスを着て、パッと見れば純喫茶の店員に見えないこともない。

　いささか不安ではあるが、とにかく開店、開店だ！

　一週間限りの喫茶《ノワゼット》feat.何でも屋《フリーライフ》。

　閑かん静せいな住宅街を舞ぶ台たいに、俺たちの新たな戦いは始まった！

　のだけど──。

「…………」

「「「…………」」」

「…………」

「「「…………」」」

「…………」

「「「…………」」」

「客が来ないな」

「……来ませんね」

「静かだな」

「……静かですね」

　ちょっと閑静すぎません？

　いくら何でも手ごたえがなさすぎるというか、何というか。

「この辺りはベッドタウンだからね。みんな働きに出てるんだよ」

「あ～、そういやそんな話もあったな。午前中はヒマだって」

「気張るまでもなかったな。もてなそうにも相手がおらぬのではな」

「もの凄すごい肩かた透すかしを食った気分だ」

「……気長にいきましょう」

　四人で気合いを入れてたんだが、そうするまでもなかったってことだ。

　ユミエルの言う通り気長にやろう。どうせ一週間の長丁場になるんだ。ここはあえてスタミナ温存、ゆったりと構えることにした。

「交代は一週間だけで良かったのか？」

「聞いてなかったのか？　来週は弟さんが来るんだと」

「家族の絆きずなだね。いいなあ、そういうの」

「なんだ。長引くようなら、我が配下を貸してやったのだがな」

「ここを化け物屋や敷しきにするつもりか」

　なんてことを言いながら、バックヤードに引っ込んでいく俺たち。

　しばらくは俺だけがカウンターにいればいいな。ユミエルたちにはゆっくりしてもらおうと、そう決めたところで、




　カラン、カラ～ン。




　ドアベルが鳴った。開店から三十分、待望のお客様だ！

（午前中はヒマだとか言ってたけど）

　なんだ、ちゃんとお客さんが来るじゃないか！

　まあ、そうでなけりゃ店なんて開かないよな。俺は逸はやる気持ちを抑おさえながら、努めて冷静にお客さん第一号を迎むかえようとしていた。

（さあ、どんな人なのかな？）

　開いたドアの向こう、逆光の中から現れたのは、果たして──。

「おう、マスター！　来たぜー」

「……………………」

「今日はなんか、果物を使った菓か子し……を……」

「……………………」

「なっ、なななななななっ!?」

「……………………」

「なんでお前がここにいんだよーっ!?」

　お客さん第一号、それは俺もよく知る女の子だった。

　新進気き鋭えいの冒ぼう険けん者。その名も高き「首くび狩かりのアルティ」さんだ。

「いらっしゃいませ」

「おい、ふざけんな！　なんでここにいんのかって聞いてんだよ！」

「なんでって言われてもな。仕事だからとしか言いようがない」

「はあっ!?　いつからお前、喫きつ茶さ店てんの店員なんかに……!?」

　羞しゆう恥ちからか何なのか、耳まで真っ赤にしていたアルティは、バックヤードからぞろぞろと出てきた奴やつらに気がついて絶句した。ユミエル、ルートゥー、メリッサ。給きゆう仕じ姿となった少女たちは、赤毛の冒険者さんを嬉うれしそうに出で迎むかえる。

「……いらっしゃいませ」

「おお、知った顔ではないか！」

「この子が噂のアルティちゃん？　わ～、いらっしゃい～♪」

「な、な、な……!?」

　口をぱくぱくさせて、もう言葉も出ない様子のアルティちゃん。あいつはしばらくそうしていたかと思うと、突とつ然ぜん踵きびすを返し、脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

　しかし、カオスドラゴンからは逃げられない！

「おっと、待て待て」

「ううーっ!?　は、放せ！」

「待望の客だ。我は決して放さぬぞ」

　にんまりと悪い顔で笑いながら、ルートゥーはアルティを店の中まで引きずってきた。

　アルティは必死に抵てい抗こうしていたが、まあ、そんなの無む駄だだよな。龍りゆうのホールドはぴくりともせず、結局、あいつは席へと着かせられた。

「え～、では、ご注文を」

「ざけんなっ!!　まずは説明しろっ!!」

「説明ったって、さっきのがほぼ全部だぞ？　マスターがぎっくり腰ごしになったから、俺たちが代わって店を開いてんだ」

「マ、マジかよ……!!」

「マジだ。《ノワゼット》feat.《フリーライフ》へようこそ」

　そこまで説明してやると、アルティは悪夢でも見たみたいに顔を押さえて肘ひじをついた。

　むう、失礼なやつめ。まあ、気持ちは分からんでもないが。

「さて。じゃあ、気を取り直して注文を取るぞ」

「は？」

「は？　じゃねえだろ。お前、ここに何しに来たんだ」

「え？　えっと……。～～～～っ!?」

「ん？」

「いや、間ま違ちがえたんだよ！　あは、ははっ。店を間違えて入って！」

「今さら誤ご魔ま化かすなって。果物を使った菓子が食いたいんだろ？」

「うう……!?」

「別に笑ったりしないから、お前も普ふ通つうに注文していけ」

　諭さとすように言うと、アルティは「じゃあ、これ」とメニューの一部を指差した。

　それを受けて俺たちは、カウンターの中に入ってあれやこれやと準備を始める。

（本人は知られたくなかったんだろうけど）

　アルティが甘党なのは、割と昔から知っていたというか。

　いや、あいつに限った話じゃないんだ。冒険者の中には意外と甘党のやつが多い。

　運動量が多いから、どうしても体が糖分を欲ほつするんだろうな。行動食にクッキーを入れるやつもいるし、街に帰ってからパフェやクレープを堪たん能のうするやつもいる。

　だから、別段恥はじるようなことでもないわけだが、

（あのアルティだからなあ）

　誰だれよりも冒険者らしくありたい、そんなアルティだからこそ、「甘い菓子なんて女子どもが食べるもんだ！」なんて考えているんだろう。だけど甘いものは食べたいわけで、ここまでこっそり食べに来たんだろうから、そこは軽く流してやることにした。

「はい、お待たせしました。季節のフルーツタルトです」

「おっ！　ん？　なんか、いつものとは違う感じだな」

「そりゃマスターがいないからな。一応レシピももらったけど、ちょっと時間が足りなくて『なんちゃって古都風』になってる」

「なんだそりゃ？　大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「味はいいと思うぞ。まあ、食べてみろって」

「ごゆっくり」。そう言い残して、俺はカウンターの中へと引っ込んだ。

　喫茶店のマスターたるもの、いつまでもお客と駄だ弁べっていてはいけない。ある程度の節度と距きよ離り感かんを保ちつつ──。

　でもちょっぴり気になって、俺はさりげなくアルティの方をうかがっていた。

「～～～～♪」

　アルティは機き嫌げんが良さそうだ。現物を前にして、若じやつ干かん気が緩ゆるんでいるんだろう。もう俺たちの方を意識することもなく、うきうきと弾はずむ笑え顔がおでフォークをタルトに向けていた。

「んー♪」

　タルトを切って、大きく一口。
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　イチゴやラズベリー、季節の果物をふんだんに使った生なま菓が子しだからな。カスタードの濃のう厚こうな甘味と、果物が与あたえる酸味、香かおり、しっとり感。それらがひとつになったフルーツタルトは、我ながら上手うまくできたと思っちゃいるが、

「あからさますぎんだよ!!」

「「「「あ……」」」」

　いくら何でも意識し過ぎたか。

　白黒コンビなんて、テーブルの端はしに隠かくれてのかぶりつきだ。

　アルティがまた怒おこり出すのも、まあ、仕方のないことだと言えた。




「それで？　味はどうだった？」

「ああ？」

「俺たちが作った『なんちゃって古都風』、美味うまかったか？」

　今度こそ空気に徹てつし、アルティにお菓子とお茶を堪能してもらったあと。

　会計の際、俺は聞きたかったことを最後にぶつけた。

「……お茶の具合は、あれでよろしかったでしょうか？」

　ユミエルのやつも少し不安に思っていたんだろう。【メイド】とはいえ、喫茶店での仕事なんて初めてだからな。控ひかえめながらもじっと見て、アルティの返答を待っていた。

「ん。まあ、美味かったよ。お茶も合ってたと思う」

「おっ、本当か？」

「オレがお世辞とか言う柄がらかよ。いつものマスターのとは違うけど、これなら十分、商売になると思うぜ」

「よしっ！」

　確かにアルティは実直なやつだ。

　こいつがそう言うなら、そうなんだろうと信用できる。

（地味に緊きん張ちようしてたけど）

　これなら《ノワゼット》の名を落とさず、店を続けることができそうだな。

　一番の懸け念ねん点が解消し、俺はもう、何度だってアルティにお礼を言いたい気分だった。

「いや、最初のお客がお前で良かったよ」

「オレは正直、微び妙みような気分だけどな」

「そう言うなって。また来いよ？」

「ふん。気が向いたらな」

　それだけ言い残し、アルティは振ふり返りもせずに去っていった。

　その後ろ姿を見送ってから、俺たちは皿やカップを片づけ始めた。

「どうにかこうにかやれそうだな」

「……はい。安心しました」

「はー、なんか変な汗あせかいちゃった」

「我がついておるのだぞ？　大船に乗ったつもりで気楽にしておれ」

　ルートゥーは鷹おう揚ように構えているが、まだ気を緩めることはできないだろう。

　とはいえ、幸さい先さきのいいスタートを切れた。ピークの午後に向けて、これからどんどん、エンジンを温めていくぞ！

「あっ、タカヒロくん！　お客さんだよ！」

「おう！　いいか、お前ら？　笑顔を見せろよ！」

「さて」「では」「せ～の！」

「「「「いらっしゃいませ！」」」」

　さあ、喫茶《ノワゼット》、本格的にスタートだ！
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「いらっしゃいませ～♪」

「……二名様ですね？　こちらへどうぞ」

「お冷やとおしぼりをくれてやろう。さあ、受け取るがいい！」

　週明けから三日、俺たちによる《ノワゼット》はそれなりに繁はん盛じようしていた。

　やっぱり午後がピークなんだろうな。昼を過ぎれば席が埋うまり、やにわに店も忙いそがしくなってくる。そうなったら、俺はもう紅茶を淹いれるマシーンみたいなもんだ。洗い物も受け持って、接客なんかはユミエルたちに任せていた。

「はい、お待たせしました～♪」

「うん。ありがとう」

「……お茶のおかわりはいかがですか？」

「ああ、気が利きくね。もらおうかな」

「セットメニューにするのか？　良い判断だ。褒ほめてやろう」

「あ、ありがとうございます……？」

　一部、なんか問題があるのがいるが──。

　まあ、あれも慣れれば愛あい嬌きようになるんだろう。初めは目を白黒させていたお客さんも、そのうち微笑ほほえましげにルートゥーの言動を見守るようになっていた。

（よし、順調だ。定着率も悪くはないぞ）

　俺の知る限りではあるが、新しいお客さんが新しいお客さんを連れて来るという現象も起きつつある。ユミエルたちのおかげか、入りやすさが増しているもんな。ちらっと店の中を見て、そのまま入ってきてくれるお客さんの姿もあった。

「うん、これなら何とか」

「……いい形で弟さんに引き継つげそうですね」

「だな」

　曲がりなりにも仕事でやっているんだ。結果を出せずに終わるのが一番良くないパターンだった。そうならないよう、宣伝やら何やらもやってみたんだが、

「この調子なら、ご近所さんに声かけしなくても良かったかもな」

「……かもしれませんね」

「まあ、でも、油断はせずに頑がん張ばるか」

「……はい」

　客商売は多くが水物、俺たちは引き続き店員道を邁まい進しんすることにした。

「おっ、とか言ってる間にお客さんだ」

「……わたしが出ます」

「ああ。任せた」

　スッとユミエルがカウンターから出ていく。

　うん、女性客みたいだな。近所の女の子たちだろうか？

「って、あれ？　カオルか？」

「あっ、タカヒロ！　やっほー」

「来てくれたのか。すまんな」

「ううん、いいよいいよ。喫きつ茶さ店てんとか、興味があったしね」

　四人の年とし頃ごろの少女たち、その中に俺の見知った顔があった。

　ご近所さんのカオルだ。あいつにも事情は話しておいたからな。律りち儀ぎに友だちを連れて来てくれたんだろう。

「でも、なんか聞いた話と違うね？　もうちょっと閑かん古こ鳥どりが鳴いてると思ったんだけど」

「いや、それが思ったよりも客が入ってな。聞いた話よりも微妙に多いくらいだ」

「そりゃそうだよ。だってユミィちゃんとかがいるんだもん」

「やっぱ関係あんのかな？」

「看板娘むすめって言葉があるくらいだからね。こんなに可愛かわいい子が三人もいたら、ついふらふら～っと入っちゃう人もいると思うよ」

「食堂の看板娘が言うと説得力が違うな」

「い、いや、わたしは全然だから！」

　途と端たんに顔を真っ赤にし、カオルはぶんぶんと両手を顔の前で振っていた。

「ね～、カオル～？」

「注文だってさー」

「あっ、あ、うん！　今行くー！」

　渡わたりに船というやつだったんだろう。カオルは「じゃあね！」と短く言うと、そそくさと奥のテーブル席へと逃にげていった。

（うーん、そこまで恥ずかしがることはないのにな）

　あいつはあいつで人気のある看板娘だ。

　ご近所さんにも親しまれているし、もうちょっと自信を持ってもいいところだった。

「タカヒロ！　オーダーだ！」

「こっちもオーダー！　紅茶をポットで四人分だって！」

「はいはいっと」

　出ていった分、客が入って満席だ。まだまだピークの《ノワゼット》、俺は紅茶を淹れたりケーキを切ったり、それなりに忙しく動き始めた。




「……ね？　……だよ」

「絶対……だって」

「やっぱり？　ああ……だよね？」

「……ん？」

　オーダーも落ち着き、だいぶ空席も出始めた夕方ごろ。

　カウンターで洗い物をしていると、ちらちらとこちらをうかがう視線と、何やら楽しそうなひそひそ声を感じるようになった。

「思ったより……いい感じ」

「え～？　あたしは……かな？」

「でもさ。結構……じゃない？」

（なんだ？）

　今の俺は耳が良く、集中しなくてもある程度の話し声くらいは聞き取れる。

　距きよ離りがあるから完かん璧ぺきじゃないが、何やらカオルの連れたちが、俺を見て寸評のようなことをしているっぽい。

（まあ、気になるよな）

　天使！　天使！　天使！　と来て、肝かん心じんのマスターが凡ぼん人じんだもんな。

　なんでこんなに普ふ通つうのやつが、見み目め麗うるわしい少女たちを連れているんだ？　というのは、至し極ごく当然の感想だと思う。

（ギルドの定例会でも話題になるしなあ）

『なんでお前みたいなのが、ユミィちゃんみたいにかわいい子を！』

『うおおおっ！　代われ代われ！　代わってくださぁい！』

　なんて、半分本気の懇こん願がんをされるくらいだ。変な噂うわさになってもしょうがない。たとえ目の前で話をされたとて、気づかぬふりで影かげに徹する俺だった。

「ねえねえ、店長さん！」

「え？」

「ちょっと聞きたいことがぁ、あるんですけどぉ」

「は、はあ」

　なんか向こうから来たぞ？　遠巻きな珍ちん獣じゆう扱あつかいかと思いきや、少女三人は徒党を組んで、わざわざカウンター席の方に移ってきた。

「えっと、なんでしょう？　聞きたいことって」

「カオルのことなんですけど」

「店長さんってあの子のこと！」

「一体どんな風に考えてますぅ？」

「どんな風にって……」

　なんだ、こいつら？　俺から何を聞きたいんだ？

「そりゃまあご近所さんだし、仕事もちょくちょくもらってるし」

「悪い気分じゃないんですよね!?」

「え？　ま、まあ、そうかな？」

「満まん更ざらでもない感じですか？」

「気が置けないって言えば、その通りなんだろうけど」

「うわあ。これ、結構脈があるんじゃない？」

「なんなの……？」

　街娘たちは姦かしましく、俺を措おいてきゃいきゃいとはしゃぎ始めた。

　何がそんなに楽しいんだか。っていうかカオルはどこだ？　トイレか？

「あっ、でもヤバくない？　あの青いのといっしょに住んでるんでしょ？」

「変に目が肥えてそうね。白いのと黒いのもかなりのレベルよ」

「カオルだってぇ、なかなかのものよぅ」

「そうよね!?　いけるいける！　為なせば成るの精神よ！」

　俺のことなどほったらかしに、少女たちはまた何事かを話し始めた。

　どうでもいいけど、これ、別の場所でやってくれないかな。どんな話かは見えてきたが、さすがに本人の目の前でやられると辛つらい。

「店長さんってぇ、どんな子が好みなんですかぁ？」

「彼女はいないんですか？」

「カオルとかどうかなって、あたしら思うんですけど！」

（うおお……!?）

　少女たちはカウンターに身を乗り出して、ぐいぐいとこっちに迫せまってきていた。止やめろ止めろ、俺にそんな話を振ふるな！　ユミエルとルートゥーとメリッサが、なんか曰いわく言い難がたい表情で俺のことを見ている！

　導火線の近くでファイヤーダンスをされている気分だ！　頼たのむ、カオル！　早く戻もどってこいつらを止めてくれーっ！

「あれ？　みんなで何してるの？」

「おおっ、カオル！」

　店の奥からひょっこりと、笑え顔がおのカオルが姿を見せた。

　やっぱりトイレに行っていたのか。その隙すきを突ついて、三人娘が俺にあれこれ聞いてきたわけだな。

　しかし、あいつが戻ったからには好き勝手はできないだろう。

　頼むぞ、カオル！　この姦し娘たちを止めてくれ！

「ねえねえ、カオル！」

「もう告白とかしたの？」

「ふたりはどこまで進んでいるのぉ？」

（って、うおおおおおおいっ!?）

　ぶちかましやがった！

　こそこそ陰かげに隠かくれるでもなく、真正面からぶつけていったぞ！

　問いかけられたカオルは呆ぼう然ぜん、しばらく笑顔のまま固まっていたが──。

「なっ、なっ、なっ、ななななな……!?」

　真っ赤になってわなわなと震ふるえ出すと、

「何言ってんの、あんたたちーーーーーーっ!?」

　遂ついには火山のごとく爆ばく発はつした。

「わっ、わたしとタカヒロはそんな関係じゃ！」

「え～？　でもぅ、嫌きらいじゃないんでしょう？」

「そ、そりゃあ嫌いじゃないけど……」

「じゃあ好きだ！」

「ちがーーーーう!!」

「嫌いなの？」

「いやっ、それもそれで違ちがうというか……」

　カオルはごにょごにょと口ごもると、ちらりと俺の方をうかがい見た。

　それに対し、俺は平然とした姿でいるよう努めていたが、

「あー、もー！　行くよ、みんな！」

「ええっ？　なんで？」

「なんでも何もないの！　はい、タカヒロ！　これお代ね！」

「ちょっと、引っ張らないで」

「じゃあね。お、お邪じや魔ましました～！」

「あ～れ～！」

　ドタバタと音を立て、カオルたちは喫茶《ノワゼット》から出ていった。

　残されたのは俺と店員、それと啞あ然ぜんとした顔のお客さんたちだ。
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「なんか……ドッと疲つかれた……」

　疲れたけれど、閉店まではまだまだ時間のある《ノワゼット》だった。
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　この特とく殊しゆな仕事も、いよいよ終わりが近づいてきた。

　残すところあと二日。ここで働くのもあと二回限りだ。

（ちょっと名残なごり惜おしい気もするが）

　続いたら続いたで、またマンネリとか思うんだろうな。期間限定だからこその面おも白しろさ、それを存分に味わいながら、俺たちは今日も元気に働いていた。

「タカヒロくん、オーダー！」

「はいよ！」

「こちらもオーダーだ！」

「分かった！」

「……ご主人さま。紅茶はわたしが受け持ちます」

「ああ、助かる！」

　ピークである午後三時、店はやっぱり繁はん盛じようしていた。

　近所のおばちゃんがメインの客層で、そこに学生だとか、ご隠いん居きよさんだとかが加わっている形だ。わいわいがやがやと騒そう々ぞうしかったが、これもまた喫きつ茶さ店てんの姿、《ノワゼット》の明るい部分ですよと、店主のヴィタメールさんは笑っていた。

「……ご主人さま。もう少しクッキーを焼きましょうか？」

「任せる！　持ち帰りの分も作っといてくれ」

「タカヒロくん、紅茶のおかわりだってー」

「はーい、すぐ淹いれますねー」

「タカヒロ！　あの者らに『かわいい、かわいい』と褒ほめ称たたえられたぞ！」

「あー、はいはい、よかったねー」

　手だけは素す早ばやく動かしながら、ピーク時に起きるあらゆることに対応していく。

　まあ、これも今では慣れたもんだ。忙いそがしいっちゃあ忙しいけど、初日や二日目ほどの危あやうさもなく、俺はスマートに注文をこなしていった。

（これなら問題なく終えられるな）

　そう考えていた矢先の出来事だった。

　喫茶《ノワゼット》に、とんでもない客がやってきたのは。




「……ん？」

　異変に気がついたのは、ピークも終わりの午後五時頃ごろだった。

　時計の短針が五にかかるかかからないか。そういった曖あい昧まいな時間に、ふと、表が騒さわがしくなっているのに気がついたんだ。

（なんだ？）

　ここは閑かん静せいな住宅街、馬車も路地まで入れないような場所だ。

　当然のように人通りも少なく、普ふ段だんは喧けん騒そうも聞こえないくらいなんだが──。

「……何か事件でもあったのでしょうか？」

「かもしれないな」

　答えながら食器を拭ふく。

　この店とは関係ない、きっとすぐに収まるものだ。そう思いながらも、しかし、どこか気にかかり、じっと窓の外を見ていると──。

　声が段々と近づいてきた。なんだ？　この近くに用でもあるのか？

（まさか団体客でもあるまいに）

　ピークも過ぎたし、まさか《ノワゼット》目当ての客じゃないだろう。

　俺はそう考えていたんだが──まさかの的中、その通りだった。

「ごきげんよう、先生」

「フランソワ!?」

　店にやってきたのは、制服姿のフランソワ、それに護衛の皆みなさんだった。

　物々しい武装、そして名門校の制服に、店内にいたお客さんもびっくりしている。

「ひ、姫ひめ様までいるのか」

　フランソワに続き入ってきたのは、あの鉄の国の王女、ドロテアだった。

　いつも通りのすまし顔、挨あい拶さつもせずに俺を見るのはいつも通りのことだったが、

（なんでまた、こいつらがこの店に？）

　入り口付近まで移動しながら、俺は周りに負けず劣おとらずの困こん惑わく顔をしていた。

　王おう侯こう貴族が中級区に？　しかも徒歩で？　常識外れの行動に、しかし、フランソワは満足そうな顔をしていた。

「少し探しましたが、なるほど、いいお店ですわね？」

「ですわねじゃねえよ。なんでこんなところにいるんだ？」

「あら、私わたくしも年とし頃ごろの少女ですもの。先生が喫茶店で働くと聞いて、その姿を見てみたい、そこでお茶を飲んでみたいと思ったのです」

「で、この騒ぎか」

「ええ。本当はもっと多くの志願者がいたのですが、私の方で絞しぼらせていただきました」

「そこは褒めるべきなんだろうけど……」

　こんなに人が多いと、その配はい慮りよも意味がなくなってしまうような。

「まあいいや。そこが空いてるから座ってくれ」

「ありがとうございます」

「護衛の人は……あ～、どこか邪魔にならない場所に」

「「「御ぎよ意い」」」

「お前らはお冷やとおしぼりをお出しして」

「は～い♪」「任せろ！」

　周りの困惑はそのままに、俺はフランソワたちをテーブル席へと案内した。

　ここまで来たんだ。来てしまったものはしょうがない。ここはきちんともてなして、何事もなく王貴区の方へお帰り願おうじゃないか。

　俺はそう割り切って、カウンターの中へと戻っていった。

「まあ、ユミエルさん、ルートゥーさん。その衣装、お似合いですわよ？」

「……ありがとうございます」

「我は何を着ても似合うがな！」

「そちらの方は元々のお給きゆう仕じさんですの？」

「あっ、いえっ！　わたしは教会のシスターで……」

　店員三名にお客が二名。

　都合五名の美少女たちが、《ノワゼット》の中で話をしている。

（絵になる光景なんだけど）

　どうにも護衛が物々しいな。

　それでも外の野次馬が引かなかったり、既き存そんのお客さんが出ていったりしないのは、やっぱりこいつらが可愛かわいいからなんだろうな。「王侯貴族が中級区に来た！」ってだけでも十分ニュースになりそうだが、この騒ぎはそれだけじゃないようにも思えた。

「はい、ドロテア様。こちらがメニューだそうです」

「勝手が分からないわ。私が選べばいいの？」

「ええ、そのようです。学園のカフェと仕組みは同じでは？」

「なるほどね」

　挨あい拶さつも終わったところで、フランソワと姫様ドロテアはメニューをのぞき始めた。

　あいつらにとって茶は「自動的に供されるもの」であって、喫茶店に入って注文するようなものじゃないんだろう。上級区や学園にもカフェはあるが、王侯貴族は周りがあれこれ世話を焼いてくれるからな。「あれが飲みたい」と一言言えば、たとえメニューに載のっていなくても周りがどうにかするはずだった。

（だから、制限があるってのが逆に楽しいんだろうけど）

　上じよう機き嫌げんのフランソワに対し、ドロテアはどこかぼんやりとしている様子だった。

（学園でなんかあったのかな？）

　いまいち覇は気きが足りないというか、何というか。

（まあ、俺が気にすることでもないな）

　じろじろ見るのも止やめにして、俺は静かに皿洗いに戻もどっていった。

「ドロテア様は何にされます？　私はフルーツタルトにしようと思いますが」

「私はチョコタルトね。それに紅茶を合わせるわ」

「まあ、チョコタルト！　いいですわね。私もそちらにしようかしら」

「好きなものを好きなだけ頼たのめばいいじゃない」

「いえ、私、事前に調べておきました。何でも、こういったお店では質素倹けん約やくが肝かん要ようなのだとか。ティースタンドにあれこれ載せず、お菓か子しはひとりにつきひとつまで。食事は別口として換かん算さんされますが、やはり頼み過ぎては礼を失してしまうそうです」

「深いわね」

　なんて会話を耳にしつつ、食器やグラスを洗っていく。

　そのうちふたりも注文を決め、俺は早さつ速そく、紅茶の準備に取りかかった。

「あら、先生が淹れてくださいますの？」

「基本的にはな。ご希望ならうちのメイドに代わるけど」

「いえいえ！　ぜひ、先生に淹れていただきたく存じます！」

「すごい食いついてくるな」

　普段は貴族然としているフランソワが、今日に限っては少女らしい姿を見せている。

　これも喫茶店の魔ま力りよくか？　そんなことを考えながら、俺はポットにお湯を注いでいく。

　隣となりではユミエルがお菓子の準備を始めていた。メリッサやルートゥーは他ほかの客に呼ばれていって、俺たちはしばし仕事に没ぼつ頭とうする。

「給仕姿の先生も素敵ですわね……」

　途と中ちゆう、熱っぽい視線も感じながら、俺は注文をこなしていった。

　そして──。

「……お待たせしました。ご注文のティーセットです」

「まあ！」

「へえ」

　ユミエルが手にしたお盆ぼんから、そっと皿とポットをテーブルに移す。

　供されたティーセットを前にして、フランソワは喜びの表情を、ドロテアは少し意外そうな表情を浮うかべていた。

「思った以上に良さそうね」

「ですわね。さすが先生の勤めるお店です」

「紅茶もいい香かおりで……うん、これなら私の屋や敷しきでも出せるわ」

「先生は紅茶を淹れるのもお上手ですのね？」

　にこにこと機嫌よく、こちらに笑え顔がおを向けてくるフランソワ。

　その表情、その言葉に、周りのお客さんたちが「おお～！」と声を上げていた。

（やっぱ気になるよな）

　なんせ相手は王侯貴族だ。良いものを食べ、良いものを飲み、贅ぜい沢たくの何たるかを知り尽つくしている（と思われている）存在だ。そんな奴やつらが「良い」と言ったら、それはもう、誰だれにとっても絶対的に良いものなんだ。そんな評価がこの店で出て、常連さんなんかは、もう我が事のように喜んでいた。

（そのうち王室御ご用よう達たしとか言われるかもな）

　俺も俺で悪い気はせず、どこかほっとした心持ちでふたりの様子を見守っていた。

　どうやらお菓子も合格のようだ。フランソワはタルトを食べると、やはり満足げに笑みを浮かべてうなずいた。何か一言二言、感想を言おうとしたのだろう。俺はそれを少しわくわくする気持ちで待っていたんだが──。

　それより早く、冷たい言葉を発する奴がいた。

「駄だ目めね」

「……え？」

「このタルトは出で来き損そこないよ。とてもじゃないけど食べられないわ」

　かちゃりと、皿にフォークを置く音が店に響ひびいた。

《ノワゼット》はしんと静まり返っている。その中で声の主、ドロテアは不機嫌そうに、口直しとばかりに静かに紅茶を飲んでいた。

「食感が違ちがう。風味が弱い。濃のう厚こうさもなく、クリームとの相あい性しようも違い和わ感かんがあるわ。古都菓子を出すと聞いて、少しは期待してきたのだけれど、どうやら無む駄だ足あしだったようね。紅茶だけをいただいて帰るわ」

　責めるでもなく、咎とがめるでもなく、ただただ事実を伝えているだけ。そんな口調で語り終えた王女は、その目を伏ふせて、紅茶だけを味わうことに専念していた。

　それを呆ぼう然ぜんと見つめていた周りの人々。しかし、次し第だいに我に返ったのか、まずはあいつが火山のごとく噴ふん火かした。

「な、な、な、なーーーーっ!?」

「なに？」

「小こ娘むすめ！　貴様はこの菓子が気に入らぬと申すのか!?」

　顔を真っ赤にして怒いかり狂くるうルートゥー。しかしドロテアは意にも介かいさず、冷たい視線で龍りゆう人じんを射い貫ぬいた。

「気に入るか、気に入らないかで言えば、もちろんこれは気に入らないわ。この古都菓子ははなはだ不出来。それは厳然たる事実よ」

「き、貴様ーっ！」

「え、ええと、ドロテア様？　味は悪くなかったと思うのですが」

「味だけを見ればその通りよ。でも、ここは古都菓子を売りにした店なのでしょう？　古都菓子を正しく出さなければ、詐さ欺ぎと思われても仕方がないわ」

「それは……！」

　飛び出そうとするメリッサを片手で押さえる。

　姫様の言葉は辛しん辣らつだけど、その言葉は全部、正論だ。

　マスターがいないから、ぎっくり腰ごしで寝ね込こんでいるからと、今まで『なんちゃって古都風』に甘んじていたけど──。

　そのツケが回ってきたってことだろうな。ここで俺たちが食い下がれば、食い下がった分だけ店の評価は落ちていく。

（かと言って、引き下がるのもよろしくないか）

　黙だまり込むのもよろしくない。それはドロテアの言葉を認めたも同然だからだ。

　反論しなくちゃいけない。否定しなくちゃいけない。でもどうやって？　少女たちが不安そうな顔で、俺の方をうかがってくる。

（……仕方がない、か）

　もう俺にはこの手しかない。元より選せん択たく肢しはひとつしかなかった。

（ぶっつけ本番になるけど）

　何もやらないよりはマシだ。俺は奥の厨ちゆう房ぼうに引っ込むと、そこから「とあるお菓子」を持ってきた。

「先生、これは……？」

「姫ひめ様。こいつを試ためしてみてください」

　たずねるフランソワをあえて無視し、俺はドロテアの方へと皿を差し出す。

　ヴァニレキプファルン。バニラ風味の小さなクッキー。真っ当な古都菓子で、しかし簡素な見た目のこれが、俺が出せる唯ゆい一いつの答えだった。

「ヴァニレキプファルンね。見た目はいいけれど」

「味も申し分ないはずです」

「自信があるというの？　菓子職人でもない貴方あなたが？」

「これだけは練習しましたから」

　古都菓子を売りにした店なのに、肝心の古都菓子を出すことができない。それは俺も気にしていたんだ。だから、何かひとつはちゃんとした古都菓子を出せるようにしたかった。

　その成果がこれだ。レシピは色々教わったけど、完全に再現できたのはヴァニレキプファルンひとつだけだった。

（自信はあるが……）

　古都を擁ようする帝てい国こくの人に、果たして俺の古都菓子は通じるのだろうか？

　内心冷や冷やしながら、しかし平静を保ったまま、俺は王女様と向き合った。

「ふうん」

　ドロテア姫はしなやかな指で、ひょいとクッキーをつまみ上げた。

　三日月状の焼き菓子。それをしげしげと見つめた後、王女はおもむろに菓子を口に運んでいった。

「ん……」

　クッキーがさくりと音を立てる。わずかに香るバニラの匂におい。それをどう感じているのか、ドロテアは終始無表情のままだ。

「なるほどね」

　残りの部分を口へと入れる。

　さくり、ほろりとクッキーは砕くだけ、ドロテアの胃の腑ふの中へと収まっていった。

（どうなんだ……!?）

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんだった。彼女の評価でこの店の行く先が決まる。そう思える判決を、みんなが固かた唾ずを吞のんで見守っている。

　ドロテアはまだ無表情だ。冷たくも見える端たん整せいな顔で、彼女は一口、紅茶を飲むと、

「ふうっ……」

「「「「…………っ!!」」」」

　深いため息。俺たちは一層強く緊張したが──。

　ドロテアはにこりともせず、しかし、肯こう定てい的な言葉をつぶやいた。

「美味おいしかったわ」

「……え？」

「美味しかったと言ったの。申し分なかったわ」

　ナプキンで口を拭ふきつつ、ドロテアは視線を皿へと移した。

　そこには件くだんのクッキーがあり、それを彼女はひょいとつまむ。

「このヴァニレキプファルン、これは紛まぎれもない古都菓子よ。生き地じに練り込まれたアーモンドパウダー。甘く豊かなバニラの香り。儚はかなく崩くずれる食感からも、古都菓子の精神が感じられたわ」

「ほ、本当ですか？」

「ここで噓うそをついてどうするの？　欲よくを言えば、もう少しバニラシュガーが多めでも良かったけれど……そこは個人の好みの問題ね」

　そう言って、ドロテアは再びクッキーをかじっていた。

「やったあ！」

　メリッサの声に合わせ、再び店がわっと沸わいた。

　店員のみならずお客さんまでも、手を取り、飛び跳はね、喜んでいる。

「……やりましたね、ご主人さま」

「さすがは私わたくしの先生です！」
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「我も試食に付き合った甲か斐いがあった」

　若じやつ干かん一名、ただ食ってただけのような気もするが──。

　まあいい。これで《ノワゼット》の不ふ名めい誉よを回かい避ひすることができた。

「って、なんだこのノリ」

　料理漫まん画がみたいな流れに苦く笑しようしつつも、俺は達成感というものを味わっていた。




　　　　‐５‐




　結果として、俺たちの喫きつ茶さ店てん運営は成功のうちに終わった。

　初めはどうなることかと思ったが、ユミエルたちの助けがあったこと、俺に調理技術があったこと、色んなことが作用して、どうにか上手うまい方へと転がった。

　連日押すな押すなの大行列！　なんてことにはならないだろうけど、知名度の上じよう昇しようには一役買えたと思っている。なんせ王おう侯こう貴族にも認められた店だからな。王室御用達ってわけじゃないけど、それに近い形で街の噂うわさになっているらしい。ここからわっと客が増えて、その中から常連となる人が残っていくんだろう。マスターの思っていた形とは違ったけれど、経営を軌き道どうに乗せることができて本当によかった。

（難を言えば、バイト探しが大変そうだけど）

　これは嬉うれしい悲鳴ってやつだろうな。

　だけど時間が経たつにつれて、より良い形に自然と収まっていくだろうと──。

　俺はそう、思っていたんだが──。




「あの、タカヒロさん」

「は、はい」

「これは一体、どういうことなのでしょう……？」

「なんか、本当に……す、すみません」

　次の週、俺はマスターと《ノワゼット》の様子を見に来ていた。

　店は弟さんが引き継ついで、給きゆう仕じのバイトも伝つ手てを頼たよって探せたらしい。

　それはまあ、いいことなんだが──問題は別にあるというか──。

「ルートゥー様!?　ルートゥー様はいずこに!?」

「うおーっ!?　メリッサちゃんがいないぞーっ!?」

「ユミエルちゃんが淹いれてくれたお茶じゃないと飲めないやい！」

　喫茶店の店先で、なんか、いい歳としこいたおっさんたちが暴れていた。

　いや、転がっているのか？　石いし畳だたみの上をのたうち回り、危なくはないけど見苦しいことこの上ない。

「ひぃん！　都会のオアシスがーっ！」

「我らの、我らのうるおいがーっ！」

「ああん！　あああぁん！」

「ええと、先週はずっと、こういったお客様が……？」

「いやっ！　え、えっと、その、店にいる時は大人しかったんですけど！」

　まさかあれは偽いつわりの顔だったのか!?　悟さとったように微笑ほほえんでいたけど、あれは眼福によって満たされていただけで……!?

「美少女喫茶はここですか？」

「うわあ、追加でなんか来た!?」

「王女様が給仕をしてくれるんです？」

「違ちがいます！　違います！」

「メイドさんが鞭むちで叩たたいてくれるＳＭ喫茶があると聞いて」

「なんか混ざってるぅ！」

　ピークに向けてぞろぞろと客がやってきていた。

　そのほとんど全すべてが変態紳しん士し。変な噂を聞きつけてやってきた奴やつらだった。

「タカヒロさん……」

「ひいい！　すみません！　すみません！」

　喫茶店運営は大成功！　《ノワゼット》を軌道に乗せることができた！

　なんて喜んでいたけど──。

　いつの間にやら、おかしなレールに乗ったようだった。
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　不思議な空間だった。

　永遠に続く夕焼け、どこかから聞こえる楽器の音。

　教室を模して作られたその場所には、ふたりの少年の姿がある。

　彼らはタブレットをのぞき込みながら、満足そうな笑えみを浮うかべていた。

「なかなか上手くやってるみたいじゃないか」

「さすが貴たか大ひろだ。思った以上に順調かもしれない」

「この調子なら、いけるか？」

「いや、まだ早い。万ばん全ぜんを期したい」

「だとしたら……」

「うん。もう少し試練と負ふ荷かとが必要だ」

　余人には分からない言葉。それを当たり前のように交かわしながら、蓮次と優介、ふたりの少年は、タブレットに何かしらの操作を加えていった。

「よし、これでいい。これならきっと、経験値になる」

「貴大はもっと強く、もっと大きくならなくちゃいけない」

「そのためのイベントだ！　全部乗り越こえてこそゴールが見える！」

「多分、これも見られているんだろうけど」

「構うか！　俺たちは負けねえ！　ＭＣの野や郎ろうをぶっ飛ばすまではな！」

　そう言うや否いなや、優ゆう介すけは姿を消していった。

　ザラザラとした残像、それを静かに見送ったあと、蓮れん次じは窓の方を向いた。

「ごめんね、貴大。迷めい惑わくばかりをかけて」

　窓に映った幻まぼろしの夕日、その眩まぶしさに目を細めながら、彼は言った。

「きっといつか、全てを話せる時が来る」

「それまでもう少し……もう少しだけ、頑がん張ばって」

「俺たちも微び力りよくながらに力を尽つくすよ……」

　そして教室には誰だれの姿もなくなった。

　外から聞こえる吹すい奏そう楽がくの音色、幻の音だけが夕焼けの教室に響ひびいていた。








あとがき






　某ぼう日じつ、自宅にて。

「うーん、６巻の加筆修正はどうしようか？」

「今回も新章を加えたいよね。何か新しいことをさせてみたい」

「そうだ！　貴たか大ひろが喫きつ茶さ店てんをやるのはどうだろうか!?」

「マスターにはぎっくり腰ごしにでもなってもらって……」

「そう、その代わりに貴大がマスターになるんだ！」

「いいぞぉ、これは！　よしよし、ヒロインたちにはかわいい服を着せてだな！」

「新生・喫茶《ノワゼット》の誕生だあああああああああっ!!」

　なんて軽いノリで新章を決めたら、なんと自分がぎっくり腰になってしまいました。

　人生初のぎっくり腰ですよ。風ふ呂ろに栓せんをしようとしたら「ビキッ!!」です。

　あれは……あれは、人体の設計ミス。神が犯おかした過あやまち……。都合三日は生まれたての子こ鹿じか状態、トイレに行くのにも往復三十分くらいかかりました。

　本当に難なん儀ぎしたのですが、そのせいで本編にリアリティが出たのかなと思います。ぎっくり腰について無む駄だに詳くわしく書かれた部分、「ああ、これは毛け玉だまの実体験なのだな」と笑って読んでいただけますと幸いです。

　さて、そんな６巻ですが、遂ついに出ましたね、メリッサが！

　ちょっとメンヘラな最強聖女、ルートゥーに続いてのカンストレベルヒロインです。

　聖女といっても造られた聖女ですが、その力はレベル相応、やりようによっては貴大とも互ご角かくに戦うことができます。特に防ぼう御ぎよと回復はチート級、致ち命めい傷しようさえ瞬しゆん時じに治すことができるほど。ルートゥーと合わせて「白黒コンビ」と呼んでいるのですが、「混ぜるな危険」と呼んだ方が正しいような気がしてきました……。

　実際にＷＥＢ版ではストッパーになり得る存在がいなかったのですが、書しよ籍せき版ではなんとユミエルがパワーアップ！　妖よう精せい族の秘宝を身につけて、一時的に大いなる力を操あやつれるようになりました。

　これでメリッサやルートゥーが暴走しても安心ですね！　貴大にはゆっくりと休んでいただいて……でもサボったりすると、以前にも増したおしおきが……。

　チート級ヒロインが合わせて三人。

　やはり「混ぜるな危険」の方が正しかったようです。




　最後になりましたが、関係者の皆みな様さまへの謝辞を。

　担当編集Ｔさん！　今までお世話になりました。これまでに学んだことを糧かてとして、より良い作品にしていこうと思います。そして新担当編集Ｋさん！　これからよろしくお願いいたします。その行動力の高さ、大いに頼たよりにさせていただきます。

　かにビームさん、今回も素す敵てきなイラストをありがとうございます。自作のキャラではありますが、メリッサのデザインもグッと来ました。続く７巻のイラストも、大いに期待させていただきます。

　コミカライズ担当の森もりあいりさん。連れん載さいが進むにつれ、どんどんキャラの魅み力りよくが増しているように思います。年とし越こし編はいいものでした……続く話もいいものなので、一読者としても続きを楽しみにしています。

　他、制作や装そう丁てい、この本に関わったすべての人に感謝の気持ちを伝えます。

　何よりこの本を手に取ってくださった読者さんへ。ありがとうございました。次は７巻でお会いしましょう。

　ではでは。


気きがつけば毛玉





















フリーライフ　～異い世せ界かい何なんでも屋や奮ふん闘とう記き～６
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